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あとがき
一話　そこにある日々




　守もりヶが丘おか初等育成校の訓練生、日ひ馬ま菜な々な香かは算数が苦手である。
　計算問題を見ると吐はき気けを催もよおし、文章問題を読めば胃痛が誘ゆう発はつされる。数字が視界に入るとめまいを覚え、数式に直面すると頭がガンガンと痛む。
　思うに、この不可思議な記号群からは人体に有害な毒電波が放射されているのだ。絶対そうに違ちがいない。
　唸うなり声ごえをあげながら計算ドリルのページをめくる。あとどのくらい残っているだろうと数えて、その枚数にうんざりする。
「あの……紗さ弓ゆみさん、この『××』というのは、どういう意味ですか？」
　とはいえ菜々香は『こんな勉強が社会に出てから何の役に立つんだよお！』という定番の台詞を口にしない程度には大人だった。というか、さすがにそれを三桁けたの四則演算に適用するのは無理がある。魔力マ素子ナを操り魔ま法ほう回路を生成し、超ちよう常じよう的な現象を思うがままに引き起こす魔法士。ただし、割わり勘かんの計算やお釣つりの勘かん定じようはできません。──いくらなんでもこれはみっともなさすぎるというものだ。
　そんなわけで、計算ドリルとの苦く闘とうは続く。
「そうだねえ。前後の文章から推測してみようか。月ちゃん、読んでみて」
「『××を×××すると、彼かれの口から喘あえぎ声が漏もれた』」
　ぱき、と音を立てて菜々香の鉛えん筆ぴつの芯しんが折れた。大きく息を吐き、心を落ち着ける。そして、筆箱から新たな鉛筆を取り出す。
「喘ぎ声ってどんなのか、月ちゃん想像できるかなあ？」
「うーん、苦しそうなイメージですけど……『××を×××』されると苦しいんですか？」
　よし、残りはあと二ページ。菜々香はそう思った。一ページあたり一〇問だから、都合二〇問。ラストスパートをかけるべく、気力を奮い立たせる。集中、とにかく集中だ。余計な雑音に耳を傾かたむけるな。
「苦しくないよお。むしろ逆。例えば、風か邪ぜひいて喘いでいる声って妙みように色気があったりするでしょう？　『××を×××』されるとそういう色っぽい声が出るの」
「色っぽい……」
「喘いでいる男の人を誰だれか具体的に思おもい浮うかべれば、イメージできるんじゃないかなあ？」
「…………」
「ちなみに誰を思い浮かべた？」
「あ、え、そ、その──」
「あれ、顔赤いよお」
　一ページ目クリア。一〇問片付けた。残り一〇。
「いえ、そんな──つ、つまり、『××を×××』されるのは、その、気持ち良いことなんですか？」
「そういうこと。じゃ、続き読んでみようかあ」
「えっと──『僕ぼくは彼の××を優しく××した。×××に優しく指を××すると、彼の口から──』」
「──だあああああああああああああああああああああああぁぁぁぁっっ！」
　ぱき、と音を立てて再び鉛筆の芯が折れる。
「もおおおおおおおぉぉぉっ！　中止っ！　中断っ！　それ以上禁止っ！」
　菜々香は大声を上げてバンバンと机を叩たたいた。


　大気中に遍へん在ざいするマナを認識し、それを魔法回路の形に組み上げ力を引き出すことにより、自分の思う通りに世界を改変し事象をねじ曲げる能力を持つ者──それが魔法士と呼ばれる能力者である。
　ここ守ヶ丘初等育成校は、数万人に一人と言われる魔法の才能を持つ子どもたちを集め訓練を施ほどこす、全ぜん寮りよ制うせいの公的教育施し設せつ。魔法だけでなく小学校相当の学科も教えているので、当然ながら通常の小学校と同じく宿題というものが存在していたりする。
　菜々香は友人たちと寮りようの一室で一いつ緒しよに計算ドリルに取り組んでいるところだった。
　突とつ如じよ叫さけびだした友人をきょとんとした顔で見ているのが雛ひな咲さき月つき子こ、何事もなかったかのようにのんびりとした笑顔を浮かべているのが羽は倉くら紗弓。
　この二人は先に計算問題を終わらせて雑談をしていたはずだったのだが──紗弓が月子に妙な本を渡わたしてから話がどんどん妙な方向に転がりだしたのだ。
「あ、菜々ちゃんが特定ワードに反応して超ちよ興うこ奮うふん。『××』とか『×××』ってそんなに刺し激げき的てきだった？」
「ち、違……あ、いや、確かに事実関係は違ってないけど、ご、誤解を招く表現をするなあ！」
　菜々香が抗こう議ぎの声を上げると、紗弓は『この子は何を怒おこっているのかなあ』という表情で首を傾かしげた。むかつく。
「なに月子に変な言葉教えてんのっ！　まったく、紗弓の部屋に集まったのがそもそも間ま違ちがいだったよ！」
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　聞こえてくる赤面ものの単語を意識から排はい除じよしつつ宿題に集中しようとしたのだが、さすがに限度というものがある。
　紗弓にはいわゆるＢＬボーイズラブ趣しゆ味みがある。ＢＬというのは、見目麗うるわしき男どもがアレしたりコレしたりする、まあそういう種類の作品群のことだ。
　この学校で知り合った当初、菜々香も彼かの女じよから様々な小説を読まされた。どうやら同好の士に餓うえていたようで、洗脳を試みたものらしい。（ちなみにコミックは禁止されているので寮りよ内うないに持ち込むことはできない。『実家にはたくさんあるよお。菜々ちゃんのお家の方に送ってあげようか？』とのことだったが、これは丁重にお断りした）
　無下にあしらって傷つけても悪いと思った菜々香は律りち儀ぎに付き合ってやったのだが、おかげで興味ない分野の知りたくもない知識が蓄ちく積せきされてしまった。こんなマイペースで鋼鉄のハートを持った女だとわかっていれば、それなりの対応をしてやったものを。
「あの、『××』とか『×××』とかって、問題ある言葉なのでしょうか？」
　おそるおそる月子が菜々香に尋たずねた。世間知らずというか、純じゆ粋んすいすぎるというか──月子は月子で問題があったりする。基本的には真面目で良い子なのだが。
「う……も、問題というか、その……ちょっとばかり、下品というか……」
　正面から見つめられ菜々香は赤面した。なんで自分がこんな気き恥はずかしい思いをしなければならないのだろう。
　そのとき、事の元げん凶きようが割り込んだ。
「下品という言葉はおかしいよ、菜々ちゃん」
「紗弓、あんたね──」
　今日という今日は言ってやろうと息を吸い込んだが、紗弓が珍めずらしく真しん剣けんな表情をしていたので思わず口ごもる。
「性に関わることを何でもかんでも禁忌タブー視するのは間違っていると思うの。だって、生きているものが、未来に向けて命を紡つむいで行くのに必要なことでしょう？　そういうことがなかったらわたしも、菜々ちゃんも、月ちゃんも今ここに存在してないんだよ？　菜々ちゃん、さっき下品だって言ってたけど、むしろ崇すう高こうな行こう為いだと言えるんじゃないかなあ」
「う、そ、それはそうかもしれないけど……」
　そこで気付く。
「って、ちがぁう！　これＢＬの話！　性別同じだから！　子どもできないから！　医学的にありえないから！」
「……そこがＢＬの問題点なんだよねえ」
　はあ、と紗弓はため息をつく。
「愛し合う二人に子どもができないだなんて、間違ってると思わない？」
「間違ってるのはあんたの頭の中だ！」
「でも、私、思うの。理想と現実の世界が矛むじ盾ゆんしてるなら、世界を変えて理想に近付ける努力をしなきゃって。せっかく魔法を使えるんだし」
「壮そう大だいでちょっと良い台詞っぽいけど、それも根本的なところでおかしいから！　ってか、魔法の力を何に使うつもり！？」
「頑がん張ばれば、医学界と生物学界に革命を起こすことができると思うんだよ」
「起こさなくていい！」
「えっと、ごめんなさい、わ、私が相談したんです」
　見かねたのか月子が仲裁に入った。
「私、男の人のこととか、その、恋れん愛あいのこととかに、あまりにも疎うといので、そういうことをどうにかして勉強することはできないかって。ですから菜々香さん、あまり紗弓さんを責めないであげてください」
「それで渡すのがＢＬ小説って……いや、別に責めてるわけじゃないんだけどさ──」
「そう、単なるボケとツッコミだよお」
「あたしの心の叫さけびを漫まん才ざい扱あつかいするなあ！　とりあえず、あたしの宿題終わるまで月子に妙なことさせるのはやめる！　いい？」
　はあい、と分かったんだか分かってないんだかな返事を聞き一つため息をつくと、菜々香は計算ドリルに向き直った。二人の会話に注意を傾けながら、再び計算問題と格かく闘とうを始める。
「怒られちゃったねえ。──んー、じゃあ、待ってる間、おまじない教えてあげようか。意中の人を思い通りにできる、恋愛のおまじない」
　紗弓の声にちらりと視線を上げる。月子が真剣な顔で身を乗り出していた。どうやら話題は正常化されたようだ。一安心、と菜々香は目をノートに戻もどす。
「まず対象となる人の前に立ちます」
「え？　いいんですか？　おまじないって、誰かに見られると効果がなくなるものが多いって言いますけど……」
「これは特別なやつだからねえ、効き目もすごいんだよ。──で、こうやって自分のお腹にそっと手を添そえます」
「お腹？　こう、ですか？」
「そう。で、優しく微笑ほほえみ、お腹を撫なでながら次の呪じゆ文もんを唱えます。『責任取って──くれるよね？』」
　菜々香のノートの上で、音を立てて本日三本目の鉛筆が折れた。月子がびくっとこちらに顔を向ける。『そんなおまじないがあるかっ！』という言葉を飲み込んで、何とか気分を静めた。
（……反応したら負け、反応したら負け。紗弓は月子だけじゃなく、あたしも一緒にからかって遊んでるんだから）
　その手には乗るか。必死になって自分に言い聞かせる間に、紗弓の講義は続く。
「次、パターン二。相手の前に立つところまではさっきと一緒。で、今度は自分の服の襟えりぐりに、こう手を掛かけるの」
「こう？」
「そうそう。そして、今度は真剣な顔で相手の目を見ながら、こう呪文を唱えます。『言うこと聞いてくれないと、私、服を引ひき裂さいて悲鳴を上げますから』」
「そんなおまじないがあるかああああああああぁぁぁっ！」
　菜々香は全ぜん身しん全ぜん霊れいでつっこんだ。


　寒さが緩ゆるむにはまだ少し早い、二月の上じよう旬じゆん。
　ここ数週間で雛咲月子を取り巻く環かん境きようは劇的に変化していた。魔法士による未み曾ぞ有うのテロを食い止めた功労者として、全国に報道されたのだ。ニュースだけではなく、バラエティやトーク番組のゲストとしてもひっぱりだこ、今や彼女の顔と名前を知らない者は日本にいないという状態である。おかげで彼女は多た忙ぼうを極めることになり、新学期が始まってもなかなか学校には出てこられなくなった。
　テロの解決に関しては菜々香と紗弓も微びり力よくながら手を貸しており、こちらは人気者になるどころか危険に首を突っ込んだということで主任教官の出雲いずも井い信し乃のから大目玉を食ったのだが、まあそれは別にどうでもいい。
　問題はこういう状じよう況きようを月子が望んでいたわけではないということだった。
　事件後、久しぶりに顔を合わせたとき、月子は二人から距きよ離りを取ろうとした。一人だけ過かじ剰ように評価され大きく取り上げられたことに引け目を感じており、嫌きらわれているのではないかと思っていたようだ。襟えり首くびを掴つかんで言い聞かせ、その馬ば鹿か馬ば鹿かしい勘かん違ちがいを正すのに菜々香は苦労させられた。
　月子は魔法士として並外れた才能を持っている。素質で言えば世界に並ぶ者はほとんどおらず、そして遠からず実力の上でもそうなるだろう。反面、精神的には弱くて脆もろい部分がある。他人との距離の見極めが苦手で、傷つきやすく、そして誰かを傷つけることに怯おびえている。しかし、同時に他人からの要求には敏びん感かんで、無理をしてまで期待に応えようとする。さらに重圧やストレスを必死で表に出さないようにする傾けい向こうもある。つまりは見ていて非常に危なっかしい。
　年ねん齢れいでいえば、菜々香と紗弓と月子は同い年である。だが、菜々香にとって月子は妹のような、保護の対象として意識する存在なのだった。菜々香が気苦労の多い長女、紗弓がお気楽な次女、月子が手の掛かる末っ子というところである。
「さて、羽倉紗弓さん」
　ようやく宿題を終わらせた菜々香は、もう一人の友人を見み据すえた。
「あたしがなぜこんな顔をしているかわかりますか？」
「はい、『服を引き裂いて悲鳴を上げる』という言葉に興奮を覚えたからです。今日はよく興奮するねえ、菜々ちゃん」
「だから、微びみ妙ような歪ゆがめ方をするな」
「でも、心配しないでねえ。たとえ菜々ちゃんが服を引き裂くことや悲鳴に反応して興奮する人であっても、私はちゃんと受け止めてあげるから。私たち、ずっと友だちだよ。──ねえ、月ちゃん？」
「え？　は、はい、もちろんです」
「あ、あたしがいつの間にか変質者みたいな扱あつかいになってる！」
　菜々香はこほんと咳せき払ばらいをし、紗弓にびっと指を突つきつけた。
「とにかく、あんたは悪ふざけが過ぎる。月子が信じちゃうでしょうが」
「悪ふざけだなんてひどいなあ。私はいつも真剣だよ？」
「なお悪い。──だいたい月子も相談相手を間違えてるよ。この子が男のことや恋愛に詳くわしいわけないでしょ」
「そう、ですか？　男の人が登場する恋愛小説をよく読んでおられるようですし、少なくとも私よりは知識が豊富なんじゃないかと……」
「うん、何でも訊きいてねえ」
「しれっと言うなこの腐界の住人」
　月子の『相談』──まあ、何となくその動機はわかる。
　この一年ほどの間に月子は変わった。
　そのさらに前は傷つきやすさや危なっかしさすら絶対に気取られまいと身構え、笑顔の仮面を付け完かん璧ぺきな優等生を演じる少女だった。しかし、そういう部分が徐じよ々じよに目立たなくなり、代わりに少しずつ素の自分を見せるようになってきたのだ。色々な事件があり、色々な経験を積み重ねた結果なのだが──やはり一番大きいのは、去年、教官として赴ふ任にんしてきたあの男の存在なのだろう。
　もっとも菜々香が月子の変化とあの教官の存在との関係に感付いたのは、割と最近になってからのことである。紗弓はもっと早くに気付いていたようで、『意外と鈍にぶいねえ、菜々ちゃんは』などと言われてしまった。何だか負けた気がして、少々悔くやしい。
　月子の相手としてはどうかなあ──菜々香はその教官のことを考える。
　顔はまあまあだが、基本的に表情が暗い。あまり笑わない。口数も多くない。どうみても一緒にいて楽しい人間だとは思えない。自分なら惚ほれる男には選ばないだろう。もっと線の細い美形で、優しくて、自分をお姫ひめ様さまのように扱ってくれる人がいい。
　実際、彼に対する菜々香の第一印象も無愛想で暗そうでヤなやつというものだった。
　ただ──授業を受けてきて、多少そのネガティブなイメージは改められつつある。
　面白い冗じよ談うだんも言わないし楽しい授業をするわけでもないが、理り不ふ尽じんに声を荒あららげたり怒いかりをぶつけたりすることもない。生徒と友だちのように仲良くするタイプではないが、魔法の使い方で悩なやんでいたりするとさりげなく助言をくれたりもする。
　まあ悪い人ではないのだろう、というのがこのところの結論である。
　それに月子の変化は、同時に菜々香たちとの距離も少しずつ縮まってきたことをも意味していたから、むしろ感謝するべきなのかもしれない。認めるのはちょっとしゃくではあるが。
「そもそもね、この子の読んでいる小説はあんたの役に立つようなものじゃないよ」
　菜々香は月子に言った。
　確かに『男の人が登場する』『恋愛小説』ではあるが、たぶん彼女の目的に適うものではない。
「あー、そんなこと言うんだあ。不本意だなあ」
「フィクションとして出来がよいのがあるのは否定しないけど、やっぱり幻げん想そうは幻想だよ。単なる腐女子ドリーム」
　反論ある？　と紗弓を見る。当然何か言い返してくるだろうと思ったが、案に相そう違いして彼女は素直に肯うなずいた。
「うん。そうかもしれないねえ。菜々ちゃんの言葉を聞いてると、自分はまだまだものを知らないなあって実感するよ」
　あれ？　と思い、同時に嫌いやな予感を覚える。
　紗弓は笑顔のまま隣となりを向いた。
「月ちゃん、私より恋愛に詳しい人がいるから、その人に訊いた方がいいと思うよ」
「詳しい人？」
「ほら、目の前に。あそこまで言えるってことは、とっても経験豊富なんだよ、菜々ちゃんは」
「そうだったんですか？」
　二人分の視線を受けて、菜々香は「う」、とたじろいだ。穏おだやかににこにこ──ニュアンスとしてはにやにやと表現した方が適切だろう──笑う顔と、期待と尊敬の表情を浮かべた顔。冬なのに背中を汗あせが伝う。
「え、えっと、そう──」
　引っ込みがつかなくなった菜々香は肯いた。
「経験豊富だね。だから、あたしが相談に乗ったげるよ」
「じゃあ、男の人と仲良くなるにはどうしたらいいですか？　今でも仲が悪いわけではないんですけど、その、もっともっと親しくなりたいんです。私みたいな子どもでやせっぽちな女の子でも好意を持ってもらえる方法がありますか？」
　そういう女の子に対して積極的に好意を持つ男は、わりと問題アリな気もするのだが──それはさておき、期待に目をきらきらさせる月子を見ると、何か言って喜ばせてあげなければという強きよう迫はく観念に駆かられる。
「そ、そうだね──キ、キスを、狙ねらってみるとか、いいんじゃないかな」
「キス──」
「わあ、すごいね、菜々ちゃん。キスしたことあるんだ。大人だねえ」
　紗弓がわざとらしく感心した。
「も、もちろん、あるよ。何回も」
　ただし、相手は実家にいるミリーちゃん（マルチーズ・♂・三歳さい）であるが。ちなみにキスしてやると嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ふるので、親しくなれるというのもあながち間違いではない。多分。
「どうやって、その、キスするんですか？」
「ど、どうって、こう、がしっと体を抱だきかかえて……」
「抱きかかえて──」
　と、月子が身を乗り出したそのとき、部屋の扉とびらがノックされた。同時に低い男の声が聞こえる。
「雛咲はここにいるか？」
「は、はい！　椎しい葉ば先生！」
　月子は返事をすると同時に弾はじかれたように立ち上がって、ほとんど飛ぶような勢いで走っていった。
「…………」
「…………」
　菜々香と紗弓は顔を見合わせる。
　二言三言の会話の後、部屋の入口から月子の弾はずんだ声が聞こえてきた。
「あ、すみません、家から電話が掛かってきたみたいなので、ちょっと行ってきます！」
　寮内で携けい帯たい電話の使用は禁止。基本的に外部からの連れん絡らくは取り次ぎとなる。今日の寮りよう監かんは十じゆ郎うろうなので、彼かれが受けたのだろう。
　十郎と月子の気配が遠ざかると、二人はどちらからともなくため息をついた。
「……見事な浮うかれポンチだねえ」
「浮かれポンチって……まあ、嬉しいのは実家からの電話じゃないだろうね。あんなののどこがいいんだろーな、ほんと」
　菜々香は床ゆかに寝ね転ころがり、両りよ腕ううでを投げ出した。紗弓はくすくすと笑う。
「菜々ちゃんって、月ちゃんのお姉さんみたい」
「悪い？　ほっとけないんだもの」
「それにしても、キスかあ。……思おもい詰つめたらあの子、力ちか尽らづくで奪うばっちゃうかもねえ」
　まさかそんな、と言いかけて菜々香は口を噤つぐむ。月子にはそれだけの力がある。彼女が本気で何かをする気になったら、おそらく物理的な意味で止められる人間は存在しないだろう。
「えっと……万一、月子が暴走して椎葉先生襲おそったりしたら、あたしのせい？」
「けしかけてたからねえ」
「うー……」
　余計なことを言ったかもしれない。そんな事態にならないよう、祈いのるばかりである。
　ぱたん、と半回転寝ね返がえりを打つ。
「だってさー、何か、どんなことでもいいから、力になってあげたかったんだもん。別に椎葉先生絡がらみじゃなくてもよかったんだけど」
　そう、力になりたい。
　自分と月子は友だちである。過去に助けてもらった恩もある。そして、何より今彼女は大変な立場にあるのだ。大きな事件に巻き込まれた後、休む間もなくマスコミに引っ張り出され、彼らのおもちゃにされているのだから。
　何をすれば力になれるのか実のところよくわかってはいないのだけれど、それでも菜々香は環境の劇変した月子のことを心から心配しているのだった。
　ただ──最近の彼かの女じよを見ているとどこか吹ふっ切きれたような、決意を固めたような様子も窺うかがえる。今の状況をありがたがっているわけではないだろうが、少なくともそこから逃にげ出だして平へい穏おんな、あるいは平へい凡ぼんな生活に戻ることは考えていないような気がするのだ。そのことが菜々香の心に小さな引っかかりを残す。
（もしかして、寂さびしい──のかな、あたし）
　月子が違ちがう世界へ行ってしまうようで。
　そして自分が月子にとってあの椎葉先生以下の存在のようで。
　力になりたいと思うのも、もしかしたら、このもやもやとした気分を何とかしたいからなのかもしれない。月子のためではなく、自分のためなのかもしれない。月子を護りたいのではなく、自分の寂しさを埋うめたいだけなのかもしれない。
　そして、結局のところその先には──月子は別に菜々香を必要としていないという現実があるだけなのかもしれない。
　思考がネガティブな方向に向かう。少し気分が沈しずんだ。
「構い甲が斐いのある子だからねえ」
　菜々香の内心を知るよしもなく、紗弓はのんびりと笑った。
「三次元に夢中なのもいいけど、二次元はやっぱ別腹だよねえ。色々読ませて、こっち側に染めちゃいたいなあ」
「紗弓は変なこと教えすぎ。月子が歪んで育っちゃったらどうすんの」
「いつか心の師しし匠ようと呼ばれたいなあ。いやむしろ呼ばせよう。決めた」
「決めるな」
　菜々香はつっこみ、そこでふと尋たずねてみる。
「あんたはさ、なんでそうやって月子に構うの？」
　紗弓は首を傾かしげた。
「ＢＬのすばらしさを布教するのに理由が必要かな？」
「いや、ちょっとまて」
「間ま違ちがえた。友だちと話すのに理由が必要かな？」
「理由……かあ」
　まあ、そうだよなあ、と思う。自分が余計なことを考えすぎなのだろうか。
　と、紗弓が続けた。
「とはいえ、いじりたくなっちゃうのは、このところ寂しいからっていうのが大きいかなあ」
　その言葉に思わず菜々香は体を起こす。
「それって……どういうこと？」
「無理矢理な笑顔浮かべてたころより大分ましになったけど、今でも表に出すべきこと、出すべきではないことは結構はっきりと区別してるんだよ、あの子。椎葉先生といるときと、椎葉先生の話題が出たときくらいかな、ガードが緩くなるの。考えてることがだだ漏もれで可愛いよねえ。わりと思い込みが激しいというか、妄もう想そう力は豊かな方だと思うから、二次元にのめり込む素養もあると思うんだけどなあ」
「……で、寂しい、ってのは？」
「あ、そうそう、そうだった。でね、月ちゃん、この間の事件以降、すごく忙いそがしくなったじゃない。なのに全然愚ぐ痴ちとか弱音とか私たちに吐はかないんだよ。あれだけ傷ついた出来事の後、すぐ大人たちの都合で引っ張り回されて、見せ物みたいに扱われて、辛つらいことだっていっぱいあるはずなのにねえ」
「…………」
　そのことには気付いていた。そして一見能天気なこの友人が、思ったよりしっかりと月子のことを見ていたことに驚おどろいた。
　紗弓は普ふ段だんと変わらないのんびりとした口調で言う。
「迷めい惑わくを掛けたくないって思ってるのかもしれない。弱音なんか吐いちゃいけないって思ってるかもしれない。それを止めろって強制することはできないんだけどねえ。──寂しいでしょ、やっぱり」
「だから必要以上に構いたくなる？」
「そう。そうすることで教えてあげられるし」
「教える……？」
「『あなたがどうなっても、私たちは変わらずそばにいる』──って。あの子、いつも必死で誰だれかの期待に応えようとするんだけど、自分も誰かに期待していいんだってこと、忘れがちなんだよねえ。疲つかれたとき、休みたくなったとき、誰かの支えが欲しくなったときにそのことに気付けるように、と思って」
　私〝たち〟──そう紗弓ははっきりと言った。自然に出たものなのか、菜々香の心境に気付いていてあえてその言葉を使ったのか──真意はわからないが、胸がふっと楽になった気がした。
「そ、それにしても紗弓は月子で遊びすぎだよ。嫌われても知らないからね」
「でも、やりすぎたら、菜々ちゃんが大あわてで止めてくれるでしょう？　それが〝私たち〟なんだから」
「…………」
「それでいいんじゃないかな？」
「……あんたって、すごいね」
「ん？　何か言った？」
「なんでもない」
　菜々香は床に寝ねころんでぷいと横を向いた。赤くなった顔を見られるのが何となく恥はずかしかった。
　悩む必要は最初からなかったのかもしれない。月子の力になりたいのも、自分の寂しさを埋めたくて月子に構うのも、当たり前の感情でどちらも本物なのだから。
　このままでいい。
　このまま必要とされたとき傍そばにいられれば、紗弓の言うように〝変わらない私たち〟として傍にいられれば、それでいい。
「……うん、そうだよね」
　小さく呟つぶやいたとき、扉の方から声が聞こえた。
「ただいま、帰りましたー」
「月ちゃん、おかえりい。電話、何だったの？」
「幸こう崎さきさん──祖父の秘書の方からでした。来週分のスケジュールの確認です。学校に来られるのは半分くらいかな。週末に一日お休みがもらえそうですね」
「ちょっとした芸能人並だねえ」
「学校の皆みなさんにあまり会えないのは寂しいけど、仕方ないです。これが今の私の仕事ですから」
　月子はそう言って少し笑った。
　その言葉に偽りはないのだろうが、『あまり会えなくて寂しい人たち』のなかに、彼女にとって特別な位置を占める一人がいるのもまた間違いない。まあ、面白くはないが──
　菜々香はふうっと息を吐き、そして勢いよく立ち上がった。
「──ようしっ！」
　月子と紗弓が驚いたようにこちらを見た。
「外出許可を取って、お出かけしよう。そして、徳用チョコレートを買い込むのだ！」
「チョコ……ですか？」
「ケーキはともかく手作りチョコなら月子でも大だい丈じよ夫うぶでしょ。固め直すだけだし。作り方はあたしが教えてあげるから。ゆいちゃんあたりに頼たのめば、調理室のコンロと冷蔵庫借りられるかな？　あ、湯ゆ煎せんだから電気ポットだけでも何とかなるかもしれない」
「え、あの……」
　話が見えず困こん惑わくする月子に、菜々香はびっと指を突きつけた。
「今は二月！　二月と言えばバレンタインデー！　男を捕つかまえるにはまず胃いぶ袋くろから！　会えなさそうなときには、特に気合いを入れないとね」
二話　勇者と魔ま法ほう使つかい





　話し声。笑い声。歓かん声せい。悲鳴。天てん井じようのスピーカーから流れる有線放送。ビデオゲームやプライズマシンのＢＧＭ──
　混然と溶とけ合あった騒そう音おんの中から、重い打だ撃げき音おんが耳に届く。
　同時にタタタタンとボタンを連打。
　宙に舞まった体に突きと蹴けりの四連撃がヒット、相手は派手に吹き飛とんで地面を転がり、動かなくなる。
『ＹＯＵ　ＷＩＮ！』
　勝利を告げるアナウンスとともに、画面の中のキャラがガッツポーズを取った。
　最さい部べし駿ゆん介すけはふうっと息を吐き、レバーを放すとこわばった筋肉をほぐすようにぶらぶらと手を動かした。
「二〇連勝っと」
　今日は調子が良いようだ。暖だん房ぼうが効いており、また気分が高こう揚ようしたせいもあるのか少し暑くなってきたので、着ていたパーカーを脱ぬいで横に置く。
　一時期のブームに比べれば大分下火になったようだが、駿介はこの種の対戦格かく闘とうゲームが好きだった。相手をぶっ倒たおしたら勝ち。ぶっ倒されたら負け。勝敗条件がシンプルで実に分かりやすい。
　一月初しよ旬じゆん。世間的にも駿介が通う初等育成校的にも冬休みである。
　メダルゲームやオンライン対戦ゲームの筐きよ体うたいも豊富に設置されている、そこそこの規模のゲームセンター──育成校のある守もりヶが丘おかから電車で三駅の市街地にあるこの店まで、駿介は毎日のように通っていた。
　店内は様々な人種で賑にぎわっている。一人で黙もく々もくとシューティングをプレイする青年。格闘ゲームを眺ながめながら戦術の評論をしている高校生らしき二人組。四、五人の集団でクイズゲームに興じる中学生くらいの少年少女。それより小さな子どもたちは家族連れで来ていることが多いようだ──と思えば、明らかに自分より年下の少女が一人でふらふらしていたりもする。
　駿介の父親は某ぼう巨きよ大だい企きぎ業ようグループの重じゆ鎮うちん、母親はその愛人である。
　とはいえすでに関係は終わったも同然であり、養育費は出すものの父はもう長らく姿を見せず、母は母で常に別の相手を物色していたりする。要するに駿介は両親のどちらにとっても邪じや魔ま者もので、実家には居場所がない。
　加えて魔ま法ほう士というのは、何かと敬遠されがちな存在だ。生まれつき魔法士の素質を持つ者には魔力マ素子ナが見える。魔法回路が組み上げられ、そこから力が引き出される様を認識できる。が、一いつ般ぱんの人間にとってはそうではなく、彼らから見た魔法とは、突とつ然ぜん得体のしれない何かが起こる理解不能な現象でしかないのである。
　ゆえに、魔法士と一いつ般ぱん人じんの間にはしばしば深い断絶、あるいは激しい軋あつ轢れきが発生する。そしてこのことは家族間においても決して例外ではない。
『素質判定』というマナを操る能力の高さを判定する試験がある。判定結果はＡからＥの５階級。Ｅランクはマナを認識できるものの魔法は使うことができない人間と定義され、Ａに行くにしたがって単位時間あたりに操作できるマナが多いことを表す。魔法士の能力を測る目安の一つだ。
　駿介はこれでＢランクの上位という結果を出している。これは大の大人を叩たたき伏ふせる程度の魔法は簡単に使えることを意味し、『薄うす気き味み悪わるい化物』と両親やその周辺の人間に思わせるに十分なものだった。なので夏休みや冬休みの間も帰省せず、普段と同じように寮りようで生活するのが慣かん例れいになっているのだ。
　とはいえ、寮に居ても特にすることがあるわけではない。同級生たちは大たい抵てい自分の家に帰っているし、そもそも今現在、駿介には友人と呼べる存在はいない。そんなわけで、ゲーセン通いの日々となるわけである。
　休み中は普段ほど外出に厳しい制限が掛かかるわけではない。寮から最寄り駅までの山道を歩くのは少々面めん倒どうだが、屋内に引きこもって腐くさりそうな気分をもてあますよりはずっとマシだった。幸いにも不自由しないという水準以上の小こ遣づかいが父親から送られてきている。ゲームやＤＶＤを購こう入にゆうして育成校内に持ち込むのは禁止されているが、こうして外で消費してしまう分には問題ない。
　二七連勝まで記録を伸のばしたところで、台の向こうから舌打ちとコンパネを叩く音が聞こえてきた。そして乱入が途と絶だえる。
「つまんねーの」
　駿介は小さく呟いた。もちろん乱入者がいなくとも対ＣＰＵ戦モードでゲームは続くのだが、単調なうえに簡単すぎて退たい屈くつなのだ。隙すきだらけの敵キャラに連続技を叩き込み、一いつ瞬しゆんで片を付ける。
　と、そのとき──
「よお、ボクぅ」
　粘ねん着ちや質くしつな声とともに、背後から肩かたを叩かれた。振り返かえると、派手に毛を染めへらへらと笑う少年三人が立っていた。左から赤髪がみ、金きん髪ぱつ、茶ちや髪ぱつ。いずれも駿介よりは一つ二つ年上だろう。
「お前、上手だねえ。おかげでずいぶん金を無む駄だにつかっちまったよ。埋め合わせはしてくれるんだろうな？　──ちょっと顔貸せよ」
　赤髪が顎あごをしゃくった。
　今日はついてない日のようだ──駿介は舌打ちをしてそう思った。


「お前さ、なめてるよなあ」
　茶髪が駿介の顔を睨ねめつけた。
「汚ねえ技ばっか使いやがってよ。そんなんで楽しいか？　ああ？」
「殺すぞ！　ゴルァッ！」
　金髪が甲かん高だかい声で怒ど鳴なる。
　ゲーセン裏の路地だ。人通りはほとんどない。
「……ハメも待ちも使ってねーだろ」
　ぼそりと呟く。
　別に卑ひき怯ようなことをした覚えはない。腕うでの差がありすぎて展開が一方的になっただけである。つまりは、こいつらが下手なのだ。
　怯おびえの色を見せないことに苛いら立だったのか、茶髪は駿介の胸ぐらを掴つかんだ。
「んだよ、その口の利き方は」
「殺すぞ！　ゴルァッ！」
「まあまあ、待てよ、お前ら」
　それまで黙だまっていた赤髪が割り込んだ。
「お前、確かにうまいよ。あのゲーム相当やりこんだんだろ？」
　そして馴なれ馴れしく駿介の肩に手を回す。
「つまりさ、結構金持ってるってことだよな。ちっとばかし奢おごってくれよ。俺おれらのチームに入れてやるからさあ」
「チーム？」
「お前、小坊だろ？　俺ら、高校の人らともつながりあるし、中学に進んだら頭取るのも夢じゃねーぞ」
　駿介は〝凄すごみのある笑み〟を浮かべているつもりであろう赤髪の顔を見た。
　そして思ったままを口にした。
「バカじゃねーの？」
「……あ？」
「今どきチームってなんだよ。不良ごっこ？　幼よう稚ちすぎね？　平和な脳みそだよな、センパイ。──で、話そんだけなら、放してくんない？　帰りてーんだけど」
　赤髪の腕を振ふりほどいて歩き出そうとすると、背後から蹴りとばされた。
「優しくしてやれば──なめてんのか、ガキィ！」
「ざけんな。何が『優しく』だ。金脅おどし取とろうとしただけじゃねーかよ！」
　返事の代わりに赤髪の拳こぶしが飛んでくる。ブロックはしたが、腕がしびれた。駿介は相手の膝ひざを狙ねらって蹴り返す。多少はバランスを崩くずすかと思ったが、相手は全く動じず再び殴なぐりつけてきた。体重と腕わん力りよくの差が思ったより大きいようだ。小さく舌打ちする。
　背後には金髪と茶髪。退路を塞ふさがれている。
「フルボッコ決定だな。死んどけよ」
　赤髪が拳を振り上あげる。
　そのとき、大声が響ひびいた。
「こっちで、ゴウトウですー!!　だ・れ・かああぁーっ!!」
　茶髪と金髪が狼ろう狽ばいしたように、赤髪を見る。赤髪は唇くちびるを歪ゆがめると、二人を引き連れ凄い速さで駆かけ去って行った。
「……くそ、気分わりーな」
　駿介はパンチを受けた腕をさすりながら吐き捨すてた。まったく、今日はついてない。
「だいじょうぶ？」
　少年たちが逃げたのとは反対側からぴょこんと小さな顔がのぞいた。
　サイズの合っていない大きなパーカーを着、フードをかぶった幼い女の子だった。先ほどの大声もこの子のようだ。
「……いちお、礼は言っとく」
　余計なことすんな、と言えた立場でもない。勝てないまでも黙ってやられるつもりはなかったし、一対一ならそこそこ良い勝負に持ち込む自信もあったのだが。
「よかった」
　女の子は微笑ほほえんだ。
「ではイベントクリアってことで、アイテム〝身隠かくしの衣〟をお借りするの」
「…………………………は？」
　駿介は思わず間ま抜ぬけな声を上げた。
　一瞬自分が何か聞きき違えたか、聞き逃のがしたかと思った。言っている意味がよくわからなかったのだ。
「だから、イベントクリアでアイテムゲット」
「何だよ、その、イベントとか、アイテムとかってのは……あ、てか、それ俺の服じゃねーかよ！」
　少女が身につけているぶかぶかのパーカーは、自分があの三人組に連れ出されたとき、店内に置いてきてしまったものだ。
「勇者ミユリはたった今、マモノに襲おそわれている村人を助けたの」
　少女はまったく動じず、まるで物わかりの悪い子どもに道理を説いて聞かせるような口調で言った。
「そして、村人はお礼に〝身隠しの衣〟をミユリに貸してくれたの。これはボスキャラのいるエリアを見つからずに通過するために必要なアイテム。そういうイベント」
　わかった？　というように駿介を見上げる。
「…………」
　まったくわからなかったが、今度は問い返したりはしなかった。いまやどう見ても、目の前の少女がどこかから電波を受信しているのは明らかだったからだ。
　一つ言えるのは、やはり今日の自分はついてない──それも、どうやら極めつけについてないらしいということだった。


　セルフサービスのファーストフード店の良いところは、子どもだけで利用しても文句を言われないことである。ファミレスならなかなかこうはいかない。
　駿介はミユリと名乗った女の子を連れ、ハンバーガーショップに入っていた。
　親切心から奢ってやろうと思ったわけではない。何とかして服を返してもらわなければならなかったからだ。さすがに外を上着無しでうろつくのは寒すぎる。
　腹が空いていたのか、ミユリはすごい勢いでハンバーガーにかぶりついていた。
　パーカーは着たままだが、さすがに店内ではフードを下ろしている。駿介はホットココアを飲みながら横目で少女を眺めた。
　年ねん齢れいはおそらく駿介より三つ四つ下。顔立ちは愛らしいと言えるかもしれない。口を開いて電波な台詞を吐き出ださなければ、だが。
　髪は不ふ揃ぞろいでぼさぼさ。パーカーの隙すき間まから覗のぞくセーターはくたびれ、毛玉がいっぱい付いている。ジーンズと靴くつも一目で分かる安物。詳くわしい家庭環かん境きようまで推測できるわけではないが、少なくとも何不自由なく育ってきたわけではないようだ。
　ハンバーガーを三つ平らげ、ようやくミユリは落ち着いたように息を一つついた。
「うまかったか？」
「うん。ＨＰが回復した。ありがとうなの」
　ＨＰ。ヒットポイント。体力、あるいは耐たいき久ゆう力りよくを表す。何らかの身体的ダメージを受けるとこの値が低下し、ゼロになると行動不能もしくは死亡。
　ＲＰＧはほとんどやらない駿介だったが、その程度の基き礎そ知識はさすがに持ちあわせている。
「さて、おごってやったんだから、そろそろ俺の服、返さねーか？」
　駿介がそう言うと、ミユリは困惑したような表情をみせた。
「でも、〝身隠しの服〟は重要アイテムなの。これがないとイベントがクリアできないの」
「あー……」
　駿介は自分の髪をかき回した。どうアプローチしたものだろう。
「えーっと──そのアイテム、具体的には、どこで、どうやって使うつもりなんだ？」
「古代遺い跡せきにボスキャラがいるの」
　まじめくさった顔でミユリは言った。
「レベル的に間違いなく勝てないんだけど、シナリオ上、どうしてもその遺跡は通過しないといけない。そのためにこの〝身隠しの衣〟が必要なの。これを着ていけば見つからずに通とおり抜ぬけられるはず」
「…………」
　頭痛を覚える。
　この女の子がゲームの世界に生きている人間だということはよくわかった。まあ、別に他人がどんな娯ご楽らくにどっぷり嵌はまろうが、妄もう想そうの国から戻もどってこられなくなろうが知ったことではないが、パーカーが返ってこないのは困る。かといって、力ずくで無理矢理引ひき剥はがせば大おお騒さわぎになるだろう。
「お前さ、小学生だよな？　住所は？」
「ミユリは小学生じゃない。勇者。レベルは九」
「レベル？」
「あなたは一一か一二くらいに見えるの」
「あ？　ああ、年齢か。俺は一二。──で、どっから来たんだよ。家は？　親とかは？」
「今は旅のとちゅう。だから家はないの」
　家出中……ということだろうか。この歳としでホームレスもないだろうし。
「実はね、ミユリは魔ま眼がんの力を持っているの」
　そう言って、くりくりとした大きな目を駿介に向ける。別に左右の瞳ひとみの色が違ちがうわけでも、瞳の中に変な紋もん章しようが浮うかんでいるわけでもない。
「だから、えっと、ハクガイされて、住んでいるところを追われたの。今は旅をしながら行方不明になったミユリの本当のお父さんを探しているところ。見付けることができたらゲームクリア」
「……あー、はいはい、了りよう解かい了解」
　ひらひらと手を振る。とりあえず、脳内設定をこれ以上聞いても意味はなさそうだ。
　さて、どうしたものか。別に電波なお子様を矯きよ正うせいしてやる義務はないわけだし、服さえ取り返せればそれでいいのだが。
「お前さ、そのイベントとかをクリアしたら、服、返してくれんのか？」
「あ、うん。それはもちろん」
「で、どうなったらイベントクリアなんだ？」
　どこまで妄想と現実の区別が付いているのか怪あやしいものだが……少なくとも駿介のパーカーが必要だというのなら、とりあえず現実世界で何らかの行動を取って条件を満たせば、イベントとやらをクリアしたことになるのではないだろうか。そう思っての質問である。
「遺跡を無事に通過して、他のエリアに進むことができれば」
「その遺跡ってのはどこにあるんだ？」
「ここから三〇〇メルトほど北」
　さて、その『遺跡』とやらは現実に存在する施し設せつなのだろうか。
　駿介は周辺の地図を思おもい浮かべた。メルトなる謎なぞの単位がメートルであると仮定する。ここから北に三〇〇メートル行った先にあるのは──駅だ。
　地方のそこそこ大きなターミナル駅だが、駅舎が歴史と伝統を色いろ濃こく感じさせる佇たたずまいをしている。子どもの目には遺跡っぽく映らなくもないだろう。
「ただ、たぶん、今は魔ま王おうのカンシの下にあるから──」
「魔王？」
「うん。おおぜいの魔ま物ものを従えた、恐おそろしい、ほんとに恐ろしい敵なの」
　ミユリはぶるりと体を震ふるわせる。
「今のミユリでは、絶対に勝ち目がないの。だから、アイテムを使って何とかその目をごまかさないと」
　旅をしていると言っていた。ということは、駅でどこか行きの電車に乗りたいのだろうか。魔王というのはつまり駅員のこと。ミユリは金を持っていないから切符きつぷが買えない。だから切符を持たずに何とか改札を通ろうと試みたが、駅員に厳しく注意された。顔がばれてしまったので、再さい挑ちよ戦うせんのためには何とかして姿格好を誤ご魔ま化かす手段が必要だ。そして、たまたまゲーセンで見付けた駿介のパーカーはそれにうってつけだった。
　──こんな感じだろうか。辻つじ褄つまは合うような気がする。
　であれば、駅へ連れて行って自分が切符を買ってやれば解決する話だ。
「よーし、わかった……んじゃ、行くか」
「え？　行くって？」
「駅……じゃない、遺跡だ。そこを通過できればイベントクリアなんだろ？　さっさと行って──」
「今はダメ」
　ミユリは強い声で言った。駿介は眉まゆをひそめる。
「なんでだよ」
「まだ、今はダメなの。夜になるのを待って、その上で〝身隠しの衣〟を使わないと、安心できない。バンゼンのタイセイを取るべきなの」
「夜ねえ……」
　駿介は時計を見た。日にち没ぼつまでにはあと一時間と少し。
　特にすることがあるわけでもない。ゲーセンへ戻って、あの三人組と鉢はち合あわせするような事態になるのも面倒だし。
「ま、いーや。じゃ、日が暮れるまで付き合ってやるよ。終わったら服、ちゃんと返せよな」
　ミユリは驚おどろいたように目を瞬またたかせた。
「付き合う──って、それは、ミユリとパーティを組むということ？」
「パーティ……ま、まあ、そーだな」
「じゃあ、あなたの名前を設定しないといけないの。何がいいかな……『もょもと』、『トンヌラ』、それとも『ゲレゲレ』……」
　どことなく嬉うれしそうな顔で、奇きみ妙ような名前を呟つぶやいている。
「なんだそりゃ。普ふ通つうに名前はあるっての。最部駿介」
　少し考えて、駿介は付け加えた。
「職業は魔ま法ほう使つかい」


　二人は並んでハンバーガーショップを出た。
　夕方になって気温が下がったようだ。吹ふき付つける風に、駿介は首をすくめた。服が一枚減っている今の状態で、外をぶらぶらするのは辛つらすぎる。ミユリは他に上着を持っていないようなので、一時的にパーカーを返へん却きやくしてもらうわけにもいかないし。
　まあ一応、このあたりでは一番大きな繁はん華か街がいである。時間を潰つぶす手段には事欠かないはずだ。
「で、何か見たいものとか行きたいところとかねーのか？」
「え……」
　ミユリは戸と惑まどったように周囲を見回す。
「この辺にはあまり詳しくないから……」
「じゃ、適当に回るぞ」
　駿介は周囲を見回し、そして本屋を選んだ。
　レンタルＤＶＤやＣＤ、ゲームのコーナーが併へい設せつされている、複合大型店てん舗ぽである。店内は広く、客も多い。当然暖だん房ぼうも利いている
「俺は適当に立ち読みしてるから、お前も好きなとこ行ってろ。でも、勝手に店出てどっかいくんじゃねーぞ」
　そう言うと、駿介は雑誌のコーナーに足を向けた。
　コミックの類は寮りよう内ない持ち込み禁止であり、また育成校付近にはコンビニも本屋もないため、特に続けて読んでいる雑誌があるわけではない。が、時間潰しとしては十分だろう。
　と、そのとき、ミユリが所在なさげな顔で自分の後に付いてきているのに気付いた。
「何だよ」
「よく、わからないの」
「何が？」
「ミユリはこういうお店に来たことがないの。だから、どこに行ったらいいのか……」
「好きなマンガとかアニメくらいあるだろ。それ関連の好きな本探してふらふらしてりゃいいんだよ」
「マンガもアニメもみたことない」
「へー」
　駿介は意外な思いで声を上げる。
「そりゃ今時珍めずらしい家庭だな。教育熱心なのか？」
　育成校もマンガは禁じられているし、各部屋にテレビは備え付けられていない。しかし、マンガもアニメも見たことないなどというやつは同級生のなかにもいないはずだ。
「お父さんがいたときは、一いつ緒しよにテレビ見てたような気もする、けど」
　電波的な台詞を並べ立てていた先程までとは違い、ミユリは少し心細そうな、気弱な表情をしていた。
　普通、友達の家に遊びに行ったときとかに見せてもらったりしないものなのかなと思ったが、自分もたいして『普通』を知っているわけではないので、駿介は口に出さないことにした。代わりに尋たずねる。
「本がダメなら、ＤＶＤとかＣＤはどーよ。好きな映画や音楽は？」
　ミユリは首を横に振った。
　駿介は困こん惑わくする。
　何にだったら食いつくんだろうな、こいつは──と思ったところで気付いた。
「あー、一つ確実なのがあったか。ついて来いよ」
　駿介が歩き出すと、ミユリが服の裾すそをぎゅっと掴んできた。少し驚いたが、振りほどく必要も感じなかったのでそのままにさせておく。
「この辺なら知ってるのも多いんじゃねーの？」
　棚たなに並べられたプラスチックケース、大画面の液えき晶しようモニタに映し出されるデモ──家庭用ゲームの販はん売ばいコーナーである。
　ミユリはしばらくぽかんと口を開けていたが、やがて目を輝かがやかせて辺りを見回すと棚の一角にぱたぱたと駆け寄よった。
「これは知ってるの」
　駿介の方を向いて、ゲームのパッケージを指さして見せる。
「これと、あとこれも」
　いずれも一世代かそれ以上前のゲームだ。駿介は家庭用ゲームには詳しくないが、数年ごとに新しいハードが出て市場が一新されることくらいは知っている。
「古いのばっかなんだな。俺もよくしんねーけど、新しいのはやらねーのか？」
「昔のの方が好き」
　ミユリは少し考えて、ジーンズのポケットから何かを取り出し駿介に見せた。
　携けい帯たいゲーム機だ。ただ、今店頭で人気の最新型ではない。旧世代のものである。ずいぶんと使い込まれた跡あとがあった。
「お父さんにもらったもの。もう動かないけど」
　とても懐なつかしそうな、そして少し悲しそうな顔でミユリは言い、そしてゲーム機をぎゅっと抱だきしめた。
　お父さんね、と駿介は呟く。自分には馴な染じみのない言葉だ。
　そういえば、さっき『行方不明になった本当の父親をさがしている』とか言っていた。
　いったいこの子どもの中ではどう設定されているのだろう。父親は実在しているのか、しているのだとすればどこに住んでいるのか、何をやっている人間なのか。そして、父親以外の家族はどうしているのか。──まあ、別に知ってどうなるものでもないし、無理に知りたいわけでもないが。
　駿介は雑誌のコーナーには戻らず、何となくミユリを目で追っていた。
　棚からゲームを手に取り、そのパッケージをしげしげと眺ながめる。そしてケースを裏返し、そこにプリントされたゲーム画面の写真や解説に目を通す。何度かそれを繰り返した後、思い出したようにぱたぱたと走り出し、大画面モニターの前でデモに見入る。ときどき感かん嘆たんの声を漏もらしながら一通り最新ゲームの紹介を確認。それが終わると今度は周辺機器のコーナーに移動し、カラフルなメモリーカードに目を輝かせる。
　楽しそうに見えた。勇者がどうのイベントがどうのという電波な台詞せりふを口走っているときよりも、ずっと。
「こうして見ると、普通のガキだよなあ……」
　駿介は呟つぶやいた。
　飽きたら適当に店を変えて時間を潰つぶすつもりだったが、その必要はないかもしれない。ミユリを見ているだけで意外に退たい屈くつが紛まぎれるものだ。
　と、そのとき──
「お、見付けた」
　そんな声が背後から聞こえてきた。
　振り向むこうとした駿介の首に、腕うでが絡からめられる。見覚えのある三人組の姿が視界に映った。
「よお、また会ったな」
　赤髪がみが耳もとで囁ささやく。
「……しつこすぎんだろ、てめーら」
「ああ？　殺すぞ！　ゴルァ！」
　金きん髪ぱつが甲かん高だかい声で怒ど鳴なる。
　異様な雰ふん囲い気きに気付いたミユリがこちらに視線を向けた。
「シュンスケ──？」
「くんな」
　駿介はミユリを制すると、赤髪の手を振り解ほどいた。
「どこへでも付き合ってやるからさ、ささっと出よーぜ」
「おお、気合い入ってんじゃん」
　バカにしたように笑い、そして赤髪は続けた。
「心配しなくても逃がすつもりなんかねーよ。──でもな、今、俺おれらが用があるのはお前じゃなく、そっちのガキなんだよな」


　二人が連れて行かれたのは、大通りから脇わき道みちに外れ、少し歩いたところにある小さな公園だった。
　日が落ちようとしている時刻、街灯は暗く道路に人通りも見られなかったが、公園の中にはたむろする少年たちの姿があった。数はおよそ七、八人。全員中学生くらいの年齢に見える。そのほとんどが髪を目の痛くなるような色に染め、派手な柄がらの服を身にまとっていた。
　三人組に連れられた駿介たちが近付くと、その中からベンチに座っていた少年が一人立ち上がった。
「やあ、おつかれ。お前らが捕つかまえたんだって？」
　彼かれは眼鏡の奥おくの目を細めて笑った。
　周囲より頭一つほど背が高い。細いが引き締しまった体をしている。おそらく赤髪たちよりも年上だろう。いかにも不良という格好をしている少年たちの中で、ただ一人髪を染めておらず、地味な服を着ている。にもかかわらず、なぜか駿介は嫌いやな印象を覚えた。
　──多分、こいつが頭だ。
「うす、お久しぶりっす、悠ゆう志しクン。ゲーム売り場であっさり見つかったっすよ。──おら、行けよ」
　赤髪がミユリを突つき飛とばす。少女は転びそうになりながら、悠志とよばれた少年の前に進み出た。
「ごくろうさん。あとで賞金をやろう。──ん？　そっちの子は？」
「あ、こいつ、そのガキと一緒にいたんすよ。生意気なんで、こっちでついでにちょっとセッキョーしようと思って」
「ふーん、ま、やりすぎんなよ。──さて、美み優ゆ里り」
　そう言うと彼はタバコに火を付け、ミユリに視線を向ける。ミユリがびくっと身を縮めたのがわかった。
「困るなあ、家を出て行ったりしちゃ。今はあの家がお前の家だろ。勝手な真似しちゃいけないよ」
「あ、あの、悠志、さん──」
「他人行ぎよ儀うぎだな」
　悠志は目を細め、笑顔を作った。なぜかまったく笑っているようには見えなかった。
「いつももう少し親しく呼んで欲しいって言ってるだろ？　血が繋つながっていないとはいえ、兄妹なんだからさ」
「お、兄ちゃん」
　ミユリは言い直す。明らかに怯おびえきっていた。
「ミ、ミユリは別に、どっか行こうとしたわけじゃなくて、ただ、お店を見て回っているうちに、帰るのが遅おそくなっちゃっただけで……」
「自分のことを名前で呼ぶのは止めろと言っただろう？　子どもっぽい。ま、それはいいとしても──嘘うそはいけないなあ」
　悠志は穏おだやかに言うと、一歩距きよ離りを詰つめた。ミユリはひっと小さく声を上げる。
「駅から電車に乗るんじゃないかと予測を付けて、俺は改札のところで張ってたんだ。それに気付いて逃にげたんだろ？　俺も遠目に走り去っていくお前の姿を見付けてたんだよ。結局、見失っちゃったけどね。だからこうやって──」
　周囲の少年たちにぐるりと視線を巡めぐらせる。
「友だちに写メばらまいて賞金まで掛かけて、探すのに協力してもらったんだ。俺は夜には塾じゆくに行かなきゃいけない。だから美優里はきっとこのあたりで時間を潰し、頃ころ合あいを見計らって再び駅に行こうとすると思った。読みが当たったみたいだね」
　ああ、ミユリにとっての〝魔王〟はこいつなんだ──駿介は気付いた。多くの魔物を従えた恐ろしい敵。確かにその通りだ。
　駅に行きたい。しかし、悠志に見つかりたくはない。いなくなるまで待つつもりだが、それでもまだ怖こわい。服を変えれば、あるいは顔を隠かくせば何とかなるのではないか。──ミユリはそう思ったのだろう。そして立ち寄ったゲームセンターで、パーカーが置き去られたのを見付けた。
　にしても、なぜミユリはそれほどまでに電車に乗りたかったのだろう。どこへ行こうとしていたのだろう。
　そう思ったとき、悠志がその問いを発した。
「で、どこへ行こうとしてたのかな？」
「…………」
「まあ、聞くまでもないけどね。また前の『お父さん』を探しに行こうとしたんだろう？」
「ま、前も後もないです！　ミユリのお父さんは、一人だけです！」
　それまで小さくなっていたミユリが、キッと顔を上げた。だが悠志は鼻で嗤わらっただけだった。
「血の繋がった親という意味ならそうなんだろうけどな。──でも、もう死んでるんだよ、そいつは。本当はわかってるんだろ？」
「死んでる？」
　駿介は眉をひそめた。
「死んでない！　お父さんは死んでなんか──」
「こいつの実の父親は、もう何年か前に死んでるんだよ」
　ミユリを無視し、悠志がこちらを向いて言った。
「仕事中の事故か何かだったかな。新聞沙ざ汰たにもなってたはずだけど。で、こいつの母親が俺の父親と再さい婚こんしたってわけ。──お前にも『父親をさがしている』とか変なこと言ったんじゃないか？　真に受けることないぞ。ちょっとこいつ、ココがおかしくて、現実がわかってないだけだから」
　笑いながら悠志はミユリの頭にぽんと手を乗せた。駿介はなぜかその表情に言いようのない嫌けん悪お感を覚えた。
「──とにかく、こういうこと何回もされると、俺の立場がなくなるんだよな。親父からもお前の母さんからも、面めん倒どう見るよう頼たのまれてるんだ。たびたび逃げ出されたりしたら、俺が役立たずみたいじゃないか。誤魔化すのも限度があるんだよね」
「に、逃げ出す、つもりは……」
「なるほど。じゃあ、また警察に駆かけ込むつもりだったのかな？　苛いじめられた、殺されるとか言って。あのときは誤魔化すのに苦労したよ」
「そ、そんな、ことないです。もう、お巡まわりさんに言ったりしません。黙だまってます」
「おや、『黙ってる』ということは、お前は俺に苛められたとか殺されかけたと認識してるってことか？」
　獲え物ものの効果的ないたぶり方を思いついた猫ねこのように、悠志は舌なめずりをした。
「え？　そ、それは、あの──」
「事実じゃないよなあ、どう考えても。お前みたいな気色悪い出来損ないを、妹として扱あつかってやってるんだ。なのに被ひ害がい者しやぶられるとなんかムカツクんだよな。教育してやる必要があるかな、これは」
「ひ──」
「いい加減にしろよ」
　ミユリの心が折れる、と思った瞬しゆ間んかん、駿介はほとんど無意識のうちに口を挟はさんでいた。
「ぐちぐちぐちぐちねちっこくて気持ち悪いんだよ、あんたの喋しやべり方かた。聞いててすげーイライラすんだけど」
「あ？」
　悠志だけでなく、その場にいる全員の視線が駿介に集まる。
「詳くわしい事情とか知らねーけどさ、そいつに言いたいことがあるんならばしっと一言言えば済むじゃんよ。苛めてねーってどう見たって苛めてるだろ、あんた」
「てめー、悠志クンに何言ってんだコラぁ！」
　赤髪が殴なぐりかかってきた。予測していた駿介は余よ裕ゆうを持ってかわし、その鼻っ柱に頭ず突つきを叩たたき込む。
「いぎっ！」
　悲鳴とともに、赤髪は地面にうずくまった。溢あふれる鼻血を必死で押おさえながら、情けない泣き声を上げている。
「このガキ！」
「おめー殺されっぞ、ッラァ！」
「ま、待って！」
　飛びかかってこようとした不良たちの前に、ミユリが飛び出した。
「シュンスケはかんけいないです！　ゆるしてあげて！　──お、お兄ちゃん、ミユリが悪かったです。どんなばつでも受けます。だ、だから……」
「良い子だな」
　取り巻きたちを手で制して、悠志が進み出る。と、彼は地面の一点に目を落した。
　ミユリの携帯ゲーム機が落ちていた。先ほど駿介をかばったときにポケットから飛び出したのだろう。
「あ……」
　ミユリは慌あわてて手を伸のばす。しかし、悠志が足で押さえる方が早かった。
「まだ、こんなもん持ってたのか。──これ処分ね」
　不ふ穏おんな言葉に、ミユリが飛びついて宝物を取り返そうとする。だが、一いつし瞬ゆん早く、ゲーム機は踏ふみ砕くだかれていた。
「あ、あ──」
　ミユリの顔が歪ゆがむ。
「何やってんだ、てめえ！」
　彼かの女じよが泣き出すより早く、駿介が飛びかかった。体ごとぶつかると頭がうまくみぞおちに入った。ぐ、と悠志の口から苦鳴が漏もれる。
　だが、そこまでだった。続けて殴り付けようとしたとき、腰こしの入ったカウンターパンチを顔面にもらった。
「ああ痛え。お前ら、そいつボコッちゃって」
　悠志の声に応じて、四方から少年たちが殺さつ到とうしてきた。駿介はどうにか体を起こして応戦する。最初の二、三人にはいいのを入れてやったが、しかし、すぐに押おさえ付けられ袋ふくろ叩だたきにされた。
「ぐ……」
　結局、抵てい抗こうが持ったのは、わずか数分だった。殴られ、蹴けられ、ボロボロになって三人掛がかりで組くみ伏ふせられた状態のまま、駿介は悠志を見上げる。そこには陰湿そうな笑顔があった。
「よその家庭の事情に口出すなよ、ガキ」
　顔を一ひと蹴けりされる。頭の芯しんが痛みで熱くなり、目の裏に光が飛び散った。
　そして悠志はミユリに向き直る。
　彼女は壊こわれたゲーム機を抱きしめ、俯うつむきながら誰だれに向けての謝罪なのか、ごめんなさいごめんなさいと口の中でずっと呟いていた。
「さて、お望みどおりお仕置きの時間だ」
　ミユリは弾はじかれたように義理の兄を見る。
「なんだ、その顔は。教育してやってるんだからお前は感謝すべきだろ？　教えたよな、こういうときどんな顔をして、どう言えばいいのか」
「あ……」
　悠志を見上げ、ミユリは無理矢理笑顔を作った。
「ご、ごしどう、よろしく、お、おねがい、します」
「よく言えたね」
　悠志はにっこりと笑う。
「ご褒ほう美びに、印を付けるのは三つだけにしといてやろう」
　そして火の付いたタバコの先をミユリに向け、ぐいっと押しつける仕草をしてみせる。
　ミユリの顔から作り物の笑みがあっさりと消える。そして後ずさりながら、これまでにない恐きよ怖うふの表情を浮かべた。
「や、やだ……」
「おい、お前らこいつ押さえ付けろ」
「やだあ、あついの、やあああああ!!」
　暴れるミユリを不良が二人がかりで押さえつけた。タバコを持った悠志が近付く。
「焼くんすか？　跡残るとまずくないっすか？」
「だから跡が見えないところにやるんだよ。下、剥むいちまって」
　一瞬顔を見合わせると、二人の不良は下げ卑びた笑みを浮うかべ、ミユリのジーンズに手を掛けた。
（ああ、そうか）
　その光景を眺めながら、駿介はぼんやりと思った。
　そもそもおかしかったのだ。自分がこんな気分になるなんて。その理由がやっとわかった。
　目の前で展開されているのはしょせん他人事だ。放っておけば自分に累るいが及およぶことはなく、関わり合う必要性はまったくない。なのに、腹が立つのは、思わず殴りかかるほどムカついたのは──
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「同じだからだ、俺と」
「ああ？」
　駿介の腕をねじり上げていた赤髪が言った。鼻の下にくっきりと真新しい鼻血の跡が付いている。
「黙ってろよ、ガキ。自分の立場──」
「あいつの顔、自分以外の人間をゴミとしか思っていねーヤツの顔だ。──気分いいんだよな、あれ。俺は最強で、誰も俺を止められなくて、俺の言うことにみんなが従うんだって気分、マジ最高」
　よくわかる。それは何物にも代え難い高こう揚よう感をもたらしてくれる。
「でも、そういうヤツは大たい抵ていの場合、ただのクズだ。自分がどんなにカッコわりーかわかってない。周りが見えてねーんだよ」
「何ブツブツわけのわかんねーこと言ってんだよ。黙れコラ」
「俺さ、やっぱそういうのはだせーって思うんだ。なるべくああはなりたくねーよな、ともな。だから普ふ通つうのヤツとケンカするときは、自分の体だけで勝負するって決めてる。だって相手にならねーだろ？　最強すぎんだろ？　俺がその気になったらさ」
「だから黙れって──」
　赤髪はそこで気圧されたように口を噤つぐんだ。駿介が首を捻ひねって笑いかけたからだ。
「でもな、お前らにならいいよな？　普通のヤツじゃなく、俺と同じクズになら……」
　圧あつ倒とう的てきに弱いものをここまで追い込んでへらへらと笑っている、かつての自分のようなクズになら──
「本気出していいよな？」
　言い終わると同時に、赤髪が跳はね飛ばされて宙を舞まった。続いて駿介を組み伏せていた残りの二人も後を追う。三人はカエルが潰つぶされたような短い悲鳴を上げ、地面に叩きつけられ失神した。
　駿介はゆっくりと肩かたを回しながら立ち上がる。
　誰だれ一人何が起きたのか理解していなかった。鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔で固まっていた。
「……死ねよ、お前ら。つーか今から俺が殺す」
　一瞬の空白の後、残った少年たちが一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。
　駿介はその場から一歩も動かなかった。
　最初の一人の腹に拳こぶしを突き入れ、悶もん絶ぜつさせる。続く一人を蹴りつけ、さらにもう一人を片手で地面に叩きつける。殴り倒たおし、投げ飛ばし、薙なぎ払はらう。
　一〇人ほどが叩きのめされるまでに要した時間はわずかに一分足らず。
　いつの間にか立っているのは駿介とミユリ、そして口をぽかんと開けている悠志のみ。それ以外の全員は、地面に転がって呻うめき声ごえを上げていた。
「な……あ、え──？」
「お前で最後だよ」
　無造作に歩み寄る。
　悠志は我に返ったように拳を振ふり上あげ、殴りつけてきた。加減のない攻こう撃げきだったが、駿介は軽々と片手でその手首を掴つかんだ。同時に骨の折れる音。声にならない悲鳴。
　手を離はなしてやると、悠志は蒼そう白はくな顔で後ずさった。
「お、お前──な、なんで、こんな……」
「だっせーな、もう半泣きかよ」
　足を払ってやるとみっともなく尻しり餅もちを突いた。
「痛い？　怖いか？　あんたさ、殴るのは慣れてても、殴られた経験はねーだろ？　なかなか新しん鮮せんな気分だよな？」
　腰を抜ぬかしたような姿勢のままなおも這はいずって逃げようとする悠志に詰め寄り、顔を近づける。
「笑えよ。もう少し楽しませろ」
　そして駿介は右みぎ拳こぶしを大きく振りかぶった。


　使った魔ま法ほうは《強きよ化うか》のみである。単純に筋力を高めて不良たちを叩きのめしたのだ。
　医いり療よう魔法を少し囓かじっているため、体の構造とそれをコントロールする方法についてはある程度知っている。なのでそれを応用してみたわけだ。隠れて練習していただけで実戦で試したのは初めてだったが、それなりに上手く行った方だろう。
　これを連続的に体の各所に施呪キヤステイングすると、超ちよ人うじ的んてきな動きを可能にする《瞬しゆ動んどう》という魔法になるが、今の駿介にそこまでの技量はない。この種の魔法は力の調節が難しいのだ。《強きよ化うか》もかなりセーブして使ったつもりだったが、拳や関節に鈍にぶい痛みが残ってしまっている。
　不可視の弾だん丸がんを撃うち出す《魔ま弾だん》や、力場を操る《見みえざる手て》を使えばもっと簡単に片が付いたのだろうが、そうしなかったのには二つほど理由がある。
　まず第一に、奴やつらの土俵である殴り合あいで叩きのめした方が精神的に堪こたえるだろうということ。そして第二に、魔法を使っているということを悟さとられないようにするため。
　一人前の魔法士であっても、一いつ般ぱん人じんを相手に攻こう性せい魔法を使用することは厳しく制限されている。ばれると面倒なのだ。
（──意外と冷静に考えてんだな、俺）
　昔はムカついたら見境なく暴れていたような気がする。色々な経験が影えい響きようしているのは間ま違ちがいないが、これは成長であるのか、それとも単に小心になっただけなのか。
「あの、怪け我が、痛くないの？」
　隣となりを歩いているミユリが気き遣づかわしげにそう語りかけてきた。
「大したことねーよ」
　教官どもに色々追つい及きゆうされると面倒だから、あとで医療魔法を使い跡あとを消しておく必要はあるだろうが。
　だいたい何やってんだ俺──と思う。
　以前の自分なら、そもそもこんなガキに構うことはなかっただろうし、他人がどれだけ痛めつけられたところでムカついたりもしなかっただろう。それが、庇かばいに入るわ、大暴れするわ──まったく、どうかしてる。
「……そういやさ、お前、なんで最後止めたの？　これまで散々やりたい放題やられてきたんだろ？　ムカつかねーの？」
　思い切り殴り飛ばしてやろうというときに、ミユリが止めに入ったのである。
　そして、へたりこんだまま動けなくなった悠志と気絶している少年たちを残し、二人は駅へ向かっている。後を追ってくる気配はない。
「再起不能なくらいボコボコにしてやってもよかったんだぜ？」
　やる以上は、確実に相手の心が折れるまでやりぬくべきだ。さもないと、また同じことを繰くり返かえすだろう。駿介としてはそう思う。
「勇者は復ふく讐しゆうを望まないの」
　ミユリは言い、そして、少し迷ったように沈ちん黙もくを挟んでから付け加えた。
「……あと、シュンスケ、楽しそうに見えなかったから」
「は、なんだそりゃ」
　駿介は鼻を鳴らした。
「余計なことすんなよ。俺も結局のところは、弱ぇやついたぶんのが大好きなだけなんだからよ」
　ミユリは何か言いたげな顔をしたが、結局何も言わなかった。
　二人は無言のまま歩き、やがて駅に到とう着ちやくした。
「……で、どうすんだ？　これから」
「お父さんに連れん絡らくする。最後に会ったとき、どうしようもなくなったら一回だけ連絡していいって言ってた。たぶん、今がそのとき」
「なあ、おまえさ──」
　駿介はためらいながら口を開きかけて、結局止めた。
　現実見ろよ。無む駄だだろ。死んでるんだろ。──どれも口にすべきではない気がした。
「お父さんは生きてるの」
　ミユリは液えき晶しようの割れたゲーム機を抱いたまま、小さく、だがはっきりとそう言う。そしてポケットからどこかの電話番号がメモされたテレホンカードを取り出し、公衆電話へと向かった。
　駿介は何となくいたたまれないような気分になりながら、その姿を目で追った。ミユリは電話を掛け、何かを話しているようだった。回線はどこに繋がり、彼女の耳は何を聞いているのだろう。
　やがてミユリが明るい表情で戻もどってくる。
「今からそこに行くから、待ってろって」
「連絡できた……のか？」
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　ミユリは肯うなずいたが、駿介は胸にもやもやとした疑念が湧わき上がるのを感じた。
　電話に出たミユリの父親。その存在は現実のものだったのだろうか。ゲームの世界に自分を投とう影えいしていたように、現実から逃とう避ひした結果生まれた、空想の産物ではないのだろうか。
　駿介は想像する。
　繋がらない電話。『この番号は現在使用されていません』というアナウンス。だが、ミユリはそのことを認識できない。現実を認めることはすなわち、父親の死と逃げ場ばのない現在の生活を受け容いれなければならないことを意味するから。だから彼女の耳は聴きく。彼女にしか聞こえない父親の優しい声を、彼女を救ってくれる優しい言葉を──
「……なら、ここでお別れだな。俺おれは、帰る」
「うん。──あ、これ」
　ミユリはパーカーを脱ぬいで渡わたそうとする。
「いい。着とけ」
　外よりマシとはいえ、駅の構内は冷える。
「俺は帰ったら山ほど持ってるから。じゃな」
　素っ気なく言って踵きびすを返す。
「あの……」
　背中からミユリの声が聞こえた。
「わたし、いっぱい助けてもらったの。ありがとう、親切な魔法使いさん」


　途とち中ゆう、医療魔法で怪我を治し、駿介は寮りように戻った。
　四人いる教官のうち一人は現在入院中である。残りの三人もどうやら出で払はらっているようだ。一定以上の能力を持った魔法士は稀きし少ようであり、たいてい多た忙ぼうなのである。まあそれはともかく、帰きり寮ようが遅おくれた理由を説明する必要がないのはありがたい。
　一度自分の部屋に戻り着き替がえる。そして一階下のとある部屋に向かい、預かっていた鍵かぎでドアを開け中に入った。
　本来の住人は私物を持って帰省中なので、生活感がなく殺風景である。部屋の隅すみには毛布とダンボールで寝ね床どこがしつらえられており、そこに一匹ぴきの猫がうずくまっていた。
「……よお」
　サバトラ柄がらの猫は素早く腰を浮かせ、体を緊きん張ちようさせる。それ以上近付くな、と全身で主張していた。
　まあ、自分がかつてこの猫にした仕打ちを考えれば、無理もないことだ。駿介はため息をつきつつ、餌えさを器に足し、水を取とり替かえ、トイレの砂を掃そう除じする。
　同級生が飼っている猫である。彼女が帰省している間の世話は基本的に教官の嘉か神がみが受け持つことになっているのだが、彼が不在のときは駿介が代わりを務めるよう言い付けられているのだ。
　よくもまあ、自分なんかに任せたものだ──と作業をしながら考える。
　もう問題を起こす気はない。それは確かだ。しかし、自分が過去にしでかしたことを思えば、普通は二度と信用しようなどとは思わないだろうに。
「終わったぞ。さっさと食えよ」
　声を掛けたが、猫は姿勢を低くしたまま動かない。駿介が見ている間は決して食事をしようとしないのである。餌は見る度に減ってはいるから、一応、ちゃんと食べてはいるのだろうが。
「……んな顔すんなよ。苛めたのは悪かった。一応マジで反省してんだぜ、これでも」
　少なくとも今は、弱いものをいたぶるのは醜しゆ悪うあくなことだと認識している。同時に、一度やってしまったことは決して取り消せないのだということも身に染みているが。
　ふと夕方のことが思い出される。
　魔法を使って、圧倒的な力で中学生の集団を叩き潰した自分の姿。他の選せん択たく肢しがあったとは思わないが……後味は良くない。自分で自分を殴りつけたような気分だ。
「──お前の飼い主なら、どうしただろーな」
　猫に向けて呟つぶやきを漏らす。
　見て見ぬふりしないのは断言できる。きっと精せい一いつ杯ぱいミユリの力になろうとする。そして悠志たちのやることを目の当たりにしたら、向き合って正面から理を説くだろう。必要なら咎とがめられることを恐おそれずに魔法を使うだろうし、周囲の人間に協力や助言を求めたりもするだろう。
　結果的に自分がやったよりずっと丸く収められるのかもしれない。
　──あれからミユリはどうなっただろう。
　駿介は結局最後まで何も言うことはできなかった。彼女にとって、事実をはっきりさせた方が良いのか、それともこのままにしておいた方が幸せなのか分からなかった。
　実はどうしても気になり、一度電車に乗りかけたところで引き返してミユリの様子を見に戻ったのだ。だがすでに彼女の姿はなく、微びみ妙ように収まりの悪い気分が残っただけだった。
　もしかしたら──自分は結末を知るのが怖こわかったのだろうか。
　最後まで付き合ってやるべきだったのだろうか。
　自分のしたことに何か意味はあったのだろうか。
　いずれにせよ、駿介はミユリの連れん絡らく先さきを聞いておらず、自分が育成校の生徒であることを教えてもいない。
　彼女の行く末を知る術すべはもうどこにもなかった。
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　冬休みが終わり、一ヶ月と少しが過ぎた。
　授業の後の習慣となっている教官の嘉神との訓練を終え、駿介は寮の自室に戻ってきた。
　各部屋の扉とびらには一つずつ郵便受けが設置されており、学校からの配布物や、寮に届いた実家からの手紙などが入れられるようになっている。
　駿介は少しその蓋ふたが開いていることに気付いた。
「……何だ、これ？」
　出てきたのはカラフルな小こぶ袋くろ。中身は市し販はんのチョコレートが数すう粒つぶと一枚のメッセージカード。
『サバタローのお世話、ありがとうございました　雛ひな咲さき』
　丁てい寧ねいな文字でそうかかれている。
　そういえば、今日はバレンタインデーだったな、と駿介は思い出した。
　雛咲月つき子こが教室で男女関係なく全員にこんな包みを配っていた気がする。駿介はさっさと出てきてしまったが。仲が良いとは言えない人間にもわざわざこうして届けるあたり、律りち儀ぎな性格が窺うかがえる。
　この春に駿介は初等育成校を卒業し、中等育成校に進むことになる。おそらく同い年の同級生たちも皆みな同じ進路を辿たどるはずだ。ただ一人、そんな枠わくには収まらないであろう例外を除いて。
　とある事件を経て今や日本一有名な魔法士となった月子は、多忙のため学校に姿を見せることが少なくなった。
　気にくわない奴だから別にどうでもいい。顔を見ることがないからといって、何が変わるわけでもない。しかし、現状色々な意味で差を付けられていることは否めないし、勝ち逃にげされるようで腹が立つ気もする。当人には勝ち逃げなどという認識がないどころか、おそらく駿介の存在自体眼中に無いだけに、なおさら。
　駿介は手に持ったカードを握にぎり潰そうとし──思いとどまった。舌打ちし、ポケットに入れる。
　そして扉を開けて自室に入ろうとしたとき、もう一つ、郵便受けの奥おくにはがきがあることに気が付いた。
「…………」
　手に取って、駿介は眉まゆをひそめた。
　誰からのものかはわかる。だが、それがなぜここに届いたのか、理解することはできなかった。
『ＧＡＭＥ　ＣＬＥＡＲ　ありがとう』
　そこには下手くそな子どもの字でそう書かれていた。
三話　チョコレートの追つい憶おく





　職しよく員いん寮りようの自室で授業用の資料を整理していると、控ひかえ目めなノックの音が耳に届いた。椎しい葉ばじ十ゆう郎ろうは立ち上がってドアを開けた。
「あ……」
　雛ひな咲さき月つき子こが目を丸くして立っていた。
「──お前か。どうした？」
「いえ、その……」
　月子は少し言いよどみ、はにかんだような笑みを浮かべた。
「来てはみたけれど、まさか、すんなり会えるとは思わなかったから。ちょっとびっくり」
「最近は暇ひまなんだよ。良いことか悪いことか知らねえけどな」
　十郎は小さく肩をすくめる。
　確かに以前は仕事でよく部屋を空けていた。幾いくつかの事情が重なって立場の変わった今は、寮に在室していることの方が多い。
「で、何か相談事か？」
　妙みように落ち着かない様子で口ごもっている月子に促うながしてみる。
「う、うん、相談ってわけじゃないんだけど……えっと、先生、今日が何の日か知ってるかな？」
「俺の知識の範はん囲いで言えばバレンタインだな。他に何かの記念日が設定されてるのかもしれんが」
「あ、正解です」
　月子は可愛らしい模様の紙かみ袋ぶくろを差し出した。
「で……その、あの、これ、作ったの。よかったら──どうぞ」
「チョコレートか？」
「う、うん。か、形は悪いかもしれないけど、ちゃんと食べられる、はず。……あ、先生、甘あまいものとか嫌きらいじゃなかった？」
「普通に食う。ありがたくもらっとくよ」
　そう言いながら受け取ると、月子はほっとしたように笑った。
「お口に合うといいんだけど。お菓か子し食べる大人の人って身近にはいなかったから、こういうの、よくわからなくて、ちょっと不安で」
　そしてふと思いついたように言う。
「あ、でも、よく今日がバレンタインデーだって覚えてたね。先生、こういうの全然気にしない人かと思ってた」
「確かにそうだな。何もなければ忘れてた。さっき卯う滝たきが来たんで思い出した」
「…………」
　突とつ然ぜん、月子の顔から笑みが消えた。
「……雛咲？」
「卯滝先生、来てたの？」
「お前の一〇分ほど前にな。バレンタインだからチョコケーキ焼いてみたとか言って、一個置いてった。ウィーン名物の、何とかいう大層な名前のケーキだそうだ。美う味まそうだったな」
「もう、食べたの？」
「いや。仕事が一区切りついたら食おうと思ってた。でもあいつのことだから、味も安心できるんじゃねえか？　……ああ、そうだ。何だったら半分持って帰るか？　日ひ馬まや羽は倉くらなんかと一いつ緒しよに食べ──」
「いいです」
　月子は早口で言った。
「帰ります。お邪じや魔ましました」
「あ、ああ」
　そして、そのまま背を向けて歩いていく。その後ろ姿は心なしか少し落らく胆たんしているようにも、あるいは怒おこっているようにも見えた。
「……急にどうしたんだ、あいつ」
　何か悪いことを言っただろうか。十郎は首を傾かしげた。


　政府機関に在職している──つまり国家公務員である魔法士は、『特とく殊しゆ執しつ行こう官かん』と呼こし称ようされる。
　十郎は特別対策局に所属し、またこの守もりヶが丘おか初等育成校の教官をも務める一級特殊執行官である。普ふ段だんは育成校の職員寮住まい。とある事件で怪我を負って入院していたのだが、最近学校に戻ってきて徐じよ々じよに授業にも復帰しているところだった。
　１ＬＤＫのシンプルな部屋の中に戻り、リビングの机の上に月子の紙袋を置いた。隣には卯滝唯ゆい里りからもらった小箱がある。
　まず袋ふくろの中を覗のぞいてみた。
　ハート型のチョコが一つ一つ包装されて収まっている。一つ取り出して剥むいてみると、光こう沢たくのあるミルクチョコが顔を出した。月子は『形が悪い』と言っていたが、冷やし固めた後、手間を掛かけて丁寧に整えてあるのがわかる。
「ふーん、頑がん張ばってるじゃねえか」
　呟いて口の中に放り込む。柔やわらかい甘あま味みが舌の上で溶とける。
　日本でも有数の政治家一族に生まれた月子は、料理をした経験などほとんどないはずだ。それでここまでできれば上出来の部類だろう。
　続いて十郎は、唯里からもらった小箱を開ける。
　チョコでコーティングされた小さなホールケーキ、そして小さなカップに泡あわ立だてられた生クリームが入っていた。果物ナイフで切り分けると、ブラウンのスポンジの間から赤みがかったオレンジ色のジャムが顔を覗かせる。
　生クリームを付けて口に入れる。チョコの力強い甘味、そしてそれを中和し端たん正せいに整えるジャムの酸味とが混然となって広がる。飲み込む瞬しゆ間んかん、濃のう厚こうな生クリームの香かおりがケーキのしつこさをぬぐい去って鼻へと抜けた。
　思わずため息が漏れる。
「……すげえな、あいつ」
　後こう輩はいである見習い教官に、心からの賛辞を送った。以前に自宅で食事を作ってもらったときにも思ったが、彼かの女じよの料理の腕うで前まえは一五という歳としにしてすでに達人の域にあるようだった。
　そして複雑な味を堪たん能のうしたあとは、シンプルな甘味が恋こいしくなる。月子のチョコをもう一つ口に入れた。
　どちらも十分に美味いといっていいだろう。十郎は舌と腹とを存分に満足させることができた。
　それにしても。──と思う。
　チョコレートをもらうなど、実に久しぶりのことである。月子が言ったとおり、確かにここ数年はバレンタインデーなど意識の端はしに浮かぶことすらなかった。
　それ以前、姉がいたころは、逆に忘れさせてもらえなかったものだったが──
（毎年毎年、試練だったっけな）
　苦笑と共に思い出す。
　──そういえば。
　そういえば、あれはいつのことだっただろう。自分の転機となった、あの出来事。
　確か──そう、自分が月子と同じくらいの歳だったころの、バレンタインデーだ。
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　切り分けられた肉と野菜が盛られた大きな平皿。
　そしてその隣にスタンバイしているコンロと土ど鍋なべ。
　十郎はキッチンに立つ一いち花かの鼻はな唄うたを聴きながら、食しよ卓くたくの上の光景をじっと見つめていた。
　数十秒ほどが経過した後──ようやく意を決して問とい掛ける。
「……ねえ、何これ」
「今日の夕ご飯だよー。美お味いしいお鍋なべ」
　一花は楽しげな声でそう答えた。
　椎葉十郎、一二歳。素質判定Ｄランクの落ちこぼれ魔法士見習い。初等育成校在学中。一応卒業したあとは中等育成校に進むことになっているが、このまま魔法士で身を立てていくのは難しいだろうと目されており、自分でもそのことは自覚している。
　姉の一花は四つ上の一六歳。史上最年少の特級特殊執行官。高等育成校に籍せきは置いてはいるものの、すでにエリート魔法士の集団である特別対策局にも出入りし、天才の名をほしいままにしている。
　引き比べて、自分とはえらい違ちがいだな、とよく十郎は思う。もっとも劣れつ等とう感かんと呼べるような感情はない。自分に素質がないのは幼い頃ころから理解していたし、そして十郎の知る一花は不世出の天才魔法士というイメージからはほど遠く、マイペースでどこか抜けたところのある優しい姉だったからだ。
　二人とも普段はそれぞれの育成校の寮で生活しているが、週末、金曜の夜からは許可を取ってこのマンションの自宅に帰り、二人で過ごすことが習慣になっている。
　料理は一花の担当である。手先が器用で包丁捌さばきに関してはなかなかのものを持っている。今、十郎の目の前にある、形と大きさが綺き麗れいに揃そろえられた鍋の具材も、彼女の手によるものだ。本人も料理は得意分野だと公言しており、実際、レシピを忠実に再現することに関してはほぼ問題ないだけの腕うでを持っていた。
　──ただ、この姉の場合、手先の器用さ以外の部分に重大な欠けつ陥かんがあるのだが。
「いや、鍋は分かるけど……なんだよ、これ」
　土鍋の中にはとろみのある濃こい茶ちや色の液体。甘い匂においを放っている。
「お鍋は冬の風物詩！　そして二月と言えばバレンタイン！　というわけで、チョコレートフォンデュという外国のお鍋です」
　一花は胸を張ってそう言うと、豆とう腐ふの入った器を食卓に置いた。
「……俺、料理には詳くわしくないけどさ、これって普ふ通つうおやつっていうか、デザートみたいなもんじゃないの？」
　少なくとも、豆腐、白菜やエノキダケ、豚ぶたロース肉などを具材にして食べるようなものではないと思う。自分の感覚では。
「そうだよ。チョコレートをとろとろにして、フルーツやパン、ナッツなんかに絡からめて食べるの。でも、今回は十郎くんのために、一花流アレンジを施ほどこしてみました。ちょっと味見してみて？」
　一花はおたまで小皿にチョコレートをすくい、十郎に差し出した。
　受け取り──しばしの逡しゆん巡じゆんの後、覚かく悟ごを決めて口に流し込む。
　甘くて少し苦いカカオの味。
　そして後を引く濃厚な──カツオと昆こん布ぶ、合わせだしの風味。
「…………………………………………………………」
「普通は牛乳や生クリームと混ぜてとろとろにするんだけど、今回は和風だしで割ってみたんだよ。十郎くん、チョコ大好きでしょ？　だから、こうすれば苦手の野菜も食べられるようになるんじゃないかなあ、と思って」
　眼鏡の奥の目を細め、にこにこと笑う一花。
「い、いや──」
　未知の感覚に蹂じゆ躙うりんされていた口内がようやく落ち着きを取り戻し、十郎はどうにか言葉を発することに成功する。
「その発想、おかしいだろ。鍋で野菜とチョコを煮に込むなんて聞いたことない」
「え、じゃあもしかして私、世界でも前例のない料理を発明しちゃったの？　歴史に名前が残るかな？」
「残らねえよ！　なんで嬉うれしそうなんだよ！　ていうか、これは無理！　食えない！」
「んー、そうかなあ」
　納得のいかない表情で一花は首を傾げると、箸はしで白ネギをつまみチョコの中に浸ひたした。そして茶色くコーティングされたそれを、口へと運ぶ。
「うん、普通にネギ＋チョコの味だよ。いけるいける」
「普通じゃねえし、いけもしねえよ！　常識の範囲飛び出してるだろ、それ！」
「私の常識ではアリなんだけどなあ。若いのにちょっと頭硬かたいんじゃないかな？　十郎くんは。もっと新しいことに挑ちよ戦うせんしてもいいと思うよ」
「い、いや、だからそれは、姉ちゃんの味覚が変なだけだって……」
　一花の舌は極めて包容力に富んだ構造になっているらしく、食べ物を不味いと感じることが無いのである。野球に例えるなら、ファールグラウンドどころか観客席や場外まで全てが守備範囲に含ふくまれますよー、みたいなものだ。要するにちょっとおかしい。
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　寛かん容ようさは大たい抵ていの場合において美徳だが、一花が料理を作る際には極めて悲ひ惨さんな結果をもたらす要因となる。そこそこの腕前と自負している彼女は、ときどき自分の味覚に基づいてレシピにアレンジを加えることがあり、そうなると十郎の前には地じ獄ごく的オリジナリティがふんだんに盛り込まれた悪夢のような料理が並ぶことになるのだ。
　なだめたりすかしたり、普通の味付けなら努力して野菜も食うからと約束したりして、十郎はどうにかチョコ鍋を片付けさせることに成功した。
「うーん、近年にないヒットだと思ったんだけどな」
　残念そうに一花はため息をつく。
「食べ物の好すき嫌きらい激しいのが、十郎くんの短所だねー」
「いや、確かに食えないものは多いけど、その言われ方はちょっと納得できない」
「渾こん身しんの一品を拒きよ絶ぜつされたお姉ちゃんは、落ち込んでいます」
「まあ……悪かったよ」
　一花が大真面目に作ったことはわかっているし、やはり無駄な手間をかけさせてしまったというのは心苦しいものがある。誰だれが悪いわけでもないのだろうが。
「冗じよ談うだんだよ」
　そう言って一花はくすりと笑った。
「じゃ、普通のお鍋にしようか。準備するね。──あ、お詫わび代わりと言ったら何だけど、明日の土曜、ちょっと私の買い物に付き合ってくれるかなあ？」
「いいけど、どこ行くんだ？」
「ここ。この間オープンしたらしいの」
　一花は楽しそうな笑顔を浮かべ、『ドリームラグーン』と書かれた派手な色のパンフレットを掲かかげて見せた。


　ドリームラグーン。
　ショッピングモール、映画館、水族館、多目的ホール、日本最大規模の観覧車──様々な娯ご楽らく施し設せつを抱かかえる、臨海区の埋うめ立たて地ちに建設された巨きよ大だい複合施設である。
　オープンしたのはつい一月ほど前らしいが、テレビや雑誌で特集され、早くも流行のデートスポットとして人気を博しているそうだ。
「うわあ……」
　ショッピングモールの入口をくぐった十郎は、ぽかんと口を開けた。
　噂うわさに違たがわない、いやむしろ噂を上回る人の多さ。こんなに大勢の人間が一か所に集まっているのを見るのは、初めての経験だった。
　ひとまず食事にしようということになり、フードコートへ向かう。
　週末、しかも昼時という条件が重なり、ドリームラグーン内の人出をさらに濃のう縮しゆくしたかのような様相を呈ていする修しゆ羅ら場ばの中、二人は何とか席を確保することに成功した。
「うめえ！」
　十郎はハンバーガーにかぶりついて、声を上げた。安っぽいビーフパテのにおいと、濃くてはっきりとした味付けがたまらなく美味しい。
　一花の手料理もまともなときはなかなかのものなのだが、ギャンブル性の高さゆえにどうしても落ち着いて味を楽しむことができない。その点、外で食べる料理には安心感があるのだ。
「……お姉ちゃん的には感心しないんだけどね。栄養のバランスとかさ」
　昼食にハンバーガーを選んだのは、十郎の希望によるものである。自身もポテトを口に運びながら、一花は複雑な顔をしていた。
「いいじゃん、外に出たときくらい」
　十郎は適当に聞き流す。
「そのコーラも体に良くないんだよ？　炭酸って味が分からなくなるから、普通のジュースより砂糖がたくさん使われてて、十郎くんの歯や骨が──」
　一花はそこでふと言葉を切った。
「何だよ？」
「あ、ううん、何でもない。とにかく、体には良くないの」
「自分だってハンバーガーとポテトと甘々のカフェオレだろ？　砂糖何袋入れたんだよ、それ」
「だ、だって、美味しいんだもの。それに私はもう、大人だし、十郎くんはこれから成長期なんだから」
「はいはい、説得力ねえよ」
「むうー……」
　一花は口をとがらせ──そして、普段ののんびりした動きにそぐわない素早さで、十郎のコーラを取り上げた。
「あ、何すんだよ！」
「お姉ちゃんの言うこと聞かないから没ぼつ収しゆうです」
　そしてジュウウ、とストローで吸い上げる。
「ちょ、返せっ！」
「代わりにお姉ちゃんの飲んでもいいよ？」
「俺おれがコーヒー系嫌いだっての、知ってて言ってるだろ」
「じゃあ、私の勝ち」
「なんでだっ！」
　十郎は手を伸のばすが、机を挟はさんでいるうえ身長も違うので届かない。
「これが大人と子どもの差なのです。──んー、ムキになる十郎くんも可愛いなあ」
「……………………」
　ぽわんとした一花の顔を見ていると、だんだん本気で腹が立ってきた。
（……よーし、見てろ）
　十郎は精神を集中させマナを集める。
　十郎も一花も、基本的には日常生活では魔ま法ほうを使わない。緊きん急きゆ性うせいのない施呪キヤステイングは禁止されているということもあるが、特に十郎の場合、有効なレベルで魔法を使いこなすだけの力がないからである。例えば手の届かないところにあるテレビのリモコンを取りたいなら、時間を掛け精神を疲ひ弊へいさせて手元に引き寄せるより、歩いていって手を伸ばした方が遙はるかに楽なのだ。
　──だからこそ、意表を突つけると判断した。
　組み上げた魔法回路は《見みえざる手て》。この距きよ離りなら、十郎にもコーラを取り返す程度のことはできるはずだ。
　起動する。
　一花が目を見張る。コーラの紙カップがその手を離はなれる。
　その瞬間、《見みえざる手て》の魔法回路が壊こわれて霧む散さんした。
「え？」
　十郎は思わず声を上げる。
　カップは重力と慣性の法則に従って放物線を描えがく。
　そしてコーラは頭上から甘いにおいのするシャワーとなって降り注いだ。


「ごめん」
　トイレで新しく買った服に着き替がえてきた十郎に、一花は両手を合わせてそう言った。
「まさか、魔法使うとは思わなかったから……。その前もちょっとふざけ過ぎちゃったしね。反省してる」
「……いいよ、もう。後で改めてコーラ奢おごってくれよな」
　大した実害があったわけでもない。髪かみが少々コーラくさいが、このくらいは仕方ないだろう。
「うん。じゃあ、映画のときに買ってあげる。約束ね」
　そう言い、そして一花は少し表情を改めた。
「──だから、十郎くんも一つ約束してくれるかな」
　何だよ、と無愛想に答えようとして、十郎は言葉を呑のみ込んだ。一花の目が怖こわいほど真しん剣けんだったからだ。
「人前で、魔法使わないで。絶対に」
「なんで？　規則で禁止なのは知ってるけど、こんなところまで育成校の先生が見張ってたりはしないだろ？」
「学校の先生じゃなくてね、普通の、その辺りを歩いている人に見られちゃいけないの。──私たちは、異物だから」
「いぶつ……？」
「他の人とは違ってるってこと。それ自体は決して悪いことじゃないし、恥はじることでもないんだけど……やっぱり別のものなの。少なくとも、そう思われてる。──ごめん、十郎くんにはまだあまり実感できないことかもしれないけど……とにかく、今後、人の目があるところで魔法は使わないで。お願い」
「わ、わかった」
　懸けん命めいな言葉に押おし切きられるように、十郎はこくんと肯うなずいた。
「ありがとう」
　一花はふうっと息をつき、そして気持ちを切り替かえたように柔らかい笑みを浮うかべた。
「良い子だね。大好き──じゃ、デートの続き続き」
「……何だよ、デートって」
「カップルに見えないかな、私たち」
「見た目からして明らかに歳とし違ちがうだろ。ってかさっき、大人と子どもだつって得意がってたじゃねえかよ」
　現在の身長差は約二〇センチである。
「じゃあ、逆転されたら様になるかなあ？　早く追いついてね」
　ふふふーん、と調子の外れた鼻唄を歌いながら歩き出す一花をあわてて追いかける。
「あ、そういえば、さっきの話なんだけど──」
「ん？　何？」
「俺が《見みえざる手て》使ったとき、姉ちゃん、何かやったよな。あれ、何？　マナは動いてなかったから魔法じゃないみたいだし──」
「ああ、あれは壊呪デイスペルって言って、相手の魔法回路を壊すための、んー、簡単だけど難しい技術、かな」
「なんだそりゃ」
「説明が難しいなあ。まあ、学校では習わないし、多分、十郎くんが使う機会もないと思うよ。──あ、そろそろだ」
　時計を目にした一花が言った。
　見る予定にしていたハリウッド製大作アクション映画の上映時間が迫せまっていた。
「ちょっと、急がないとね。さ、早足早足ー」
　一花は元気よく十郎の手を引いた。


　ポップコーンとコーラをお供に映画を見た後（それなりに爽そう快かいで退たい屈くつはしない出来だった。ストーリーは終わったとたんに忘れてしまったが）、春物を幾つか買い足したいという一花の買い物に付き合うことになった。
『幾つか』の割に見て回る店の数も品の数も膨ぼう大だいだった。結構給料をもらっているはずなのだから、迷ったり厳選したりせず気に入ったのは全部買ってしまえばいいのに、と十郎などは思うのだが。
　試しに提案してみたところ──
「お金がもったいないでしょ？」
　そんな答えが返ってきた。
「それに、こうしてあれこれ悩なやむのも買い物の楽しみのうちだし。──ね、これどうかな？」
　一花は淡あわいピンク色のカーディガンを羽織ってみせた。
「さあ？　俺にはよくわかんねえ。好きなら買えば？」
「…………」
「……わかったよ。さっきのより、そっちの色の方が姉ちゃんには似合ってると思う」
　適当に答えると眼鏡の奥おくの大きな目がものすごく悲しそうに潤むので、ちゃんと見て真剣に評価する必要があるのだった。結構疲つかれる。とはいえまあ、実のところ、似合うと言われて嬉しそうな顔をする一花を見るのは嫌いではないのだが。
　広大なレディースウェア売り場巡りが一段落すると、二人はペットショップに足を向けた。一花が動物を見たいと主張したのである。
「はあ……かわいい……」
「いくら可愛かわいくてもうちのマンションじゃ飼えないよ」
　子犬や子猫のケージに張り付いて頬ほおを緩ゆるめている姉に、十郎は現実を突きつけた。
「わかってるよう……。週末しか帰らないから、お世話もできないしね。でも、いつか犬、飼うの。ペット可のマンション、そして庭付き一戸建てへとステップアップ」
「犬のために？」
「犬のために。猫ねこでもいいけど」
「猫なら庭いらないじゃん」
「そんなことないよ。庭があれば犬と猫を同時に飼えるから。すごいよー、外に出たらワンが、中に入ったらニャンがいるんだよー」
　なにがすごいのかよくわからないが、一花は夢見るような顔でそう言った。そしてふっと顔を曇くもらせ、ため息をつく。
「でも、まだまだ遠い話だよね。当面はハムスターあたりが目標かな。十郎くんは興味ないの？　ペット飼いたいとか思わない？」
「どうだろ……」
　ほとんど動物に触れた経験がないのである。別に嫌きらいというわけではないが。
「姉ちゃんが飼うなら、世話を手伝うくらいはしてもいいけど」
「うん、そのときはお願いね」
　一花は微笑ほほえんだ。
「さて、癒いやされたところで、次は靴くつを見ようか。行こ、十郎くん」
　まだ買い物を続けるのか、と十郎はげんなりした。
　そんなこんなで、いつの間にか夕刻になっていた。
「あらら、もうこんな時間か。最後にここ寄っていっていいかな？」
　歩き回ったにもかかわらず疲ひ労ろうの片へん鱗りんも見せない一花は、目の前の可愛らしい雑貨屋を指さした。
　あからさまな少女向けの店構えに気き恥はずかしさを感じた十郎は、荷物を預かって外で待つことにする。
　雑貨屋の表に大きな猫ねこっぽい生物──どりにゃんこぬいぐるみが飾かざられていた。
〝どりにゃんこ〟というのは、このドリームラグーンのマスコットキャラクターである。安直な名前と猫に水兵服を着せただけのシンプル極まりないデザインの割に、女性受けが良いらしい。雑誌、テレビなどでもよく取り上げられている人気者だ。よく分からない世界である。
　十郎はぼんやりと人の流れを眺ながめていた。
　日暮れの時刻を迎むかえても、ドリームラグーンの人出は落ち着く気配を見せない。友人同士、家族連れ、カップル──様々な集団が楽しそうに笑いさざめきながら、思い思いの方向に歩いていく。この時間はカップルの姿が若干目立つようだ。
　と、そのとき、中年の男が一人、大きなトランクを引きずりながら映画館の方に歩いていった。
　旅行中か、旅行帰りなのか……しかし、ずいぶんと浮いて見えるなあ、と十郎は思った。荷物よりも、この人込みの中に男が一人で行動しているということで目立っている。
「──お待たせー。何見てたの？」
　背後から一花の声がした。
「ん、もう夕方なのに結構人が──って、何だよ、それ？」
　十郎は思わず目を見張った。一花の頭に、尖とがった三角形の何かが生えていた。
「これ？　どりにゃんこカチューシャだよ。可愛いから買っちゃった。似合うかな？」
「似合うっつーか……猫の耳が人間に生えるのは不自然だろ、普通」
「そっか。じゃあ、やっぱり体も猫になりきらないとダメだね。どりにゃんこ着ぐるみも売ってるんだよ。思い切って買って……」
「今でも十分似合ってるから、それは止めて」
　ネコミミを付けた一六歳というのも相当イタイ存在だと思うが、まだぎりぎり許容できなくもない。が、着ぐるみまで加わると無理だ。一緒に歩けない。
「で、何を見てたって？」
「あ、う、うん、この時間になっても全然人が減らないんだな、と思って」
「レストラン街もあるからね。そろそろ夕ご飯の時間だし。あと観覧車とか、綺麗な夜景が眺められる場所として人気らしいよ。──あ、そうだ。行ってみない？　観覧車」
「えー、混んでそうだなあ……」
　十郎は顔をしかめた。
「若いのに年寄り臭くさいなあ。いいじゃない、せっかく来たんだし」
「人気が一段落した頃にまた来たらいいんじゃねえの？」
「んー、次いつ来れるかわからないしね」
　一花は少し困ったように苦笑した。
「実はね、来月から特別対策局に本格的に関わることになったの。だから、ちょっと今後は時間取るのが難しくなると思うんだ」
　極めて優ゆう秀しゆうな魔法士が選せん抜ばつされ、組織の枠わくを越こえてあらゆる分野の重大事に対応しなければならない部署──それが特別対策局である。見習いという形でときどき顔を出していたのは知っていたが、この歳で正式採用というのは、おそらく例がないことだろう。
「へえ、すごいじゃん。それはおめでとう」
　十郎は賞賛の拍はく手しゆを送った。
　一いつ瞬しゆん、こうやって週末にゆっくりと一緒に過ごすことも難しくなるのかな、という思いが頭を掠かすめた。しかしすぐに打ち消す。これは祝福するべきことだ。
「ありがと。お姉ちゃん、がんばるよー」
　一花は嬉しそうに笑った。
「──だから、お祝いってことで、どうかな？　観覧車」
「いいよ、わかった。付き合うよ」
　十郎は肯いた。


　乗り場の方へ向かうと長ちよ蛇うだの列が見えた。行列に並び券売機でチケットを買い、搭とうじ乗よう待ち列の最さい後こう尾びにまた並ぶ。
「……すげえな」
『ただいま四五分待ち』と書かれた立て看板を眺めながら十郎は言う。
「まあ、雑誌とかにも紹しよ介うかいされちゃったしね。今日は良く晴れてるから、きれいな夜景が見られるよ。きっと」
「きれいな夜景ね……」
　実は観覧車の魅みり力よくというのが今ひとつよく分からない十郎である。
　他の種類のアトラクション、例えば、ジェットコースター──苦手ではあるが──なら理解できる。スピードとスリルと爽快感を楽しむためのものだ。お化け屋や敷しきなんかは非日常の恐きよ怖うふ、つまり普段生きている世界とは違う何かを体験できるところに面白さがあるのだろう。
　しかし、観覧車はどうだろう。ゆっくりと回って元の位置に戻もどるだけ。どこを楽しむものなのだろうか。
「それは『特別』を提供してくれるからかなあ」
　一花に尋たずねてみると、ネコミミを揺ゆらしてしばらく考えた後、そんな答えを返してきた。
「特別って──特別に良い眺めだから乗る価値があるってこと？」
「それもあるけど……その眺めを同じ場所で特別な誰かと共有できるというところに意味があるんだと思うな」
「よくわかんねえ」
「わかんないか」
　一花はくすりと笑った。
「誰かと今よりちょっとだけ仲良くなれる場所だってことだよ。多分、もう少し大きくなったらわかるのかもね」
「ふーん」
　そういうものなのだろうか。
　先が見えなかった行列も、時間の経過に従って着々と短くなっていく。
「もう少しだね」
　一花がわくわくとした様子で言った。
　あと三組、あと二組──そして一つ前のカップルが、係員の指示に従ってゴンドラに乗り込む。さて、ようやく順番だ、と二人は前に進もうとした。
　そのとき──突とつ然ぜん、非常ベルが大音量で鳴なり響ひびいた。
　一花と顔を見合わせていると、続いて機械音声の案内放送が流れる。
『ただいま、映画館にて火災が発生いたしました。係員の指示に従って、落ち着いて避ひ難なんしてください。繰くり返かえします──』
「火事、かあ……」
「映画館って、俺たちちょっと前までいたよな」
「うん。大事じゃなければいいんだけど」
　ここから映画館までは数百メートルの距離がある。おそらく被ひ害がいが及およぶことはないだろうが、観覧車はひとまず搭乗停止となった。
「残念だったな」
　十郎は一花に視線を向けた。だが、一花は何事かを考え込んでいる様子で、返事もしない。
「姉ちゃん？」
「……ん？　あ、ごめん。十郎くん、悪いけどこれ預かってて。そしてこの辺りで待ってて。動いちゃダメだよ」
　買いものの紙かみ袋ぶくろとバッグを渡わたし、一花は何かを決断したように一つ肯いた。
「ちょっと行ってくるね」
「行ってくるって──おい！」
　ネコミミを付けたまま、後も見ずに駆かけ去っていく一花。その後ろ姿はすぐに人込みに紛まぎれて見えなくなる。十郎は一人取り残された。
　おそらく、火事の様子を見に行ったのだろう。そして救助を必要とする人がいるならば、手を貸すつもりなのだ。一花は他人の不幸を見過ごせるような性格ではないし、魔法士には普通の人よりも多くのことを為なす力がある。
　しかし──大だい丈じよ夫うぶなのだろうか。魔法が使えるとはいえ、耐たいき久ゆう力りよくが一いつ般ぱん人じんと大きく違うわけでもない。万一何かの拍ひよ子うしに大火傷を負ったりすれば、やはり命に関わるのだ。火災の現場では、専門の消防士でさえ命を落すこともあるというし……
　周囲の客はざわついている。白はく煙えんを上げはじめた映画館を指さし、そちらに足を向けようとする者もいる。
（──ちょっとだけ、行ってみようか）
　十郎は人の間を縫って歩を進めた。
　映画館へ近付くにつれて野次馬の数は増えていく。幾いく人にんかの従業員が避難誘ゆう導どうと人だかりの整理に当たっていたが、混乱を収拾し切るには至っていない。遠くから消防車のサイレンが聞こえてくる。到とう着ちやくまでにはあと数分というところだろうか。
　映画館は他の施設からは独立した建物になっているので、延焼の危険はなさそうだ。ただ、結構な勢いで煙けむりが噴ふき上あがっているように見える。中の火の勢いは相当なものなのかもしれない。
「────！」
　そのとき、十郎は思わず息を呑んだ。
　大きなマナの変動。
　直後に轟ごう音おん。
　一呼吸遅おくれて周囲の野次馬が大きくどよめく。
（──魔法、だよな）
　それもおそらくは一花の。
　感知能力の低い十郎にも感じ取れたということは、相当大規模な魔法が使われたということだ。
　少し迷い──十郎は荷物をその場に置いて、走り出した。人混みをすり抜ぬけて、映画館へとさらに近付く。消防も警察もまだ到着しておらず、幸いにも誰にも見み咎とがめられることなしに建物の傍そばまで近付くことができた。
　足を止め、周囲を見回す。音が聞こえたのはこの辺りだが──
「……何だ、これ」
　十郎は眉まゆをひそめた。
　映画館の壁かべに大穴が開いていた。魔法によるものだろうか。
　煙を吸い込まないように注意しながら近付くと、ガソリンの臭しゆ気うきが鼻を刺さした。今のところ熱は感じない。慎重に中を窺うかがう。
　と、耳に微かすかな音が届いた。
「人の声？」
　呟つぶやいたとき、映画館の奥から男が一人、ふらりと姿を見せた。おぼつかない足取りでこちらへ向かってくる。怪け我が人にんだろうか。
「おい、おっさん、大だい丈じよ夫うぶ──」
　十郎は声を掛けようとし、そして──男が手に持っているものに気が付いた。
　黒くて長い、金属製の筒つつ。テレビで見たことがある。熊くまを狩かるときに使うような猟りよう銃じゆうだ。
「──って、邪じや魔ましやがって」
　男は濁にごった目をしながら、ぶつぶつと呟いている。
　三〇半ばくらい。よれよれのスーツ姿。どこかで見たような──と考え、十郎は思い出した。先ほど雑貨屋の前で見かけた、大荷物を持って一人で映画館の方に歩いて行った男だ。
「邪魔しやがって、邪魔しやがって、くそ、くそ、くそ、くそ、くそっ！」
　異様な雰ふん囲い気きに十郎が後ずさろうとしたとき、男の視線がこちらを向いた。
　その瞬しゆ間んかん、ぞっとした。明らかに正気を失った目の中に、凶きよ悪うあくな光があった。殺す気だと直感した。
　銃じゆうが持ち上がり、ゆっくりとこちらを向く。
「────っ！」
　十郎は必死にマナを集める。奇き跡せき的てきに会心の速度で魔法回路を組み上げることができた。
　間かん髪はつ入いれずに起動。相手の顔面に生み出された力の全てを叩たたきつける。男の首がわずかに傾かたむく。そして──
　それだけだった。
　全力で叩きつけた《見みえざる手て》は、子どもが殴なぐりつけた程度のダメージを与あたえただけで霧散した。
「……魔法士、か？」
　だが、十郎の一いち撃げきは男に劇的な変化を与えていた。
　男の表情が変わった。先ほどまで生気のなかった顔には、怒いかり、怖おそれ、憎ぞう悪お、嫌けん悪お──ありとあらゆる負の感情が煮に詰つめられ、渦うず巻まいていた。
「魔法士か、お前、魔法士なのか、魔法士が、俺を、また、お、俺を、こ、こ、殺し、殺しに──いいいいいいいいいぃぃぃぃぃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」
　銃よりも、その声と表情に対する恐怖が十郎の全身を縛しばった。
　動けない。呼吸すらできない。
　男の指が引き金にかかる。
　ああ、ダメだ。
　あとコンマ数秒後に、自分は撃うたれて、死ぬ。
　姉、ちゃん。
　怖いよ。
　助けてよ。
「──姉ちゃんっ！」
「はあい」
　すぐ傍で返事があった。
　目を丸くする十郎の前にネコミミ姿の影かげが現われた。
「おとなしくしてくださいね？　といっても動けないと思いますけど」
　一花は男に向かって、穏おだやかな声でそう語りかけた。
　男はまだ引き金を引いていない。
　いや、引き金を引けなくなっているのだ。
　必死に指に力を込めて銃を撃とうとしているが、一ミリも動かせないでいる。
　いつのまにか彼かれの手に一花の魔法が絡からみつき、動きを封ふうじ込んでいた。
「くそっ！　ま、魔法士、魔法士が、くそっ──！」
　唾つばを飛ばして喚わめきながら、男は全身の力を込めて体の自由を取とり戻そうとする。
[image: 画像]
「まず、落ち着いて。確かに私は魔法士ですが、あなたに危害を加えたり、痛い思いをさせるつもりはありません」
　一花は静かに言う。
「今、あなたは分かれ道に立っているんです。引き返せるか、そうでないかの。──そこで引き金を引いたら、本当に戻れなくなりますよ？」
「ざ、ざけんな、ざけんなよ、い、今さら、も、も、戻ることなんか──」
「今日のことなら、死んだ人は一人もいません。私が助けましたから」
「え──」
　男の動きがぴたりと止まった。
「中の人は全員外に運び出しました。怪け我がを負って手当てが必要な人はいますが、誰も死んではいません。私たちの力は、人助けに活用するためのものでもあるのですよ」
「…………」
「魔法士がお嫌きらいなのですか？　正直、わからないでもないですが──」
　一花は苦くし笑ようする。
「別の側面も見ていただけると少し嬉うれしいかな、と思います。さて、別の側面と言えばあなたもですね」
「お、俺？　俺の、な、何が──」
「あなたは失敗しました。でもそれは同時に、犠ぎ牲せい者が出ず罪を重ねないで済んだということでもあります。やり直せますよ、まだ。──今から魔法を解きますね」
「────っ！」
「先ほど言った『分かれ道』です。どうするのか、あなた自身の意志で選んでください」
　同時に男を拘こう束そくしていた力が消えたのが十郎には見えた。
　男はしばらく固まっていた。が、徐じよ々じよに銃口が下がっていき、やがて力なく垂れた腕うでから銃がこぼれて地面に落ちた。
　いつの間にか警察や消防が到着していたようだ。大人が大勢こちらに向かって駆けてくる。
　十郎は安あん堵どのあまり地面に崩くずれ落おちそうになり、一花に支えられた。
「怪我はない？　十郎くん」
「う、うん」
「よかった」
　一花は心からほっとしたように微笑ほほえみ、そしてその顔のまま続けた。
「──でも、お姉ちゃんの言ったこと、守らなかったんだね。待っててって言ったのに」
「…………」
　十郎はなぜか背筋に寒いものを感じる。
「帰ったら少しお話があるから、覚かく悟ごしておいてね」


　翌朝。
　十郎は食しよ卓くたくに座りながら、昨日の事件のことを報道するニュース番組を眺めていた。
　借金まみれになった麻ま薬やく中毒者がやけを起こしたものらしい。映画館の中に乱入し、ガソリンをまき、そして銃を構え逃にげれば撃ち殺ころすと脅おどしながら火を放った。大勢を巻まき添ぞえにして自殺するつもりだったということだ。負傷者の数は多かったものの、奇跡的に死人は出なかったとアナウンサーは起き伏ふくのない口調で言った。
「パン焼けたよー」
　一花がトーストを持ってダイニングに姿を現す。十郎は反射的に顔を強張らせ、身を縮めた。
　言いつけを守らなかったことで、昨夜はめちゃくちゃに怒おこられたのだ。あんな恐おそろしい姉を見たのは初めてだった。
「あー……そんな顔しないでほしいな」
　一花は苦笑する。
「大丈夫だよ、もう怒ってないから。──それに、お姉ちゃんを心配してくれたんだよね。その気持ちは嬉しかった。ありがとう」
　そして、十郎の後ろからふわりと両手で抱だき締しめる。頭の後ろに柔やわらかい膨ふくらみが当たった。
「……べ、別にそんなつもりじゃ」
　十郎は顔が赤くなるのを感じながら言った。
「あ、昨日のニュースやってるんだね。──警察の人に聞いたけど、この犯人の人、過去に麻薬で捕つかまったとき、逃げようとして魔法士にひどく怖い目に遭あわされたらしいよ。だから、十郎くんが魔法を使ったときにパニックになったのかもね」
「ひどく怖い目って、どんな？」
「んー、詳くわしくは聞いてないけど……やっぱりね、その、必要以上に乱暴というか、力を見せつけたがるタイプの人もいるんだよ。残念なことだけど。もちろんこの人が悪いことしなければ、そういう目にも遭わなかったんだろうけどね」
「姉ちゃんは、そういうことしないんだ」
「しないというか、したくないというか──うーん、そうだね、どんな状じよう況きようであっても、苦しむ人、嫌いやな思いをする人は少ない方が良いと思うんだ、私は。この事件だって、死んだ人も大おお怪け我がした人もいなかったし、なら犯人の人が痛い目に遭って大怪我して逮たい捕ほされるだけというより、正気を取り戻して反省するって結末の方がいいんじゃないかなあって──あ、でも、もし十郎くんにちょっとでも怪我させてたら、欠片一つもこの世に残すつもりはなかったけど」
　一花は笑顔だった。
「……………………」
「冗談だよ？」
「……………………」
　ほんとうに？　と問い返そうとしたが、怖い答えが返ってきそうだったので止めておくことにした。
「──でも、ニュースでは姉ちゃんのこと、言わないね。あんなに活かつ躍やくしたのに」
「言わないで欲しいってお願いしてあるからね」
「そうなの？　なんで？」
「特別対策局勤めともなると色々な重大事件に出動することになるから、顔や名前が広く知られ過ぎるのはあんまり良くないんだ。まあ、ちょっと変わった力を持った裏方でいいよ、私は。誰にも知られなくても、どこかで誰かの役に立てれば、それで十分」
　穏やかに、そしてあまりにも自然にそう口にし、一花は笑う。
　その瞬間、十郎は胸の奥おく底そこを突き動うごかされたような気がした。畏い敬けい、あるいは憧しよ憬うけい──そういう表現が正確かどうかは分からないが、おそらくそれに似通った種類の感情だったのだろう。
「俺は──」
　少しためらい、十郎は口を開いた。
「俺は知ってるし、覚えてるから。姉ちゃんのやったこと」
　一花は少し驚おどろいたように目を瞬またたかせる。
「……ありがとう」
　そして微笑み、もう一度十郎をぎゅうっと抱きしめた。
「可愛い弟を持って幸せだなー、私。──あ、そうだそうだ、ちょっと待っててね」
　キッチンへ行き、すぐに紙コップを持って戻ってきた。ハンバーガーショップで出されるような、蓋ふたとストローが付いた大きめのやつだ。
「何？　それ」
「バレンタイン第二弾だんだよ。昨日のチョコレートフォンデュが不評だったから、余ったチョコで改めて作り直してみました。チョコレートセーキです」
「…………」
「今度は大丈夫だよ」
　疑念に満ちあふれた表情を浮かべた十郎に、爽さわやかな笑みを返す。
「ちゃんと前回の反省点を踏ふまえて作ってるから」
「そう──なの？」
　受け取って、おそるおそる一口含ふくむ。その瞬間──
「ごブはあぁっ！？」
　十郎はむせかえった。涙なみだ目で咳せき込む。
「あらあら大変。慌あわてん坊ぼさんだね、十郎くんは。落ち着いて飲まないと」
「な、何だよこれ」
「だからチョコレートセーキ」
「う、嘘うそだ、絶対嘘だ。普ふ通つうのチョコセーキは、こんな、く、口の中でシュワーとなったりしないし、青あお臭くさいにおいが溢あふれ出だしたりもしねえよ！」
「もちろん特製だから普通ではないのよ？　今回はチョコレートに特製手作り濃のう厚こう野菜ジュースをブレンドしました。第一弾に引き続き、十郎くんにおいしく野菜を食べてもらおう計画です」
「ね、姉ちゃん、俺おれ、昨日、野菜とチョコの相性についてはあれほど……」
「そう、今回の工夫はまさにそこの部分！」
　一花は拳こぶしをぐっと握にぎった。
「十郎くんの苦手な味を消すために、強きよ烈うれつな炭酸水を加えたの。昨日、コーラの炭酸は味をわからなくするって話をしたでしょ？　あのときに思いついちゃって。栄養たっぷりで飲みやすい、最高のチョコセーキのできあがりだよ！」
　そして無む邪じや気きな笑みを浮かべ、身を乗り出してくる。
「さあ、どんどん飲んでね。おかわりもたくさんあるから」


＊　＊　＊


　今思えば、あの日が転てん換かん点てん──自分が姉の背中を追おうと思った切っ掛かけだったのだと思う。
　過保護で少しうざくて、でも優しい姉は、自分の目指すべき目標となった。
「もう九年ほどになるのか……」
　呟いた十郎の腕うでを、白黒二匹ひきのハムスターがちょろちょろと駆け上がる。幾いくつかの魔法回路を複雑に連結させて造り出した擬ぎ似じ生物だ。かつての落ちこぼれは、今やここまで自分の技量を高めることに成功していた。
　経験を積んだ現在の十郎には、あの日一花の行ったことの凄すごさを心の底から実感することができる。
　銃を持った犯人や炎はもちろん、一酸化炭素中毒やパニックに陥おちいった客が狭せまい出口に殺さつ到とうして圧死する可能性まで、あの場には幾つもの危険要素があった。
　そして、一花はそのことを完全に理解していた。
　犯人を吹ふっ飛とばして客から遠ざける。壁に幾つか大穴を開けて換かん気き口こうと脱だつ出しゆ路つろを確保。火元の特定と消火。怪我人の把は握あくと搬はん出しゆつ。これらのことを平行してほぼ同時に行ったのだ。複数施呪マルチキヤステイングの能力を持っているとはいえ、とんでもない技量である。
（そういや──）
　あの朝、ニュースを観みながら飲んだあの強烈な特製チョコレートセーキ、結局、最後まで飲み干したのだっただろうか。姉に敬意を表して無理矢理飲み切った気もするし、耐たえかねてその場から逃げ出してしまった気もする。はっきりと思い出せないことが、何となく腹立たしい。
　その後、本人が言っていたように一花は多た忙ぼうを極めることとなり、一いつ緒しよに観覧車に乗る機会はついに訪れなかった。
　それから三年後、十郎が一五の年に彼かの女じよは姿を消した。
　五年後、再び十郎の前に舞まい戻った一花は、十郎の胸に消えない傷を残して今度は永久にいなくなった。一花の生は、彼女が起こした事件とともに終しゆ焉うえんを迎えた。
　彼女に関する記き憶おくはすべて過去のもの。これ以上増えることはない。新たな思い出を積み重ねていくことは、もうできない。
（──ああ、まずいな）
　いつものアレが来る。予感を覚える。
　思った通り、一拍ぱく遅おくれて心の奥底を激しい痛みが襲おそった。鋭するどい牙きばを剥むいた何かが、胸の中を食くい荒あらす。十郎は奥おく歯ばを噛かみしめ、ただ苦痛が過ぎ去るのを待つ。
　事件から一月以上経った今もこうして日に何度か哀あい傷しようの発作がやってくる。そのつど、心臓を抉えぐり出したくなるほどの悲しみにじっと耐えなければならない。
　美しい思い出も楽しい思い出も山ほど持っている。彼女の笑顔も怒り顔がおも困った顔も、全部覚えている。しかし、それらを整理して綺き麗れいな箱に仕し舞まい込み、ときどき気が向いたときに取り出して懐なつかしく眺めることができるようになるには、もう少し時間が必要なようだった。
　やがて、胸の中で荒れ狂くるっていた嵐あらしが、ゆっくりと静まっていく。十郎は大きく息を吐いた。
　事件が一応の解決を見た今も十郎の立場は不安定なままだ。
　大量殺さつ戮りく犯のテロリストを止めたという功績はあるものの、それは命令を無視した独断専行の結果でもある。加えてそのテロリストの弟だとなれば、各方面に消えないしこりの残らない方がおかしい。何事もなかったかのように以前と同じ立場に戻れるはずもないのである。
　育成校の教官職には復帰したものの、特別対策局の一線からはずっと外されたままだった。淵ふち上がみ局長は早く戻れるよう上と掛け合あってくれているらしいが、さて、どうなることか。局の方にも問題が山積しているはずだが。
　現在、局を悩ませている案件の最たるものは、局員の能の勢せ和かず希きの失しつ踪そうだ。
　十郎にとっては数少ない知己と呼べる人間であり、そして同時に姉を殺した張本人でもある。
　怒いかりに近い強烈な感情は、間違いなく胸の内に存在している。客観的に見れば、能勢のやったことは職務上正当な行為だが、そんな理り屈くつはどうでもいい。十郎から一花を喪そう失しつせしめたという、その一点だけで十分だ。
　ただ、純然たる怒りにまで発展しないのは、それは本来自分の果たすべき役割だったのではないかという後こう悔かいと、もう一つ、能勢に対するある思い──疑念と言ってもいい──があるからだ。
　突然現われ、不意の一撃で一花の命を絶った同どう僚りよう。いつもの笑み、いつもの穏やかな口調で幕引きを宣言したその姿。それを見たとき十郎は、一花を亡くしたショックと同時にある種の違和感を覚えていた。そう、何かがこの場にそぐわないといった類の。
　あの男は今、何を考えどこにいるのだろう。こうなるのだったら、失踪前に一度くらい話しておきたかった気もする。その後で殺し合いに発展することになったとしても。
　一方で、予感めいた思いもある。おそらく能勢とはどこかでもう一度相見まみえることになるだろう。彼が──特別対策局でも随ずい一いちの能力を誇ほこる戦せん闘とう狂きようが、鎖くさりを断ち切りこの国に牙を剥こうとするなら、それに立ち向かえるのは自分をおいて他にない。そのときは、当然命を賭かけることになるだろうが──
　そこでふと苦笑し、呟いた。
「──まったく、一人でいると思考が際限なく荒すさんでいくな」
　良くない傾けい向こうだ。
　だが、幸いなことに、今の十郎が完全に一人でいる時間はそれほど多くない。育成校の教官を務めていることで──つまり否応なく周囲の人間と関わらなければならない立場にあることで、ずいぶんと救われているのだ。
　生真面目な信し乃の、呑のん気きな祐ゆう平へい、ポジティブな唯里といった同僚たち。そして手の掛かる子どもたち。
　中でも特に月子の存在は大きい。
　大きく立場が変わったことに悩みながらも、自分の進むべき道を思い定め貫つらぬき通とおそうとしている少女。一花の死に意味を与えてくれた人物。十郎は終生彼女の盾たてとなることを誓ちかっており、もちろんその気持ちに嘘はないが、彼女の力になることで自分もまた助けられているというのも間ま違ちがいなく事実の一面である。
　皮肉なものだ。あんなにも周囲の世界を煩わずらわしく感じていた自分が、今はその世界に支えられている。
（──そうだな、殺さつ伐ばつとした思考はこのくらいにしておこう）
　心を静めるために、月子のチョコレートに手を伸のばす。
　と、そのとき机の上に放り出していた携けい帯たい電話が振しん動どうした。
　発信者の名前を確認し、十郎は眉をひそめる。
「……雛咲拓たく馬ま？」
　政治家一族雛咲家の高名な代議士にして、月子の父親。
　少しためらい、十郎は通話ボタンを押おした。
四話　迷い道




「つーかーれーたぁー……」
　卯う滝たき唯ゆい里りは寮りようの自室に戻るなり、ベッドの上に倒たおれ込んだ。
　ここ、守もりヶが丘おか初等育成校に教官見習いとして赴任してきて約五ヶ月、現在は主に六歳さいから九歳の年少組を担当している。そこそこ仕事には慣れてきたと思うが、それでも子どもたちのバイタリティには驚かされる毎日だ。
　当然ながら唯里にも幼い子どもだった時代がある。そういえば、あのころはだるくて疲れて動きたくないなどというような気分になることはなかったなあ、と思う。力ちか尽らつきるほど動き回っても、疲ひ労ろうより満足いくまでその日を楽しんだという気持ちの方が遥はるかに強かったからだろうか。
「やー、私も歳を取ったもんだ。若いっていいなー」
　一五歳とは思えないようなことを言い、よっ、と体を起こす。とりあえず眠ねむり込んでしまう前に着き替がえるとしよう。
　もっともこのところ疲つかれているのは、単純に仕事のせいばかりでもない。
　今日は二月一五日。昨日は一四日、つまりバレンタインデー。
　というわけで、この一週間、暇ひまを見付けては寮の調理室のオーブンを借り、生徒、そして教官や事務も含めた職員全員に行き渡るだけのチョコレートケーキを焼いていたのである。さすがに余よ暇かだけではそれだけの時間は捻ねん出しゆつできないので、睡すい眠みん時間や食事休きゆ憩うけいを削けずる羽目になった。
　まあ、料理そのものも、誰だれかが美味しいものを食べて嬉うれしそうな顔をするのを見るのも大好きなので、全ては自己責任である。ケーキの出来映えは上々。笑顔と感謝をもって報いられたので、唯里としては大満足だった。
　──それに、お菓か子し作りに没ぼつ頭とうしていた方が、悩み事ごとをあれこれ考えなくても済むという事情もあったわけだし。
「さて、椎しい葉ば先生はどうかなー。食べてくれたかなー」
　服を着替えながら、先せん輩ぱい教官のことを考える。
　いわゆる〝特別な人〟なので、彼の分は少し気合いを入れて作ってみたのだ。今日は顔を合わせる機会がなかったが、美味しいと思ってもらえただろうか。
「お礼に飯でも奢おごってやるよ、とかいう展開になったら、最高なんだけど」
　そんなことを呟いて、くふふと笑う。
　まあ、無愛想な朴ぼく念ねん仁じんだということはよく知っているので本気で期待はしないが、夢見るくらいの自由は許されてもいいだろう。
　この二ヶ月足らずの間、椎葉十じゆ郎うろうは大変な事件に関わっていた。唯里も巻き込まれ心に小さからぬ傷を負ったのだが、たった一人の肉親を失った十郎の痛みは自分などとは比べものにならないはずだ。
　何とか力になりたい。しかし、今ひとつ踏み込むことができない。このところ唯里は、そんな歯がゆい思いを抱かかえている。能天気さは自負するところだが、『済んだことにくよくよしててもしかたないですよー』などという台詞は、さすがに軽々しく口にできるものではなかった。
　そんなわけで、どう接したものかと迷う日々だったのだ。バレンタインデーのケーキが何かの切きっ掛けになればなあ、と思っていたのだが──
　と、そのとき携帯が鳴った。
「────っ！」
　唯里は着替えを放り出して飛びついた。ベートーベン交こうき響よう曲きよく第五番『運命』ダンスミックス。この曲に設定しているのは一人しかいない。
「も、もしもしっ！　卯滝ですっ！」
『ああ、椎葉だ。今いいか？』
「は、はい！　大丈夫です」
　今どころかいつでも大だい歓かん迎げいだ。電話で声を聞けるだけでも気分は二階級特進である。いや、それだと死んでるのか。死ぬのはまずい。羽が生えて天国へ飛んでいってしまうほど幸せではあるが。
　でも欲張りな私はもっともっと幸せになりたいので、デートにでも誘さそってください、椎葉先生。
『卯滝、お前、次の週末空いてるか？』
「え？」
『ちょっと付き合ってほしいんだが……』
「ええ？」
　これは、誘われてる──のだろうか？
　いやいやいやいや、いくらうっかりさんな私でもそんな古典的なぬかよろこびをしたりはしない──と唯里は思う。
　十郎のことだ。どうせ仕事を手伝えとかそういう話に決まっている。デートスポットに招待でもされたならともかく──
『場所はドリームラグーン』
「行きます」
　即そく答とうした。
　近場ではカップルに最も人気のある遊び場所だ。唯里は幼い頃ころ家族と行ったことがある程度だが、ショッピングモール、映画館等の娯ご楽らく施し設せつが豊富で、一日いても飽あきることがないと言われている。
「で、でも、い、いいんですか？　私で──」
『ああ、お前が一番いい』
　これは夢だろうか。唯里は自分の頬ほおをつねってみる。柔らかい。また少し弾だん力りよくが増したかもしれない。節制しないといけないだろうか。作ってたチョコケーキも味見名目でかなりつまみ食いしたからなあ。
　いや、それはさておき──ちゃんと痛みがある。現実だ。
「私でよければ、どこへでもお供します！」
『あ、ああ、助かる』
　声の強さに困こん惑わくしたように、十郎は言った。
『個人的な依い頼らいだったんで、特別対策局に協力は求められない。かといって一人でこなすのもちょっと不安な仕事だったんでな』
「…………」
　唯里は口を開いたまま固まった。嫌な言葉が聞こえた気がした。十郎の言葉を反はん芻すう。うん、聞き間違えてはいない。でも──念のため、というか、現実を認めたくないので、もう一度だけ尋ねてみる。
「あの、今、先生、仕事って言いました？」
『ああ』
「……………………」
『卯滝？』
「……はい、私は大丈夫です。何ともないです。早はや寝ね早起き早食い早合点全てに早い卯滝唯里、立ち直りも早いのが取り柄えです」
『……そ、そうか』
　その反応に困ってるような戸と惑まどってるような声も可愛いですよ椎葉先生よし立て直し完かん了りよう。
「いいですよー。問題ありません。いくらでもご協力します」
『休みを潰つぶしてしまうことになって悪いな。一応バイト代は出るはずだ。じゃ、土曜の朝九時に駐ちゆう車しや場じようまで出てきといてくれ。俺の車で現地に向かう』
「わかりましたー」
　二人きりのドライブ、と言えなくもない。うん、まあ、それはそれで悪くないかと自分を納得させる。
『ああ、あと、ケーキすごく美う味まかった。ありがとよ』
「は……はい、いえ、はい、どういたしまして！」
　とたんに胸がすっと軽くなった。我ながら単純な性格だと唯里は思った。


　守ヶ丘からドリームラグーンまでは、途とち中ゆう高速道路を利用して約一時間。
　二人は午前一〇時過ぎに到とう着ちやくした。この時間は比ひ較かく的てき客も少ない。
「昼回ると一気に人、増えるんですよねー」
　開店間もないショップの店てん舗ぽを眺ながめながら唯里は言った。
「お前、ここ来たことあるのか？」
「一応。何年か前、家族と一緒に一、二度って程度ですけどねー。あまりの人ごみに親が音を上げちゃって」
　ここが出来たのは、確か八年か九年ほど前だと記憶している。訪れる客の多さが示すように、以降ずっと経営は順調であるらしい。
「で……月つき子こちゃんがお呼ばれしてるのはあそこですか」
　唯里の視線の先に、大きな多目的ホールがある。
　明日は派手なパフォーマンスで知られるとある政治家の講演会が予定されており、雛ひな咲さき月子がそこにゲストとして招かれているということだった。
　雛咲家は代々続く高名な政治家一族だ。いまや日本一有名な魔ま法ほう士となった月子を利用しようという大人たちの思おも惑わくが透すけて見え、嫌な気分になる。とはいえ、そこに唯里が口を出す権利などないのだが。
　当面の対処すべき問題は、その講演会に対する妨ぼう害がい行こう為いである。
　このイベントに合わせてよからぬことをたくらんでいる者がいるらしい、という情報がもたらされたのだそうだ。ドリームラグーン内において、何らかの騒さわぎが起こされる可能性があるという。自分たちの役目は遊ゆう撃げき的な立場でそれに備え、可能ならば未然に防ぐこと──そう十郎は説明した。
　そんなわけで、今日は現場の下見である。どんな事態にも素早く対応するためには、まず地理を把握しておかなければならない。警備任務の基本だ。
「……でも、よかったんですか？　月子ちゃんに言わないで」
　唯里は尋ねた。
　このところ多忙な月子は育成校外への外出が多い。今朝出るとき、ちょうど迎むかえの車に乗り込んでいた彼女と鉢はち合あわせたのである。『い、一緒にどこかにお出かけですか？』と問う彼女に、十郎は短く『ああ』とだけ言って通り過ぎた。それ以上声を掛けてきたりはしなかったが、彼女は少し落らく胆たんしているように見えた。何となく自分が涙目で睨にらまれていたような気がするが、まあそれはともかく。
「あいつには今回のことは教えていない。ただでさえストレスかかってるのに、余計な負担をかけたくないからな」
「はあ」
　月子のことを気に掛けているのは確かなようだ。それはそれで少し複雑な気分になる。
「ショッピングモール、水族館、映画館あたりの、出入りの多い建物を中心に警けい戒かいする予定だ。一応、一いつ般ぱんの警備員も動員するが、事情があってあまり大規模に人を動かすことはできない。俺たちに掛かる責任は大きいと思っておいてくれ。──じゃ、一緒に一通り回って確認するぞ」
「は、はい。一緒に、ですか？」
「お前はともかく、俺が単独でふらふらしてると目立ちすぎるからな」
　ああなるほど、自分を連れてきたのはそういう理由もあるわけだ。確かに目つきの悪い男が一人で歩いていればあからさまに不ふ審しんだろう。逆に男女の二人組ならここではもっともありふれた種類の人間となる。
　つまりカップル扱あつかいかあ、と唯里は少し嬉しくなった。
「逆に言えば俺みたいな人間が一人でうろついてたら怪あやしいってことだ。見かけたらマークすること」
「あー、私なら先生みたいな人がいたら見とれちゃうかもしれませんねー」
「……それともう一点」
　スルーされた。残念。
「視線の動きに注意しろ。買い物に来ている人間は店や品物を見るが、後ろ暗いことをしようとする人間は他人の動きを気にする。つまり、周りと違うものを見ている奴やつには注意した方がいい」
　なるほど。
「そして、私たちにも言えますね、それ」
　買い物に来ているわけではないので、目の動きが一般の客と違うものになる。
　何かをしでかそうとする人間がその場にいるなら当然警戒しているだろうから、目立たないよう注意しなければならない。
「理解が早いな。そういうことだ。特別対策局を目指すなら、覚えておけよ」
「は……はい」
　褒ほめられた嬉しさはもちろんある。だが、そのとき同時にネガティブな感情が唯里の胸に湧わき上あがった。
（──特別対策局、か）
　優ゆう秀しゆうな魔法士のみが入局を許される、国内最高の治安維い持じ機関。十郎が籍せきを置き、そして自分がずっと目標にしていた場所。
　唯里は胸中の複雑な思いを打ち消し、笑顔を作って十郎を見上げた。
「とりあえず、一緒に歩くなら他人行ぎよ儀うぎに距きよ離り取るのは不自然ですよねー。──手、お借りして構いませんか？」
「あ、ああ」
　少し戸惑ったように肯うなずくのを見て、十郎の腕に自分の手を絡める。服越ごしでも感じられるこの引ひき締まった筋肉の感かん触しよくが好きだ。
「不自然と言えばもう一つ。椎葉先生、女の子と歩いているのにむすっとしてるのは変ですよー。ほら、笑って笑って」
　十郎はにゃあと鳴けと命令された犬のような顔になった。


　ショッピングモールは地上二階建て。街中の百貨店などに比べると高さはないが、その分各階の床ゆか面めん積せきは広大である。
「エスカレーターや階段が多いですねー」
「非常口と非常階段の位置は把握しとけよ。あと、平常時と非常時両方の、客の動線の想定も」
　事が起こったときに自分がどう対処するかはもちろん、例えば爆ばく弾だんを仕し掛かけるなら、あるいは人質を取って立たて籠こもるなら、どこをどう狙ねらうのが効果的か敵の立場になって考えてみろということでもある。
　そのときふと思いつき、唯里は小声で尋たずねた。
「月子ちゃんが直接狙われる心配はないんですか？」
「目的にもよるが、狙う奴がいても不思議じゃねえな。ただ、あいつが飛び抜ぬけて優秀な魔法士であることは誰でも知ってるし、護衛も付く。直接手を出すのが難しいとなれば、周辺を狙ってダメージを与あたえるという方が優先になるだろう」
「先生は──月子ちゃんの護衛には付かないんですか？」
「専門の優秀な奴が雇やとわれてるから、別に俺がいなくても問題はないだろう」
「はあ」
「それに俺みたいなのがあいつと一緒に歩いてたら、誘ゆう拐かいで通報されかねねえしな。裏方で力になれればいいさ」
　珍めずらしく冗じよ談うだんめかして言う十郎に、それはどうかなー、と唯里は思う。
　自分では気付いていないのかもしれないが、月子といるときの彼は表情が普ふ段だんより柔らかい。少なくとも凶きよ悪うあ犯くはんと間違われることはないだろう。
　それに──警護上の問題を度外視した部分で、おそらく月子の方は十郎にいて欲しいと思っているだろうし。いやまあ、そうなっていないおかげで今自分が一緒にいられるわけだから、嬉しいことではあるのだけれど。
（特別対策局の人って、裏の、汚よごれ仕事担当って意識が強いのかなー）
　先月の事件を経験し裏の世界を垣間かいま見みた今は、そのことが少し理解できる。エリート揃ぞろいとはいっても、自分がかつて思おもい描えがいていたような──つまり、華はなやかで誰からも賞賛される正義の味方などでは決してない。
「あの──」
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「何だ？」
「特別対策局のことなんですけど、先生の立場はこれからどうなるんですか？」
　先の事件の影えい響きようで、十郎の身分は色々と複雑なことになっているはずだ。無神経に立ち入るつもりはなかったが、気には掛かる。
「さあて、どうなるんだろうな。俺にできることは何もねえし、結局は上がどう判断するかだ」
　さほど深刻に考えていないような口調で言い、十郎はこちらに視線を向けた。
「──お前さ、一いち花かが切っ掛けで特別対策局を目指してるんだったな」
「え、は、はい」
　特別対策局を目指していることはずっと公言している。かつて局に所属していた十郎の姉、椎葉一花に命を救われたのがそもそもの始まりだった。一花の死後、病院へ見み舞まいに行ったときに十郎にもその話をした記憶がある。
　しかし──
「今もそう思っているのか？」
「…………」
　即答できなかった。
　そう、ここ最近ずっと悩なやんでいたのだ。
　唯里は一花の最期を見てしまった。憧あこがれていた英えい雄ゆうの、その末路を。
　あの事件に関わったことで、様々なことを知った。知ってしまった。
　大たい抵ていの場合、理想と現実は完全に一いつ致ちするものではない。その程度のことは分かっていたし、覚かく悟ごしてもいた。だが、こんなふうに根底から自分の価値観が突つき崩くずされることは、想定の外にあったのだ。
　見たもの聞いたものは、真実の一面ではあるにしても全てではないだろう。自分の力で為せること、変えられることもあると思う。だが──特別対策局を以前と同じく無邪気に目指すことはもうできなくなっていた。
「気持ちは無くなってはいないですよ。ただ、今は先生やるのも楽しいですし、あんまり深く考えていませんねー」
　少し真情とは異なる答えを返した。正直に言えば、その世界に飛び込むのは少し──怖こわい。
「そうか。あんなことがあったから、どうかなと思ったんだが」
　十郎は淡たん々たんとした口調で言った。唯里の返答に対しては、特に喜びも落胆もしていないように見える。
「先生は──どう思います？　私は特別対策局に進むべき？　それとも止めといた方が良いですか？」
「わからねえよ」
　答えは素っ気なかった。
「能力的に言えば、望めば叶かなうレベルだと思う。が、本人にどの程度強い意志があるかが一番大事だろ。つまり、俺が決められることじゃねえ」
「……ですよねー」
　その通りだ──そう認めながらも唯里は少し気分が沈しずむのを感じた。
「まあ、もともと私、ノーテンキであれこれ悩むタチじゃないですし、決めるときが来たら、ぱしっと決めますよー」
　少し強がって、笑って見せる。内心を悟さとられたくはなかった。


　売り場を一通り回ると、十郎は唯里に一時間の休憩を指示した。
「俺はこの施し設せつ側の人間と打ち合わせをしてくる。建物の見取り図ももらってこなきゃならんしな。お前はその間、飯でも食って待ってろ。昼からはまず裏の方を見て回る」
　施し設せつ内ないには客が立ち入れない、店の従業員や出入りの業者が主に行き来する部分もある。そういうところにも警戒が必要なのだ。
　わかりましたー、と答えて唯里はフードコート内のハンバーガーショップへ向かった。結構混んでいるが、一人くらいなら座れそうだった。
　トレイを置いて席を確保し、ハンバーガーに手を付ける。が、三つほど食べたところで手が止まった。ため息が漏もれる。
　先ほどの、特別対策局についてのやり取りを思い出す。
　おそらく自分は十郎に背中を押してもらいたかったのだと思う。お前は優秀だから、こちら側に来いと言って欲しかったのだ。だが、他人の手を借りないと決断できないようなら、意味がない。確かに十郎の言うことは正しい。自分がどうなりたいのかは自分自身で決めなければならない。
　欲しい言葉を貰もらえなかった程度で落ち込む自分が少し嫌になった。
　ただ──どうしても考えてしまう。
　もし、十郎にこの話をしたのが月子だったらどうだったのだろう、と。
　十郎の答えは変わっていただろうか。もしかしたら、もっと親身になって答えていたのではないだろうか。
　自分と月子は立場も年ねん齢れいも違う。彼女は十郎に保護されて当然の人間だ。しかし──この二人にそういった理屈を越こえた、特別な絆きずなが感じられるのも確かなのだ。
（ま、二号さんでも別にいいっちゃいいんだけどねー）
　必要とされるならば。
　しかし、十郎は特別対策局を目指せとは言わなかった。ということは、唯里は十郎にとって傍そばにいてもいなくても変わらない、どうでもいい存在なのだということを意味していないだろうか。
　自分一人が取り残されたような気分になる。
「……あー、泥どろ沼ぬまだ。ダメなんだけどなー、こんな考えじゃ」
　本来うじうじ悩むキャラじゃなかったはずなのになあ。ため息をついてフライドポテトを口に放り込む。いつの間にか冷めて硬かたくなっていた。
　十郎はまだ戻もどってくる様子はない。周囲はますます人が増えてにぎやかになっていく。
　唯里はもそもそとポテトをつまみながら、ぼんやりと人の動きを眺めていた。
　と、そのとき、一人の男性が目に入った。
　歳は三〇過ぎから半ばくらいだろうか。やせ形で、どこか頼たよりないお父さんといった印象だ。ただし、周りに家族らしき人間の姿はない。まあ、奥おくさんと子どもが買い物に行っている間の時間つぶしとか、昼食の席の確保のため先に一人でやってきたとか色々なケースが考えられるわけだが。
（──なんで目に留まったのかな？）
　ふと首を傾かしげる。風ふう貌ぼうだけ見れば、さして目立たない中年男性だ。派手ななりをしていたり、飛び抜けて背が高かったりするわけでもない。ドリームラグーン内を一人で行動している男は珍しいが、それもこのフードコート付近では特別扱いするほどの要素ではないだろう。
　と、そのとき、十郎の言葉を思い出した。
（視線の動き──！）
　あの男、フードコート内を窺うかがっているが、空席、あるいは知っている顔を探すためにゆっくりと目を配ったりはしていない。むしろ、視界に入るものを一まとまりの情報として記き憶おくしているような、そんなふうに感じられる。
（おっと、じっと見てちゃ駄だ目めだ）
　唯里は男を視界の端はしに入れたまま、顔を伏ふせた。
　やがて彼はゆっくりとフードコートから離れていく。
　さて、どうしようか。危険人物と認定するほどの根こん拠きよはない。が、万が一彼がテロリストでもあったりしたら大変なことになるかもしれない。
　じっとしている気分ではなかったことも影響したのだろう、結局、唯里は席を立って尾び行こうすることにした。まあ、間違っていたとしても、損するのは自分の労力だけだ。
　対象は落ち着いた足取りで歩いている。ウインドウショッピングを楽しみながら散歩をしているといった風情だ。ただし視線の配り方はやはり他の客のそれとは違う気がする。品物や値札にはあまり目を向けていない。
　男はふらふらと服、ペットショップ、食料品、本屋、百円ショップなどを横目で見ながら通り過ぎ、やがて一軒けんの雑貨屋の前で足を止めた。ドリームラグーンのマスコットであるどりにゃんこグッズを始め、小物やアクセサリーを売っている店だ。表に大きなどりにゃんこのぬいぐるみが置いてある。
（……入るのかな？）
　唯里が首を傾げる間に、男は店の中へと姿を消した。他のどこよりも中年男性には似つかわしくない店だと思うのだが……
　少し迷った後、唯里も後に続いた。従業員口などから逃にげられても困るし、自分ならこの店の主要客層ど真ん中なので、ある程度近付いても目立たないはずだ。
　店内の広いとは言えない通路から、男の姿を捜さがす。
　あっさりとくすんだ色のスーツの背中を発見した。レジで支し払はらいをしているようだ。買ったのは……どりにゃんこのぬいぐるみだろうか。ちょうど片手で掴つかめるサイズの、一番売れ筋の商品だ。
　会計を終え、男は足を速めて店を出る。通路の人混みに紛まぎれられると面めん倒どうだ。唯里は小走りで後を追った。
　さて、どっちに行ったのかと左右を見ようとした瞬しゆ間んかん──目の前に男の背中が出現した。
「────っ！」
　回かい避ひは間に合わなかった。二人はもつれ合うようにして床ゆかに転がった。
「す、すみません！」
　反射的に謝ってから、しまった、と思う。顔を見られてしまう。急いで立ち去るべきか？　しかしそれも不自然だし──
　反応を決めかねているうちに、先に立ち上がった男が手を差さし伸べてきた。
「や、こちらこそ、ごめんね。怪け我がはない？」
「だ、大だい丈じよ夫うぶです、けど──」
　転んだときに柔やわらかいものを踏ふんだ感触があった。足元を見ると、さきほど男が買ったぬいぐるみが転がっている。どりにゃんこの右手が無残にちぎれていた。
「ああ、取れちゃったな。──あ、気にしないで。ぼーっと立ち止まってた僕ぼくも悪かったから」
「いえ──」
　唯里は頭をフル回転させる。どうする？　どうすればいい？
　──いや、どうするもこうするもない。こうなれば毒を食らわば皿まで。
　落ちていたぬいぐるみと右手を拾い上げ、周囲を見回す。
「あの、ちょっと待っていて下さいね」
　そう言って唯里は隣となりの百円ショップへ駆かけ込んだ。


「……すぐできますから、少し待って下さいねー」
「わざわざごめんね。しかし君、器用だなあ」
　針と糸でどりにゃんこを修復していく手並みを見、男は感心したように言った。
　唯里は百円ショップでソーイングセットを買い、通路のベンチに腰こしを下ろして壊こわしたぬいぐるみを繕つくろっている。
　顔を見られている以上、無理矢理立ち去ろうとしても不審を招くだけ。だから逆に開き直って会話を重ねることにしたのである。相手にやましいところがあれば話しているうちにボロを出したり、あるいは逃げだそうとしたりするだろうと読んだのだ。ついでに言えば、ぬいぐるみの腕うでをもいでしまったことに対する罪悪感もあった。
　ちなみに現在、唯里の中で男への疑いはすでにほとんど消えている。自分が百円ショップに行っている間もこうしてぬいぐるみを直している間も、まったく怪しい様子を見せずにのんびり待っているだけ、そして、実際に話してみても悪い人間だとはどうしても思えなかったからだ。
　むしろなにかこう──放っておけない頼りなさを感じる。
「お家へのおみやげなんですか？」
　針を動かしながら唯里は尋ねた。
「うん、娘むすめがいてね。ちょっと用があってこっちの方に来たもんだから、何か買って帰ろうかと思って。ゲーム好きだからソフトとかの方が喜ばれるかもしれないんだけど、ここに来たらやっぱり記念になるものがいいんじゃないかなって」
「いい選せん択たくだと思いますよー。私も昔、ここで親にぬいぐるみを買ってもらったことあります。娘さんもきっと喜びます」
「だといいけど」
　男は笑う。
　雰ふん囲い気き的には少し疲れたサラリーマンという感じ。人が良さそうで、そして何となく胃痛持ちな印象。その覇気のない姿からは、危険な気配は微み塵じんも感じられない。
　まあ、テロリストなんかがそうそううろついているわけもないよね、と唯里が思ったとき、男がためらいがちに口を開いた。
「えっと、ちょっと質問してもいいかな？」
「はい？」
「君、お父さんはいるの？　あ、もちろんいないと生まれてこないんだけど、普ふ通つうに家にいるのかな、って意味で」
「はい、いますよー」
「仲は良い方？」
「悪くはないと思いますけど」
　唯里と違い魔法の素質を持たない一いつ般ぱん人じんだが、特に壁かべがあるわけでもない。まあ、ときどき頑がん固こだったり口うるさかったりで、ケンカになることはあるけれども。
「はい、腕直りました。ラッピングもしておきますねー」
　これも百円ショップで買った袋ふくろとリボンを使って、包み直す。元々プレゼント用の包装が施ほどこされていたのだが、転んだときに破れてしまっていたのだ。
「なんか、かえって申し訳ないね」
「いえいえ、私の責任ですから」
　男はしばらく唯里の手付きを眺めていたが、再び口を開いた。
「あのさ、よかったら包み終わるまで、もう少しだけ話に付き合ってくれないかな？　あ、もちろんナンパとかじゃないよ」
　その冴さえない風貌とナンパという語のミスマッチが少しおかしくて、唯里はくすりと笑った。
「いいですよ。何ですか？」
「さっき言ったけど、僕にも九歳になる娘が一人いてね。離り婚こんした妻のところにいたんだけど、最近引き取ることになったんだ。ただ──接し方に色々悩むことが多くてね。で、ちょっと訊きいてみたくなった。娘にとって、父親にはどう接してもらうのが嬉しいものなのかなあ、って」
「んー、そうですねー。おじさんは──」
　男は苦笑して唯里の言葉を遮さえぎった。
「おじさんは止めてくれないか？　僕は乾いぬいという」
「すみません。あ、私は卯滝唯里っていいます。──えっと、乾さんは、お仕事は何を？」
「──失業中、かなあ」
　乾は少し気まずげに言った。
「といっても、アテがないわけじゃない。このあいだ知り合いに頼たのんで一つ働き口を見付けたんだ。今は試用期間みたいな感じでチャンスをもらってるところ。今日もその仕事、というか、仕事の下見をした帰り」
「そのお仕事って、どんなのですか？」
「どんなの、か……」
「あ、内容とかじゃなくて。忙いそがしいです？」
「忙しいと言えば忙しいかな、不定期でいつ呼び出されるか分からない。呼び出されたら数日帰れないこともあるだろうし。ついでに言えば、あんまり胸を張れる種類のものでもない気がする。ただ、払はらいはすごく良いし、そうなると生活も楽になるから娘にも良い物食べさせてあげられると思うんだけど」
「今現在、娘さんとは仲が悪いですか？」
「いや。普通に喋しやべるし、普通に仲良くしてるよ。ただ、ここ五年以上離はなれてたもんだから、距離の取り方が、ね」
　五年間ほとんど顔を合わさなかったのだろうか。離婚したとは言っても、子どもに定期的に会ったりすることは、珍しくないと思うのだが。
　そんな唯里の表情を見て、乾は付け加えた。
「あー、うん、色々あって、ちょっと自分の人生から逃げちゃっててね、この五年は……死んでたようなものだったんだ。今さら家族の前におめおめと顔を出すことはできないし、一度だけ我が慢まんできなくて娘にこっそり会いに行ったことはあるんだけど……何も無ければそれきりにするつもりだった」
「ということは、何か、あったんですか？」
「まあ、そんな自分の判断をものすごく後こう悔かいするようなことが、ね」
　乾は苦笑と呼ぶには少々苦すぎる表情を作った。
「最初からかなり駄だ目めな父親だったと思うよ、僕は。ずっと仕事が忙しくて、せいぜい、膝ひざの上に乗せてテレビを見たりゲームをしたりという程度のことしかしなかった。奥さんとの仲もどんどん悪くなった。挙句あの子が四つのとき、僕は勝手に姿を消した。──娘は素質判定試験に引っ掛かっててね」
「じゃあ、魔法を……？」
「いや、マナが見えるだけ。でもそのせいで散々いじめられたらしい」
　素質判定Ｅランク。魔法士という得体の知れない存在に近く、しかし攻撃に対抗する力は持たない半はん端ぱ者。とくに子どもたちのコミュニティでは迫はく害がいされることが珍めずらしくない。
「僕が護まもってやるべきだったんだ」
　呟つぶやくように言う。
「だから僕はあの子に埋うめ合わせをしなきゃならない。幸せにしてあげたい。でも、その方法がよくわからない。幸せって何なんだろうね」
　と、そこで乾は我に返ったように、唯里に視線を向けた。
「──他人に訊きくようなことじゃないよね。つまんない話してごめん」
「いえ……」
　ぬいぐるみを入れた袋の口をリボンの飾かざり結びで縛しばりながら、唯里は考える。
　確かに事情を知らない他人が無責任に立ち入るべきことではないのだろう。ただ、話を聞いていただけでもわかったことがある。大事なのはただ一点。
「だったら、一緒にいる時間をいっぱい取ってあげたらどうですか？　子どもにとってはそれが何より嬉しくて、幸せなことに決まってますよー」
「そう、かな」
「家族に限らず、近しい人にとって大事なのは一緒にいるべきときに一緒にいることです。これまで会えなかったのなら、なおさらですね」
　どうも男の人ってそういうことを軽視しがちだよね、と先せん輩ぱい教官の顔を思い浮うかべる。
「良い仕事を手に入れるより、モノやお金で贅ぜい沢たくさせてあげるより、傍にいてあげてください。それが一番ですよ。──はい、できました」
　ラッピングし直したぬいぐるみを手て渡わたした。
「そっか……そういうものか」
「そういうものです」
　唯里は微笑ほほえむ。
　と、時計を見て驚おどろいた。いつのまにか与えられた休きゆう憩けい時間が終わっている。
「すみません、私、そろそろ……」
「あ、ああ。ごめんね、引き止めちゃって。おじさんの愚ぐ痴ちに付き合ってくれて、どうもありがとう」
「いえいえ、こちらこそぬいぐるみ傷めてしまって──」
　すみませんでした、そう言いかけたときだった。
　その男の姿が視界に入った。
　二〇歳くらいの青年だ。片手に大きめのバッグを提げている。
　目に付いた理由は、乾のときと同じ。買い物に来た客にしてはどことなく挙動が不自然だったのだ。
　だが、乾とは明らかに様子が違う。その顔を見たとき、一いつ瞬しゆんで背筋が凍こおった。
　唯里は去年の秋に遭そう遇ぐうした事件を思い出す。山で自分たちを狩かろうとした、魔法士の一団──彼かれらと同じ目だ。そう、この青年は人の命をゲームのスコア程度にしか思っていないあの目をしている。
「失礼します。娘さんによろしく」
　唯里は早口で言い、返事も聞かず青年の後を追った。
　背後を気にする様子はなく、尾び行こうに苦労はしなかった。青年は売り場には目もくれず真っ直ぐ歩き、そしてやがてトイレへ続く細い通路を折れた。さすがにこれは後を追うわけにいかない。
　午前中に一帯を見て回った際、トイレの構造についても確認している。男女どちらの方にも逃げ出だせるような窓はないはずだ。
（ってことは行き止まりだから、ここで待ってれば出てくると思うけど……）
　と、そのとき──
「トイレかあ。さすがに君じゃ中には入れないね」
　背後から声を掛かけられた。唯里は思わず飛び上がりそうになる。
「い、乾さん？　なんで？」
「いや、すごく怖い顔で焦あせったように行っちゃったから、気になって」
　頭を掻かきながら言う。
「あ、あのですね、これは──」
「余計なお世話かもしれないけど、尾行中に突とつ発ぱつ的てきな状じよう況きようが起きたときは気を付けてね。迷う、焦る、うろたえる──何であっても、気付かれるような、対象の存在を意識した不自然な反応をとってはいけないよ。僕にぶつかったときみたいに。まあ、なかなか難しいことだとは思うけど」
　唯里は思わず眉まゆをひそめる。
「あなた、いったい……」
「彼が出てきたよ」
　トイレの方から青年が歩いてきた。あわてて目を逸そらせ、視界の中心に入れないようにしながら観察する。
（あれ──？）
　唯里は違い和わ感かんを覚え、すぐにその原因に気付く。青年はいつの間にか手ぶらになっていた。確かにトイレに入る前は鞄かばんを持っていたはずだ。
　乾がゆっくりとした動作で立ち上がった。
「ちょっと見てくるね」
　唯里は少し迷って、急ぎ足で後に続いた。
　男子トイレの中には何人かの男性客がいた。殺気立った様子で飛び込んできた少女の姿を見て目を丸くしていたが、今はそんなことに構っている暇ひまはない。
　ざっと見み渡わたしたところ、鞄は見当たらなかった。となると──
「ここだね」
　乾が掃そう除じ用具入れの中を覗のぞき込んでいる。そこにはあの青年が持っていたバッグがあった。置き忘れではありえない。こんな普通の利用客には用がなく、かつ見付からない場所に鞄を置き忘れる人間などいない。となれば意図を持って置かれたのは明白だった。
　確信を持って言える。これは極めて良くないものだ。
「触さわったらだめだよ」
　手を伸ばした唯里を乾が制した。
「僕らの思っている通りのものだとしたら、振しん動どうや明るさの変化に反応するセンサーが組み込まれているかもしれない。あっさりドカンといく可能性がある」
「…………」
　慌あわてては駄目だ。周囲にパニックが伝染すれば余計な犠ぎ牲せいが出る。しかしどうすればいい？　自分にはこういうものを処理するための知識も経験もない。
　唯里は少し考え携帯を取り出す。そしてその先頭に登録してる番号を呼び出し、乾に手渡した。
「椎葉、十郎？　って、これ──」
「その電話に出る人に事情を話して、来てもらってください。上手く処置してくれます。乾さんは周囲の人を避ひ難なんさせて、自分も逃げて下さい」
「き、君はどうするの？」
「犯人を捕つかまえます」
　そう言い残し、唯里は駆け出した。
　多分まだ遠くには行っていないだろう。とはいえ、ドリームラグーンのショッピングモールは広く、人も多く、視界に捕とらえることはできない。
　唯里は考える。逃とう亡ぼうを焦るような小心者ではないだろう。トイレから出てきたとき、まるでこれから起こることが楽しみで仕方ないというような表情を浮かべていた。であれば、あれが爆ばく発はつしたときのことを気分良く空想しつつ、何も知らずに買い物を楽しんでいる客たちを眺めながら、ゆっくり立ち去るのではないだろうか。なるべく人の多いルートを敢あえて選びながら。
（なら、こっち──かな）
　自信があったわけではない。だが、推測が的を射ていたのかあるいは単に幸運が味方したのか、ほどなく前方に探していた後ろ姿を見つけることができた。ちょうど北ほく端たんの出入り口から出ようとしているところだ。
　すぐ外は駐ちゆう車しや場じよう。中よりも人は少ない。声を掛けるなら今だ。
「あの、すみませーん！」
　青年は振ふり向むく。普通に笑えばそこそこもてるかもしれない、端たん正せいな顔。だが、いまそこに浮かんでいるのは皮肉げで醜しゆ悪うあくな表情だった。精神を病んでいそうな印象を受けるのは、おそらく先入観のせいばかりではないだろう。
「何か用？」
「あなた、男子トイレに何を置きました？」
　単刀直入に踏み込む。
「トイレ？」
　青年は意味が分からないというように首を傾げ、そして、コートのポケットに手を突っ込む。その表情と一連の動作があまりにも自然だったので、唯里は一瞬、自分が人ひと違ちがいをしたのではないかという錯さつ覚かくを覚えたほどだった。
　だが、コートから出した青年の手には拳けん銃じゆうが握にぎられていた。
　銃じゆ声うせい。
「────っ！」
　銃じゆ弾うだんはとっさに張った《障しよ壁うへき》に弾はじかれていた。一瞬でも反応が遅おくれていれば射殺されていただろう。
　青年は踵きびすを返して走り出そうとする。唯里は魔法回路を《見みえざる手て》に組くみ替かえ起動、相手の体を壁に叩たたきつけ動きを封ふうじた。
「くそったれ、魔法士かよ！」
　何とかして銃じゆうをこちらに向けようともがきながら、彼は喚わめいた。
「じゅ、銃を放しなさい」
　唯里は声が緊きん張ちようで震ふるえないよう努力しながら、そう警告する。
　大だい丈じよ夫うぶ。殺意を向けられるのは初めての経験ではない。以前は失敗したが、今度はちゃんと対応できる。そうでなければあの秋の事件からなんの成長もしていないことになる。もう自分は十郎を失望させたくない。
　どうやっても体の自由を取とり戻せないことを悟った青年は、舌打ちして銃を手放した。アスファルトの上に落ちたそれを、唯里は慎しん重ちように拾い上げた。無論《見みえざる手て》は維持したままだ。
　ふう、と安あん堵どの息が漏れた。
「おとなしくしてくださいね。もう逃げる方法はありませんから。──あのバッグはやはり爆弾ですか」
　青年は笑った。
「そうだよ。俺おれの最高傑けつ作さく。解除不可能なボムだ。明日、ここで魔法士が講演するんだろ？　天てん誅ちゆうを下してやろうと思ってさ」
　反はん魔ま法ほう系テロか。
「爆弾の威いり力よくはどの程度なんですか？」
「大したことない。男女トイレとその前の通路にいる奴が、確実に全員死ぬくらいかな。お嬢じようちゃんは、ボールベアリングって知ってる？　散さん弾だんで撃うたれたみたいな、穴ぼこだらけの死体ができるぜえ」
　気持ち悪い表現をする。もっとも真に気持ち悪いのはそういう話を笑ってするこの青年の精神だろうが。
　吐はき気けを覚えながら尋じん問もんを続ける。
「爆発の条件は？」
「各種センサーが組み込んであるから、下手に動かせばドカンだね。でも基本は時限式。起き爆ばくは一〇分後。今からじゃない。設置してから一〇分後だ」
　唯里は息を呑のんだ。
　あとどのくらい時間が残っているだろう。五分？　三分？
「……止める方法は？」
「さてね。いや、あるかないかで言えば、あるんだけどさあ」
「教えてください！」
　唯里の反応は青年の期待通りのものだったらしい。その笑みが深くなる。
「ね、取引しない？　解放してくれたら爆弾を何とかしてやるけど」
「…………」
　信用できない。そう思いつつも言下に拒きよ絶ぜつすることはできなかった。
　今、爆弾の下にいるのは十郎だろうか、乾だろうか。
「……どうやって止めるの？」
「携けい帯たい電話を利用した遠えん隔かく操作装置を取り付けてある。つまり、携帯から指定の信号を送ればいい。ってわけで、操作させてくれない？」
「し、信じてもらえると思ってます？」
　青年はくっくと喉のどを鳴らして笑い出した。
「なあ、魔法士ちゃん、お前今、迷ってるだろ」
「…………」
「落ち着いて柔じゆ軟うなんに考えてみようよ。俺の作った爆ばく弾だんを止めるにはな、停止信号を送るしかない。どんな解体名人でも一〇分で止められるような作りにはしてないからねえ」
　自分がその場にいれば《障しよ壁うへき》で爆発から身を守ることができる。だが十郎はどうだろう。自分より経験も勇気もある優ゆう秀しゆうな人だが、魔法の能力には恵めぐまれていない。乾はもちろん論外だ。
　警告しようにも携帯電話は手元にない。全てが裏目に出ている。
「放っておけば爆弾は確実に爆発する。だが、俺に任せればもしかしたら停止させるかもしれない。俺のことを信じる信じないは勝手だが、爆弾を止められる可能性が残るのは、俺を解放した場合のみだ。──全ての結果はお前の判断に係かかってる。さあ、どっちを選ぶ？　急がないと時間切れになるぞ？」
　唯里は息が詰つまるような焦しよ燥うそうを覚えた。
　どうすればいい？　どっちが正解だ？
　迷っている間にも、容よう赦しやなく時間は経過する。唇くちびるを噛かむ。そして──決断した。
　何もしないで最悪の結果が出るのを待つより、一か八か良い結果が出る可能性に賭かけた方がましだ。
「……携帯はどこですか？」
「服の右ポケット」
　唯里は《見みえざる手て》を調節し、彼の右手を自由にする。
　青年は携帯電話を取り出す。
「ありがとうよ。勇気ある選択に敬意を」
　そして笑みを浮かべた。
「ま、残念ながら不正解なんだけど」
　言い終えるとボタンが押おされる。同時に遠くからずん、という地じ響ひびき。
　唯里は血の気が引くのを感じた。
「あなた、だ、騙だまして──」
「騙してないさあ。停止装置がついているのはホント。この携帯から停止させることができるのもホント。でも俺は停止装置を作動させるとは一言も言ってない。『何とかしてやる』とは言ったけどね。だから起爆させることで『何とかした』。──なんで起爆装置も付いてる可能性を考えないのかねえ、お・間ま・抜ぬ・け・さ・ん」
　青年は舌を出して嘲あざ笑わらった。
　目の前が真っ暗になった。自分のミスだ。犠ぎ牲せい者しやは何人だろう？　そして十郎は──
　集中が途と切ぎれた。《見みえざる手て》が消える。青年が背中を向けて走り出す。
　──ああ、犯人が逃げようとしている。
　唯里は他人事のように考えた。
　人殺しを何とも思っていない男が逃げようとしている。
　十郎を殺したかもしれない男が逃げようとしている。
　自分のせいで。自分が失敗したせいで。
　いいのか？　このまま見過ごすのか？
　否。それはできない。
　ではどうする？
　特別対策局を目指す人間なら、答えは決まっている。
　手を汚よごせ。
　そういう世界に、十郎の側に行きたかったのだろう？
　なら、踏み出せ。
　そう、自分はバカで、能天気で、物事を深く考えたりしない。
　だから深く考えず──今、殺そう。
[image: 画像]
《魔ま弾だん》の魔法回路を生成。逃げる爆ばく弾だん魔まの背中に照準を合わせる。この距離なら余よ裕ゆうで上半身を吹ふき飛とばせるだろう。
　生成完かん了りよう。起動──
　その瞬間だった。
「卯滝！」
　怒ど鳴なり声ごえに、はっと目を見開く。
　魔法回路が壊される。マナが大気中に散ってゆく。
　同時に銃声。逃げていた青年が足を撃ち抜かれ、地面に転がった。
　すぐさま駆け寄より拘こう束そくする人ひと影かげを見、唯里は思わず声を上げる。
「せ、先生？　どうしてここに？」
「お前の携帯から知らん男の声で電話があった。お前が一人で凶きよ悪うあ犯くはんを追っていったから、助けてやってくれと言われたんだ。説明しろ。何があった？」
「え、えっと──」
　頭が混乱して上手く言葉が出てこない。
　そうだ、そういえば──爆弾。あのトイレの爆弾は、いったいどうなった？
　爆発したのか？　犠牲者は──？


　悪態をつく青年をかなり手て荒あらな方法で十郎が黙だまらせ、ガードマンに引き渡わたした。
　そして、二人は爆弾の置かれたトイレへと足を急がせる。唯里は道すがら、簡単に状況を説明した。
「……あいつ〝大おお祓はらえ〟の残党だな、爆弾屋だ。手配書を見たことがある」
　反魔法系のテロ組織だ。少し前に幹部が一いつ斉せいに逮たい捕ほされ壊かい滅めつしたはずだが、密かに活動する生き残りはまだ存在するらしい。
「思想も主義主張も関係なく、人間を爆殺することしか頭にない異常者だ。五回くらいは死し刑けいになっててもおかしくない奴やつだな。──卯滝、簡単に犯罪者の要求を呑むな。あいつらはまともな取引をするつもりなどないと思っとけ」
「すみません……」
「だが、それ以外の判断は別に間ま違ちがってねえよ。必要以上に責任を感じるな」
　爆発の阻そ止し、犯人の逮捕、どちらも完かん璧ぺきにこなすのは難しかっただろう。しかし、それでも唯里は自分を責めずにはいられなかった。
　現場には人だかりができていた。警察と消防はまだのようだ。
「特別対策局だ」
　野次馬を整理していたドリームラグーンの職員に十郎が身分証を提示し、奥に入った。
　唯里も後に続く。中はひどい惨さん状じようだろう。壁や天てん井じようがめちゃくちゃなのはもちろん、犠牲者の無残な遺体を見ることになるかもしれない。
　俯うつむいてトイレに入り──意を決して顔を上げる。
「──え？」
　そして目を疑った。爆発前に見たのとまったく変わらない光景がそこにはあった。
　壁も、個室の仕切りも、天井も、傷一つついていない。違ちがうところと言えば、床に黒く焦こげたバッグの残ざん骸がいと、無数の小さな丸い金具が転がっていることくらいだろうか。
「ボールベアリングだな。殺傷効果を高める目的で爆薬と併へい用ようされる。爆発と同時に飛び散って、人体に穴を空けるんだ」
　そういえば、あの犯人がそんなことを言っていた。
「しかし、部屋のどこにもまったく傷が無いというのは──ありえない」
　十郎が難しい顔で呟つぶやきながら、壁のタイルを指でなぞった。
　そのとき唯里の背後から声が掛けられた。
「あの、卯滝さんですか？」
「は、はい、私ですー」
　ドリームラグーンの職員が見覚えのある携帯を持って立っていた。
「乾さんという方から、これを返しておいてくれということで、お預かりしていたんですけど……」


　犯人を警察へ引き渡し、現場検証と事情聴ちよ取うしゆに協力。一段落して一息つくと外はすでに日が暮れていた。
　唯里は十郎と一いつ緒しよにドリームラグーン内のファミリーレストランで夕食を取っている。望んでいた二人きりでの食事だが、肉体的にも精神的にも疲つかれ切きっていて食欲はあまりない。
「……よく食うな、相変わらず」
　何か不本意なことを言われた気がするが、唯里は聞こえなかったことにして、パスタをつついた。
　爆弾は結局ただの一人にも傷を負わせてはいなかった。
「──それで、わかってるのは乾って名前だけか」
「ちょっと話しただけでしたからねー」
　彼が魔法士であるのは間違いない。おそらく《障しよ壁うへき》で爆弾を包み込んで被ひ害がいが外に及およばないようにしたのだ。ただし、《障しよ壁うへき》の強度にむらがあった場合、弱い部分に力が集中してかなり危険なことになるらしい。おそらく相当技術に自信のある、熟練の魔法士だろうと十郎は言った。
「椎葉先生は、心当たりないんですか？」
　腕のいい人間はどこの世界でも名前が売れているものである。少し考えて十郎は肯いた。
「『この五年は死んでいたようなもの』と言ったんだったか？　なら心当たりがなくもない。でも確証はねえし、これ以上は考えても無む駄だだな。まあ、俺たちもドリームラグーンの客も、色々な意味で運が良かったということだ」
　そういうものだろうか。どうにもすっきりしない気もする。
　ただ、彼の身の上や娘のことについての話に嘘うそはなかったと思う。あの親子の上に幸せがありますように──そう唯里は心から祈いのった。
「しかし、下見が進まなかったな。本番は明日なんだが」
　十郎はふうと息を吐いた。
「まあ、夜中を利用してやるしかないか」
「え？　今日の、あの爆弾の人が犯人じゃないんですか？」
　月子の出席する講演会を潰つぶそうとしていた反魔法テロ組織の生き残り。事前情報通りなら彼が逮捕されたことで話は終わるはずだ。
　だが十郎は首を横に振った。
「違う。本来は、明日、雛咲の出る講演会の最中に騒さわぎが起こるという話だった」
「えっと……そこまで正確にわかるものなんですか？」
　十郎は少し迷うそぶりを見せ、雛咲には言うなよと前置きして話し始めた。
「あいつの祖父が政治家だってのは知ってるな？　自分の人気取りのために雛咲を利用しようとしているのも」
　唯里は肯く。
「今回、その雛咲伊い蔵ぞうはあるイベントの計画を立てた。筋書きはこうだ。──雛咲月子が参加していた講演会、その会場であるドリームラグーン内で偶ぐう然ぜんにも騒ぎが起こる。この騒ぎは火事、強ごう盗とう、爆弾、まあ派手なパニックが引き起こせれば何でもいい。大混乱に陥おちいる買い物客たち。しかし、そこにさっそうと話題の少女魔法士が現われ、見事に事態を収拾する」
　唯里は言葉を失った。何なのだ、それは。
「有名施設だからニュースにも大きく取り上げられることになるだろう。また、ここは過去に一度でかい放火立たて籠こもり事件が起こっているから、災害時の避難マニュアル等、防災体制が整っている。万が一雛咲が何か失敗しても被害は最小限で済むはずだ。その場合はまあ報道はされないだろうがな」
「ひ、ひどい自作自演じゃないですか。月子ちゃんはそのことは……」
「もちろん知らない。だからお前に口止めしたんだよ。もっともあいつは、そういう計画の存在に関係なく全力で人助けをしようとするだろうし、だからこそこんな茶番が仕組まれることになったんだろうさ」
　十郎は卓たく上じようの水を一口飲んで、続ける。
「俺はこの話を雛咲の親父、雛咲拓馬から聞いた。で、この愚ぐ行こうを潰してくれと依い頼らいされた。あそこの家にも色々事情があるんだろうが……そんなこと関係なく、自分の生徒が利用されるってのはムカつく話だからな。表に出るのは雛咲の選んだ道ではあるが、こういう扱あつかいはさすがに限度を超こえてるし、知れば傷つくだろう。だからあいつには何も知らせず、片付けたかったんだよ」
「理解しました」
　唯里は言った。十郎の考えには全面的に同意する。彼かの女じよは自分の教え子でもあるのだ。
　──とはいえ、やはり一いち抹まつのうらやましさを感じずにはいられないのだが。
（椎葉先生に大切にされてるんだなー、月子ちゃん）
　小さなため息が漏れた。
「というわけで、あの元〝大祓〟の爆弾魔は飛び入りのゲストだったってことだ。今日事件を起こす意味はないし、自作自演にしては爆弾が洒しや落れにならないレベルのものだったからな。まあ、首しゆ尾びよく捕まえられたのは何よりだ。──ところで卯滝」
　急に十郎の声が真しん剣けん味みを帯びた。
「は、はい」
「お前、あいつを殺そうとしたよな？」
　周囲の客に聞かれないよう声を落していたが、その言葉ははっきりと唯里の耳に届いた。
「…………すみません」
　平常心を失っていたとはいえ、魔まが差したというか、どこかおかしくなっていたとしか思えない。十郎が止めてくれなければ、確実に実行していただろう。
「別に責めてるわけじゃねえよ」
　十郎は肩かたをすくめる。
「特別対策局ってのは、そういうのが当たり前の世界でもあるしな。お前が本気でこっち側に来る気なら、いつか経験しなきゃならねえことだ。──でもな、覚かく悟ごが定まってねえなら、やってから後悔しそうなら、踏み込むな」
「……それは、私は特別対策局に進むべきじゃないって意味ですか？　覚悟が足りていないから？」
　認めるのは自分を否定されたようで辛いが、そう言われても仕方ないとは思う。
「そうじゃねえよ」
　だが、十郎は言った。
「今、覚悟を決める必要はないってだけだ。お前、先生やるのも楽しいって言ってたよな？」
「は、はい」
「この先ずっと教官やってても構わない。出雲いずも井いみたいに日の当たる場所でまっとうな魔ま法ほう士の道を究めるのもいい。時間も選せん択たく肢しも無限にあるんだ。引き返せない裏道一つに進路を決めてしまう必要はない。──正直、俺は羨うらやましいんだ」
「羨ま……しい？」
「ガキども教えるのは、俺にとっても結構楽しい。出来の良い奴も、出来の悪い奴もそれなりに可愛い。だからときどきどうしようもない気分になることがある。俺が、俺なんかが血ち生なま臭ぐさい手でこいつらに触ふれていいのか、ってな」
　淡たん々たんと十郎は続ける。
「雛咲なんかは、あの歳としで自分の進む道を決めちまった。あいつの意志以外にも色々な事情が絡からんだ結果とはいえ、ある意味不幸なことだな。誰だれの前にも色々な道があって、誰もがどれかを自分の意志で選ぶ、それが普通なんだ。確信が伴ともなってるなら何度変えてもいいし、後あと戻もどりしてもいい。それは逃げとは言わない。つまりな、お前はもっと迷っていいんだよ」
「……迷った末に、やっぱり特別対策局を選んでも？」
「後悔しないなら、いいんじゃねえか？　それがお前の道だったってことだ。そうなったら、俺のところに来いよ。知っている限りのことを教えてやる。──でも、それが今すぐである必要はないってことだ」
「…………」
　なんだ、と唯里は思う。
　なんだ、この人、ちゃんと私のことも心配してくれているじゃないか。どうでもいいってわけじゃなかったんだ。
　もちろん、具体的に何が解決したわけでもない。魔法士として生きていくなら自分はこれからも悩むだろうし、苦労するだろうし、努力を要求され続けるだろう。
　それでも、目の前にかかっていた霧きりが少し晴れたような気がした。
「そうします。アドバイスありがとうございましたー」
「ああ。ただ、そうは言ってもこっちの世界でしか生きられない種類の人間もいるのは確かなんだが──」
　十郎は何かを思い出すような顔をする。が、それも一瞬のことだった。
「まあ、お前は違うな。──話が逸れた。そういうことで、何かあるとすれば明日、講演会の時間中だ。悪いがもう一日付き合ってくれ」
「はい！　わかりましたー！」
　そのとき、唯里はふと思った。
　ドリームラグーン内で騒ぎを起こす役は、魔法を使える人間が務めれば色々と便利なのではないだろうか。例えば火事を起こすにしても、道具は必要ないし、規模や位置を都合のいいように調節できる。
　つまり──実行役として、魔法士が雇やとわれていることは十分考えられる。
　唯里の脳裏に、頼たよりなさそうな笑みを浮かべた男の顔が浮かぶ。仕事の下見の帰りで、娘むすめとの関係を気にしていた、あの男。
　何となく──明日は何事も起こらない気がした。
「明日の夜は、俺が護衛を引ひき継ついで雛咲を親父さんのところに送っていくことになってる。お前は講演会を無事乗り切った時点で、バスか何かで引きあげてもらって構わない。で、今夜なんだが──悪いが、寮りようまで送っていく暇はなさそうなんで、近場でホテルを取った。今日はそこに泊とまってくれ」
「え、お、お泊まりですか？」
「俺は徹てつ夜やになるから、明日の朝、また迎むかえに行く」
「……なーんだ」
「何か言ったか？」
「いえいえ、何も。あ、じゃあ、店が開いてるうちに、ちょっと着き替がえ買ってきますねー。先生も一緒にどうですか？」
「俺はもともと徹夜の可能性も考えてたからな。ここで館内の見取り図をチェックしておく。一人で行ってこいよ。ああ、費用は後で請せい求きゆうしてくれていい」
「了りよ解うかいです。じゃ、ちょっと行ってきますねー」
　唯里はレストランを出てショッピングモールに向かった。
　どちらかというと買い物には悩なやまない方である。ぱぱっと決断し、ぱぱっと購こう入にゆうする。一度くらいは想い人と仲良くショッピングなどという経験もしてみたい気がするが……まあ、それはまたの機会に取っておこう。明日も一緒に仕事ができることだし、当面はそれだけで十分幸せな気分になれる。
（ただ、今、先生が一番一緒にいてあげるべきなのは、やっぱり月子ちゃんなんだろうなあ）
　月子はしっかりして見えるが、支えがないとぽっきり折れてしまうようなもろさも持ち合わせている。十郎は十郎で他人に力を貸すことを惜おしまない人間だが、ときどき相手が本当に求めているものを洞どう察さつする能力に乏とぼしくなる。
　乾のような親子関係に限った話ではない。お互い大切な人間なら、できるだけ傍そばにいるべきなのだ。シンプルかつ重要なことなのに、男の人がしばしば忘れがちになるのはなぜなのだろうか。
　と──唯里は歯ブラシを買い物カゴに入れようとした手を止めた。頭にある考えが閃ひらめいたのだ。
「そだね、これはやってみる価値あるかも」
　うん、と肯うなずく。
「二日間も独ひとり占じめしちゃうわけだし、少し月子ちゃんにもお裾すそ分わけしてあげよう」
　そして唯里は機き嫌げん良よく鼻はな唄うたを歌いながら、頭の中で必要なものをリストアップし始めた。
五話　愚ぐ者しやの見る夢





　アメリカ合衆国を表現する言葉に、〝人種のるつぼm  e  l  t  i  n  g     p  o  t〟というものがある。
　るつぼというのは様々な物を放り込み、熱してどろどろに溶とかす容器のことを言う。つまり、多様な人種、多様な文化が混在している状態を言い表しているわけだ。
　近年では〝サラダ鉢s a l a d   b o w l〟という言い方もするらしい。混在はしても溶け合ってはいないという意味では、こちらの比ひ喩ゆの方が適切なのかもしれない。
　いずれにしても街の風景からして日本とは大きく違う。
　世界有数の軍ぐん需じゆ企きぎ業よう、プロジェクト・マクスウェル社──その本社ビル応接室の大きな窓から外の景色を眺ながめ、能の勢せ和かず希きはそんなことを思う。
「いかがです？　この国にはもう慣れましたか？」
　アデルが目の前にコーヒーを置きながら言った。
「余よ所そ者が溶け込みやすいところですね。嫌きらいではありませんよ」
　能勢はそう答えた。
　不満といえば、することがなくて退たい屈くつなことくらいだ。
　日本を出てＰＭ社を訪ねてから約一ヶ月。ようやく社長のチェスター・マクスウェルから呼び出しがあったので、本社までやってきたのである。
　目の前の女性、アデル・クァンはＰＭ社側の世話役だ。正確なところは知らないが、おそらくまだ少女と呼んでもいいくらいの年ねん齢れいだろう。魔法士。英国と香ほん港こんのハーフ。細身の体たい躯く。中性的に整った顔立ち。やや色素の薄うすい黒くろ髪かみと黒い目。優しげな笑顔。
　もっとも彼女に関して言えば、その表情が内面を映し出したものでないことを能勢は知っている。笑顔のまま人を殺せる種類の、破は綻たんした人間だ。その点では自分とよく似ているのかもしれない。
「申し訳ありませんが、マクスウェルの手が空くまでまだしばらくかかりそうです。あと二〇分ほどお待ちいただけますか？」
「さすがに世界を股またに掛ける大だい企きぎ業ようの社長さんですね。構いませんよ。のんびり待たせていただきます」
　一礼してアデルが部屋を出ていくのを見届け、能勢は目を閉じる。
　日本を出るのに一大決心が必要だったかといえば、実のところそうでもなかった。捨てることをためらうほど価値のあるものを、自分は何一つ持っていなかったのだから。
　──ただ一つの例外を除いて。
　ある男の顔が浮かぶ。彼は、今、日本でどうしているだろうか。
（約二年間の付き合いでしたっけね──）
　長いと言うべきか、短いと言うべきか。いずれにしても過去形だ。
　出会ったときのことが、ゆっくりと記き憶おくの中で再生された。


＊　＊　＊


　二階の窓のそば、拳銃を構えながら外を窺うかがっているのが一人。
　部屋の奥おくで人質に包丁を突つきつけているのが一人。
　なぜ無駄な抵てい抗こうをするのだろう、と能勢は思う。逃にげきれるはずもないのに。
　まあ、見方を変えれば、そのおかげで自分が力を振るう機会を与あたえられているわけで、感謝するべきなのかもしれないが。
「突とつに入ゆう許可おりました」
　四〇歳くらいの逞たくましい体つきをした機動隊の責任者がそう言った。能勢は小さく肯き返す。
「了解。ご苦労様です。では、すぐに終わらせますので、下がって見ていて下さい」
「……本当に大だい丈じよ夫うぶですか？」
　彼の発したその質問は、あるいは無礼なものであったのかもしれない。だが、気にしないことにする。二〇歳に満たない小こ僧ぞう一人にこの場の全てを任せるなど、常識的な神経をもっていれば不安にならない方がおかしいのだ。
「大丈夫ですよ。魔法の力をとくとご覧下さい」
　能勢は微笑んでみせた。
　逃とう走そう中の銀行強盗二人組が民家に押し入いり、家にいた主婦を人質に立て籠もったのである。すぐに機動隊が包囲したものの、状況は膠こう着ちやくし手て詰づまりの様相。それで特別対策局に依頼が来たというわけだった。
　そのときちょうど手の空いている魔法士は能勢だけだった。局長の淵ふち上がみは渋しぶっていたが、要請を断ったり無視したりするわけにもいかず、こうして派は遣けんされてくることになったというわけである。
「さて。ちょっとパトカーの屋根お借りしますね」
　危ない！　という声を無視して軽やかに飛び乗る。と、二階の男が何か喚いて発はつ砲ぽうしてきた。だが弾だん丸がんは能勢の眼前で火花を上げて弾かれる。
「なかなか良い腕うでだ。それともまぐれでしょうかね。いずれにしても、殺す気で抵抗するつもりなのはわかりました」
　地上約一・五メートルの踏ふみ台だいの上に立つと、二階がさらによく見通せる。
「殺意には殺意を。自業自得なので恨うらまないでくださいね。──《大おお顎あぎと》」
　一瞬で魔法回路を生成、起動。
　二階の窓と壁かべがまるで不可視の顎あごに食い取られたように消失した。銃を持っていた男の上半身ごと。
　その場にいる全員が声を失うなか、能勢は軽く飛んで壁のあったあたりに着地する。すぐ傍そばに男の下半身があった。血を迸ほとばしらせながら直立しているのは、なかなかに滑こつ稽けいな光景だ。
　残る一人の犯人と人質の中年女性は、ぽかんと口を開けてこちらを見ていた。
「抵抗を止めて包丁を捨ててください。残念、捨てませんか。では《大おお顎あぎと》」
　声とともに、男の右手の肘ひじから先が包丁ごと消え去った。
「い──う、うで──」
　男は愕がく然ぜんとした表情で自分の腕に視線を送る。状況がゆっくりとその単純な脳に浸しん透とうし始める。口が大きく開かれた。
「う、う、う、うう、うで、うでが、ああ、ああああああいぎゃァぁアぁぁぁぁああぁぁぁあああああぁアぁっ！！！！」
「うるさいですね」
　調子の外れた悲鳴を上げる男の襟えり首くびを《見みえざる手て》でひっつかみ、外へ放り出す。ややあって〝ドゴン〟という音。狙ねらい過あやまたず、パトカーの上に落下したようだ。警官たちが慌てて駆け寄るのが見えた。
　これで任務完了。
「お怪け我がはありませんか？」
　蒼そう白はくな顔で立ち尽つくしている主婦に視線を向け、穏おだやかに微笑みかける。
「特別対策局の者です。怖こわかったでしょう。もう安心ですよ」


　内閣府特別対策局。人呼んで『国内治安維い持じの最終兵器』。他部署の手に負えない災害、犯罪等を処理する、特に優秀な魔法士が選せん抜ばつされ組織されている機関である。
「──だからお前は送りたくなかったんだ」
　淵上竜りゆ生うせいはため息をついた。人生の辛しん酸さんを舐なめ尽くしたかのような表情で、眉み間けんに皺しわを刻んでいる。今年四〇歳になる、この部署の最高責任者だ。
「正式な抗こう議ぎではないが、警察の方から散々嫌いや味みを言われたぞ」
「なぜです？」
　能勢は首を傾かしげてみせた。
「私はちゃんと仕事をしたと思いますが」
「一人殺しただろう」
「拳銃を持っていましたからね。私だけではなく、人質や機動隊の方に被害が出る可能性がありました。最初から命を奪うばおうと思っていたわけではありませんが、やむを得ない措そ置ちだったかと」
「説得力がないとは思わんかね？」
「いえ、まったく。その証しよ拠うこにもう一人の犯人はちゃんと生いけ捕どりにしたでしょう？」
「その生き残った方の犯人をぶん投げてパトカーを損壊させた」
「一刻も早く人質から引き離はなさなければなりませんでしたし、不本意ながら傷を負わせてしまいましたから、早急に搬はん送そうして手当をする必要がありました。以上の理由により、最短距きよ離りで外へ運んだだけです」
「……まったく、ああ言えばこう言う」
　淵上はもう一度ため息をついた。
「お前の能力ならもっと丸く収めることができただろうに」
「でも、この程度の被害なら処しよ罰ばつ対象にはなりませんよね」
　能勢は穏やかな表情を崩くずさず言った。
　相手が発砲していたこと、人質に差さし迫せまった危険があったことはあの場にいた全員が認識している。感情的な反発こそあれ、能勢が責めを負う理由はなかった。少なくとも公的な基準においては。
「まあ、そうなんだけどなあ。せめてそのむやみやたらに血を好む癖くせ、治そうよ。ストレスで俺の胃い壁へきが大量出血を起こしそうになる」
「ご冗じよ談うだんを」
　能勢は苦笑した。
「この程度で胃い潰かい瘍ようを起こすなら、局長など務まりませんでしょう？」
　淵上は、数年前の、一線級の特とく殊しゆ執しつ行こう官かん八人を失ったあの事件から局を立て直した功労者である。のらりくらりと捉とらえ所どころのない交こうし渉よう術じゆつを駆く使ししながら上や下をうまくコントロールする、老ろう獪かいな男だ。
「それに私は別に血を好んでいるわけではありませんよ。結果的になぜかそうなることが多いというだけです」
　能力的な観点から言えば、能勢は特別対策局の中でも突とつ出しゆつしている。特別高等育成校在学中に入局し、在職期間はまだ一年に満たない最年少局員にもかかわらず、そのことはすでに周囲の意見の一いつ致ちするところだった。
　功が優れば、多少の減点要素は大目に見てもらえるもののようだ。別に能勢がそうしてくれと頼たのんだわけではないが、上の方が自分にそこまでの価値を認めているなら、ありがたく利用させてもらおうと考えている。欲求を満たすために。
「言っても無駄なのは分かってるから、もういいよ。愚痴っただけだ。──本題はこっち。今度新人が入ることになってな」
「はあ」
「歳はお前と同じ一九だ。強きよう襲しゆう系。そのうち組むこともあるかもしれん。まあ、仲良くしてやってくれ」
　淵上はバサリと資料を投げてよこす。
　一口に魔法士と言っても様々な専門分野がある。医いり療ようであったり、探査や調査であったり、製造や加工であったり──。強襲系というのは、能勢と同じく戦せん闘とうや制圧を得意とするということを示している。
　能勢は基本的に他人とのコミュニケーションに興味を持っていない。おまけに戦せん闘とう狂きようという性せい癖へきが知しれ渡っているため、積極的に近寄ってくる者もいない。
　そんな自分に言っても仕方ないだろうにと思いながら資料を手に取る。まあ、その歳でここに採用されるのなら相当に優秀なのだろうし、いい稽けい古こ相手になりそうなら仲良くする価値もあるのかもしれないが。
「……何ですか、これ」
　しかし、資料を見た能勢は思わず眉まゆをひそめていた。
「他の項こう目もくはどうでもいいですけど──素質判定、Ｄ？　魔法が使えるかどうかも怪あやしいレベルではないですか、これは」
「他の部分が評価されたんだ。ま、おいおいわかるだろ」
　淵上は呑のん気きな顔で言った。


　それからほどなくして、局長の言葉通り新人が配属されてきた。
　椎しい葉ばじ十ゆう郎ろうというその男は、目付きが悪く無口で無愛想だった。人付き合いが悪く、なぜか二匹ひきの小さなハムスターを常に連れ歩いていた。
　変人だという評判が広まるのに時間は掛からなかった。
　細身ながら体格はそこそこ良く、鍛きたえられてもいる。格かく闘とう技術に優れ、魔法を使わない戦闘訓練ではなかなかの強さを見せた。反面、魔法ありとなるとほとんど他の局員に歯が立たなかった。何よりも速さが重視される近接戦闘において、実用に足る速度で施呪キヤステイングすることができないからである。このあたり、Ｄランクという素質の無さが如によ実じつに影えい響きようしていると言えるだろう。
「ぐっ！」
　蹴けりが腹に入る。呻うめき声を上げ十郎が体を折ったところを、野の々の崎さきは襟首を捕まえ地面に叩きつけた。屋外教練場の足場には砂が敷しき詰められてあるとはいえ、結構なダメージになっただろう。
「おいおい、もう終わりかよ。立てよ、さっさと」
　ニヤニヤと笑いながら野々崎が言った。
　特別対策局所属の特殊執行官。常にアルコールを体内に摂とりこんでいる中年男だ。人格、行動には問題が多いものの、局内においては能勢に次ぐ戦闘能力を誇ほこる優れた魔法士でもある。
　新人に稽古を付けてやるという名目で、彼が十郎をいたぶっているところだった。数人の局員が見物している。
　技術を云うん々ぬんする以前に、まず基本的な部分でお話にならないな、と能勢は思った。
　十郎が一つ《魔ま弾だん》を撃うつ間に、野々崎は何発も連射できる。十郎が掌てのひら一つ分の大きさの《障しよ壁うへき》を張る間に、野々崎は全身を覆おおう不可視の壁を構築できる。身体能力や格闘技術が多少優位だったところで、魔法の前では何の意味もない。
　能勢は一つ欠伸あくびをした。この若さで特別対策局に入るというのはそれなりに異例のことであるから、素質判定が悪くとも何かとりえがあるのではないかと思ったのだが──どうやら興味を抱いだく価値はなさそうだった。
「何だ、結局姉の七光りか？」
　野々崎が倒たおれた十郎の頭を蹴る。その言葉に反骨心を刺し激げきされたのか、十郎は地面に血の混じった唾つばを吐いて体を起こした。
　無駄だから寝ねてればいいものを、と冷ややかな視線を送り、そしてふと気になって隣となりで見ていた同どう僚りように問とい掛ける。
「姉の七光りって、何のことです？」
　同僚は、知らないのか？　と驚おどろいたように言い、解説を聞かせてくれた。
　十郎の姉はかつてこの特別対策局所属の魔法士だった。類のない天才で極めて優秀、その筋では名前の知られた人物だったらしい。
　数年前に海外で八人ほどまとめて殉じゆん職しよくした事件があっただろう、と言われて思い出した。そう言えば椎葉一いち花かという名前は聞いたことがある。魔法士の中でも極めて稀きし少ような複数マルチ施呪者キヤスター。なるほど、この目の前で這はいつくばっている彼の姉だったのか。
（温情人事ってことですかね？）
　姉が国家のために殉職したから、弟に良いポストを与えてやったとか。またも殴なぐり倒される十郎を眺めながらそんなことを思う。上の考えることはよく分からない。
　正午を知らせる時報が鳴った。それを機に見物していた局員たちは引き上げ始めた。
「おらよ、飯前のラストッ！」
　野々崎の繰くり出だした拳こぶしに、十郎が何度めかのダウンを喫する。
「まったく、訓練にもなりゃしねえ。──なあ、お前の姉貴もほんとは大したことなかったんじゃねえのか？」
　その言葉にぴくりと十郎の肩が震ふるえた。
「写真見たことあるけどよ、いーい体してたじゃねえか。あれを利用して、よいお給料もらえる仕事を確保したんじゃねーの」
「…………」
「まあ、誰とでも腰こし振ふるような女だったら、俺も一度お相手を──お？」
　十郎が倒れ伏ふしながら手を伸のばし、野々崎の足首を掴つかんでいた。
「……取り消せよ」
　散々叩きのめされた新入りは、手を突いて立ち上がろうとしていた。
「俺に対する言葉はどうでもいい。でも一花への侮ぶじ辱よくは取り消せ」
　野々崎は面白そうに笑った。
「いい顔するじゃねーか。じゃあ、徹てつ底てい的てきにぶちのめしてから飯に行くとするかなあ！」
　やれやれ、と思う。
　頭に血を上らせ実力差のある相手に挑いどみ掛かるのは、得策と言えない。魔法士としての能力も判断力もここに来るレベルではないということだ。完かん膚ぷ無なきまでにやられ、そのことを悟さとるのが本人のためだろう。
　その先を見る必要も感じなかったので、能勢は背を向け歩き去った。


　──奥おく歯ばを二本、及び右手と両足を叩き折られた状態で野々崎が医務室に担ぎ込まれたのは、そのわずか一五分後だった。


「隣、よろしいですか？」
　廊ろう下かのベンチで缶かんコーラを飲んでいた十郎にそう声を掛けると、能勢は返事を待たず腰こしを下ろす。
　相手は険悪な視線を向けてきたが、口に出しては何も言わなかった。
「このところ、出動機会がなくて退屈ですねえ。もちろん、私たちが暇ひまだというのは、世の中にとっては良いことなんですが」
「…………」
　十郎は話しかけられることに迷めい惑わくそうな顔を見せる。能勢は無視した。
「実戦の勘かんは実戦でしか養えません。やはり私は平和より絶え間なく自分を磨みがき上あげることのできる環かん境きようを求めますね。あなたはどうです？」
「…………」
　返答はなかった。
　十郎が野々崎を叩きのめしてから三日が経過していた。
　淵上は内輪もめで怪け我が人にんが出たことに苦り切った顔をしていたが、それまでに野々崎がやりすぎていたということもあり、結局訓練中の事故ということで処理した。十郎への処罰は口頭での注意に留とどめたようである。
　ちなみに野々崎は医いり療よう魔ま法ほうによる治ちり療ようを受け骨折は完治したものの、現場復帰まではまだ数日かかるということだった。
　局員たちの興味は何が起こったのかということに集まった。
　人望はともかく戦闘に関しては局でも屈くつ指しの実力を持つ野々崎である。それが素質判定Ｄランクの小僧に完膚無きまでに叩きのめされるとは、いったいどうしたことか。どんな戦いが行われたというのだろう。
　得意分野で言い訳のできない完敗を喫きつした野々崎はもちろん、愛想や協調性というものを欠片も持ちあわせていない十郎もわざわざ勝負の状況を語ろうとしないため、真相は藪やぶの中となっていた。
「お姉さん、ずいぶん優ゆう秀しゆうな方だったそうですね」
　能勢は話題の切り口を変えてみた。
　すると反応があった。相手の表情がわずかに動いたのだ。
「……一花を、知ってんのか？」
　初めて十郎が言葉を発した。
「直接面識はありませんけどね。私が入局したのは、殉職された後だったものですから」
「優秀、か。会ったこともないのになぜわかる？」
「経歴を拝見したんですよ。気になったので」
　椎葉十郎という人間に興味を覚えた能勢は、彼の姉についても調べてみたのだ。
　特別対策局の記録にその名前はあっさりみつかった。史上最年少での特級特殊執行官資格取得、同じく史上最年少での特別対策局入局。
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　局の歴史や過去の功労者にさほど興味を持たない能勢はこれまで気にも留めていなかったが、これは自分をも遥はるかにしのぐ、類をみない実績である。
「あと彼女、単独での秘ひ匿とく任務が多いんですよね。少なくとも上にはそうとう買われていたのでしょう」
　一方で、密命を受けて一人で動く人間は、組織の中での連帯感を育みにくいという側面も持っている。椎葉一花に対して心ない風評が多いのは、おそらくやっかみに加えてそのあたりのことも原因なのだろう。
　もっとも個人の能力にしか興味を持たない能勢にとってはどうでもいい話である。能力に関しても忠誠心に関してもほぼ最高の評価を受けていたということは、つまり頭ず抜ぬけて強かったのだと考えて間違いない。生きていたら間違いなく勝負を挑みたくなっていたはずだ。
「優秀なのはお姉さん譲ゆずりでしょうか。野々崎さんを倒してしまうとはねえ」
「…………」
「どうやったのか教えていただけませんか？　その、いつも連れてるハムスター、魔法ですよね。それを使ったんですか？」
　十郎の基本能力は間違いなく低い。だが、単なるＤランクにあっさりやられるほど、野々崎は弱くない。目の前のこの男は、弱いのに強いという矛むじ盾ゆんした存在なのである。実に興味深い。
「……お前に関係ねえだろ」
「冷たいですね。仲間じゃないですか」
「は、仲間？」
　十郎は初めて笑みらしきものを見せた。唇くちびるを歪ゆがめた、限りなく嘲ちよう笑しように近い表情ではあったが。
「能勢つったっけ？　お前、誰かに対して仲間意識があるようには見えねえんだがな」
「そうですか？」
　とぼけてみせたものの、意外によく観察しているんだな、と思う。確かに彼かれの言う通りだ。能勢の世界には三種類の人間しかいない。すなわち、自分と、戦うべき相手と、それ以外。
「何かの間違いで特別対策局に紛まぎれ込んだ素質Ｄの落ちこぼれ。俺おれのことはそれでいいじゃねえか。──お前、ここで一番強いんだってな。自分の地位を脅おびやかされるのが、そんなに気になるか？」
「地位？」
　能勢は目を瞬またたかせた。意表をついた言葉だった。
「んー、そういう言い方をされたのは初めてですね。確かに戦い、勝利することは好きですが……一番であることに執しゆう着ちやくしているかと言われればノーです」
　それは結果でしかない。
　地位が目的なのではなく、圧あつ倒とう的てきな力を示すこと──言いい換かえれば、戦って、相手を上回り、圧勝するということに自分は意味を見出しているのだ。
　本能からの声が聞こえるのだと言ってもいいだろう。
　やり合え。
　そして叩き潰せ。
　自分の強さを証明しろ。
　徹底的に。
「じゃあ、単刀直入に言いましょう。戦いませんか？　私はあなたの性能が知りたい。どうしても見てみたい」
「…………」
　十郎はその物言いに眉をひそめ、そして諦あきらめたようにため息をついた。
「わかった。じゃ、今から、訓練に付き合ってやるよ」
「感謝します」
　そう笑ったとき──通路のスピーカーからアナウンスが流れた。
　能勢は意外な思いで眉を上げ、十郎は不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめる
　二人に局長のもとへ出頭を命ずるものだった。


　向かうよう指示されたのは歓かん楽らく街がいの一角だった。風ふう俗ぞく店てんが乱立している、お世辞にも治安が良いとはいえない地区である。
「──で、情報を掴んだ警察が違い法ほう風ふう俗ぞくの摘てき発はつに向かったわけなんですが、そこで激しい抵抗に遭あい銃じゆ撃うげ戦きせんになりました」
　渡された資料を確認し朗読する能勢の横で、十郎は車のハンドルを握にぎっている。
「その店、えーと、外国人をホステスとして雇っている店だったんですけど、どうも裏で大おお掛がかりな密入国組織、ひいては大陸マフィアとも繋つながりがあるという噂うわさがあって、警察としては一いち網もう打だ尽じんにしたかったようなんですね。で、大量の人員を動員したんですけど──乱暴ですね。もう少し安全運転を心がけませんか？」
　カーブをほとんどスピードを落さず走はしり抜ぬけたドライビングに苦言を呈ていするが、十郎は無視した。
「で、続きは？」
「はいはい、えー、踏み込んだまではいいんですが見事に失敗したと。撃たれて負傷者を出し、退たい却きやくしたようです。そのまま包囲したんですが、中には銃じゆうを撃ってくる凶きよ悪うあくなのだけじゃなく、ただ雇われただけの従業員なんかもいるわけで、どうにも警察としては全力で攻こう撃げきしにくい。で、魔法士が出動することになりました」
　ふん、と十郎は鼻を鳴らした。
「俺たちは警察の尻しりぬぐいってわけか」
「いえ、まだです。まず動員されたのは警察所属の特殊執行官ですよ」
　魔法士は各行政機関に必要に応じて配置される。医療、調査や土木建築など、様々な分野に携たずさわる特殊執行官が存在しているわけだ。凶きよう悪あく犯罪に対処するため、当然警察にも魔法士がいる。
「その魔法士なんですが──単独で現場に突入し、そして死亡したそうです」
「…………」
「で、打つ手が無くなった警察から特別対策局にＳＯＳが来たわけですね。現在事件発生から約二時間ってとこです。以上」
　能勢はバサリと書類を膝ひざの上に落とす。
（さて、面白いですね）
　魔法士とはいえ人間には違いない。戦闘専門の特殊執行官が油断を突かれて一いつ般ぱん人じんに殺されるということも、当然起こりうる。だが、任務で銃撃戦の中に踏み込んだのに油断するようなバカはいないだろう。となれば答えは一つ。
　敵方に強力な魔法士がいる。
　久しぶりに楽しめるかもしれない。
　と、そのとき、十郎がぼそりと口を開いた。
「お前は──文句はないのか？」
「何がです？」
　能勢は首を傾げて問い返す。
「俺と組まされたことだ。不慣れな新人と危険な現場に向かわなければならないんだからな」
「ああ」
　苦笑する。
「私にとってどうでもいいことですよ。一人でやるつもりなんですから。──あなたは絶対に手を出さないで下さいね。殺されたくなければ」
「ああ、そうする」
　十郎はどうでもいいことのように欠伸をした。


　数分後、二人は現場に到とう着ちやくした。
　しかし、待ち受けていたのは意外な状じよう況きようだった。
「撤てつ収しゆう？　なぜ？」
　眉をひそめる能勢に、警察側の責任者は決まり悪げに説明した。
　出動要よう請せいをした直後に立たて籠こもっている店側から投降するという申し出があったこと。ホステスや従業員の身み柄がらを確保し、連行させたこと。家宅捜そう索さくをする人員だけを残し、全員引き上げつつあること。
「相手方の魔法士は誰なのか特定できたんですか？」
「まだです。ですが、こちらも動員できる限りの魔法士に立ち会わせて、慎しん重ちように護送していますので……」
「解決済みってか。楽でよかったじゃねえか」
　やる気なさそうに十郎は言った。
　能勢は目の前のビルを眺めた。七階建て。ここに入っているのは全て同系列の店で、まとめて手入れを受けていると資料にはあった。
「警察側の魔法士の死因は？　どんなやられ方を？」
「詳くわしくはわかりません。単独で突入、五階辺りから落下してきて、駆かけつけたときにはもう息がありませんでしたから」
　殺し方を見れば相手がどの程度の腕か分かることもあるが──今回は参考にはならなさそうだ。自分の目で確かめるか。
「警察の人を全員ビルから引き上げさせてください」
「は？」
「私が見回ってきます。念のため。──あなたはここで待機していて下さい、椎葉さん」
　十郎は文句も言わず肩をすくめた。


　無人のビル内に、足音が反はん響きようする。
　結構年季の入った建物だ。店の開いている夜はうす暗い照明のおかげであまり目立たないのだろうが、床ゆかや壁はお世辞にも美び麗れいとは言い難い。
　能勢は一部屋一部屋丁てい寧ねいに確認していく。一階あたりの床ゆか面めん積せきは大して広くないので、手間はかからなかった。
　五階。ここを含ふくめてあと三フロアーだ。
　機械的に足を進めながら、思考を巡めぐらす。
　激しい抵抗を示した後であっさり投降するのは、不自然だ。魔法士が──それも警察の魔法士を倒せるほど強力な魔法士がいるならなおさらである。だから、何か思おも惑わくがあるのではないだろうかと能勢は推測していた。
　階段を上り、六階に足を踏み入れる。人の気配はない。
　このビルのオーナーにとって最悪の展開とは何か？
　店が潰つぶれることではない。そんなものはいくらでもやり直しがきく。
　芋いもづる式しきに上のほうまで検挙されること──それが最も避さけるべき事態だ。
　おそらく金の流れを示す帳ちよ簿うぼ、その他警察に渡せない資料があるはずだ。抵抗はそれを処分するための時間稼かせぎ。
（いや、魔法士がいるなら処分するよりはむしろ──）
　能勢は最上階に到着した。ここはフロア全体が経営会社の事務所になっている。
　最初の扉とびらを開け──そして目を細める。
「……いましたね」
　事務机のいくつか並んだ部屋、その中央に小こ柄がらな一人の男が立っていた。
　禿とく頭とうで杖つえを突いている。年は六〇過ぎというところ。世間一いつ般ぱんではおじいちゃんと呼ばれる年齢かもしれない。もっとも、縁えん側がわで日向ぼっこをするのが似合うような種類の人間には見えなかったが。
「おやおや、見つかってしまった」
　能勢の顔を見ると、老人はひゃっひゃっとおどけた笑い声を上げた。
「見回りごくろうさん。単独行ということはお前さん、魔法士かね？」
　言葉に妙みようなアクセントがあった。東洋系に見えるが、日本人ではないだろう。そして眼光の鋭するどさは明らかに堅かた気ぎのものではない。中国か、香港あたりのマフィアというところだろうか。
「大多数が投降すれば、どうしても警けい戒かいが緩ゆるみますからね。念のための最終チェックですよ」
「んむ、理に適っておるの。しばらく隠かくれて、頃ころ合あいをみて脱だつ出しゆつするつもりじゃったよ。ガチガチの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするより楽だからの」
「引き揚あげさせて正解でしたね」
　あのまま警察だけで家宅捜索を続けていれば、死人を出したうえ、逃走を許していただろう。
「魔法士を一人片付けとるのに、あまりにもこちらの想定通りの動きしか見せんもんだから、少々拍ひよ子うし抜ぬけだったがの。まあ、さすがにそこまで間ま抜ぬけではなかったか」
　銃を持った一〇人のヤクザより、腕うで利ききの魔法士一人の方がはるかに危険である。しかし、そのことを本当に理解している警察官は少ない。魔法士の絶対数の少なさゆえ、対たい魔ま法ほう士戦闘は滅めつ多たに起こらないからだ。
「この国の警察は今ひとつ危機管理の意識が甘あまいのですよ。まあ、平和な証拠ということで、ある意味誇ってよいことなのかもしれませんけどね」
「違いない」
　老人はくっくと笑い、机の上のパソコンからメモリスティックを抜き取とった。
「わしはここより上の組織の人間でな、今日はたまたま査察に来てたんじゃよ。取り締しまりに遭そう遇ぐうするとは、まったく運のないことじゃな。まあ、店の一つや二つは潰れたところでどうということはない。女や下したっ端ぱどもは替かえがきくしの。しかし、ここにはどうしても警察に渡したくない大切なものもあってなあ」
　帳簿や顧こき客やく名めい簿ぼというところか。上の組織や系列の店、支し援えん者しやまで一いつ斉せい摘てき発はつされるのは確かにまずいだろう。
「で、時間を稼がせ、書類を処分し、必要なものはコピーした。こういう機械には慣れておらんもんで、手間取ってしもうたよ。確かに紙よりはかさばらんが、便利なんだか不便なんだかわからんの」
「ご苦労様です。で、苦心の成果を横取りするようで心苦しいのですが、それをこちらに渡してもらえませんかね、ご老人」
「ジェイ・クァンという名前があるよ、小僧」
「失礼。私は内閣府特別対策局の能勢と申します。そのメモリを渡し、おとなしく連行されていただけませんか？　ミスター・クァン」
「お断りだの、小僧」
　にい、とクァンは歯を剥むいて笑う。
　同時に四方の壁からざわりと魔法回路の気配が湧わき起おこった。
「──結構、実に結構です」
　能勢も笑顔を返す。
「そう来なくてはね」
　そして横に飛ぶ。一いつし瞬ゆん後、さっきまで能勢が立っていた位置を、半はん透とう明めいの触しよ手くしゆが切り裂いていた。
《生いける壁かべ》と呼ばれる魔法だ。術者の意のままに、ときには自律して攻こう守しゆ自在に変形する。極めて高度な術式であり、この老人は能勢が楽しむに足る技量であることを教えてくれる。
　入口も含め、部屋の四方は完全に《生いける壁かべ》に覆われていた。《維い持じ》の付加式が組み込まれているため、施呪者キヤスターを殺すまで解除はされないだろう。つまり逃げ道みちはなく、救きゆう援えんも遮しや断だんされている。文字通りの孤こ立りつ無む援えんである。
　警察の突入に備え、クァンがあらかじめ魔法回路を組んで設置しておいたもののようだった。単身で飛び込んだ自分は、飛んで火に入る夏の虫というわけだ。
「枯かれかけのご老体にしては見事な腕うで前まえですね。しかし、これほどの力があれば時間稼ぎのような小細工を弄ろうせずとも、包囲の警官を全ぜん滅めつさせられたでしょうに」
「痛み分けの演出じゃよ。下っ端を逮たい捕ほさせてやる代わりに、決定打は与えない。ある程度警察のメンツも立ててやらんと後々面めん倒どうなもんでの。わしらはこう見えても平和主義でな、全面戦争を望んどるわけじゃない」
「お優しいことで」
「おぬしに対してはお優しくないぞ。ほれ」
　不定形の粘体のように蠢うごめいていた壁から、槍やり状になった触手が突き出された。
　今度は避けなかった。触手は能勢の体に届く寸前、消失。まるで見えない何かに食い千切られたかのように。
「……む、《大おお顎あぎと》か」
　クァンは呟つぶやく。
「やりおるの。弟子に欲しいくらいじゃな」
「どうも。でも残念ながら僕ぼくは師しし匠ようを持つ気はありませんね。学ぶに値する技量の人を見ると、どうしても殺したくなってしまうもので」
　軽口を叩たたきながら《大おお顎あぎと》を起動。今度の標的は本体のクァン。
　だが、攻撃と同時に彼を護るように壁から粘体が突出し、覆い被かぶさった。不可視の顎はそれを大きく食い破ったが、老人の体に傷を付けるには至らない。
　二人は距離を取って向き合った。
（さてさて、どう崩しますか）
　地の利はクァンにある。四方に設置された攻こう防ぼう自在の《生いける壁かべ》。おまけに、この魔法回路には大量のマナが使われているため、この場において能勢の扱えるマナはかなり制限される。一いち撃げきで攻撃を通す規模の魔法回路が組めない。
「なら……こういうのは、どうでしょう」
《大おお顎あぎと》をクァンに向けて起動。先ほどと同じく《生いける壁かべ》に阻はばまれる。
　しかし今度は間かん髪はついれず《魔ま弾だん》を施呪キヤステイング、《大おお顎あぎと》により食いちぎられて薄うすくなった部分に叩き込む。魔法の光弾だんが粘体の壁を貫つらぬいた。
　しかし──
「甘い甘い」
　クァンは平然と立っていた。《魔ま弾だん》が直ちよ撃くげきするかに見えた瞬しゆ間んかん、《障しよ壁うへき》を張った杖で軽々と打うち払はらったのである。
「来るコースがわかっとる棒球はの、簡単にホームランにできるんじゃよ」
　貫かん通つうさせるため《生いける壁かべ》の同じ部分を狙っている以上、攻撃位置は簡単に読まれてしまう。とはいえ、並の魔法士なら能勢の施呪キヤステイング速度に反応することすら難しかったはずだ。完かん璧ぺきに防いでのけたのは、この老人の力量が卓越していることを示す証左でもある。
「次は、こちらから行かせてもらうとしようかの」
　言葉と共に槍状の触手が次々と能勢に襲おそいかかる。
「────っ！」
　能勢は驚きよ異うい的てきな反射神経でかわしていた。しかし、触手は相そう互ごに精せい緻ちな連れん携けいをみせ、タイミングをずらし、攻撃方向を変化させながら、巧たくみに獲え物ものを追おい詰つめていく。
　壁かべ際ぎわに逃げた能勢の体勢が崩れた。止めを刺さすべく触手が一いつ斉せいに殺さつ到とうする。
　その瞬間──
「《大おお顎あぎと》！」
　不可視の顎が触手をまとめて呑のみ込んだ。
　どれだけ多た彩さいな連携を見せていたとしても、相手を仕留めるその一瞬だけは攻撃のタイミングと方向が限定される。能勢は止めを誘さそうことで、触手の動きをコントロールして一網打尽にする隙すきを作り出したのだ。
　だが、クァンの攻撃はそれで終わりではなかった。
　全力の《大おお顎あぎと》を施呪キヤステイングした能勢の額に、恐おそろしい速度で杖が落ちかかる。
（間に合わない──！）
　回かい避ひは不可能。能勢は左ひだ腕りうでで凶きよ器うきを払いのけた。
　同時に骨の砕くだける音。
　軌き道どうを逸そらされた杖は、すぐ傍かたわらにあったスチールのロッカーを紙のように切きり裂さいていた。
「おう、よく避けたの、見事見事」
　体重を感じさせない身軽さで飛とび離れ、数メートル後方にふわりと着地したクァンは楽しげに言った。
　今の攻撃は魔法ではなく武術の類だ。この老人は肉体だけでもとんでもない殺傷能力を持っているということである。
「……元気なお年寄りですね」
「鍛えておるでな」
　とんとんと軽く杖で床を突きながら、笑う。
「さて、そろそろ幕引きといこうかの」
　能勢は左腕の状態を確認した。痛みはどうとでもなる。だが、ほとんど感覚がなく、動かすことができない。時間が経てば経つほど不利になるだろう。
　大きく息を吸い込む。
「《大おお顎あぎと》！」
　叩きつけた魔法は粘体の盾たてに防がれた。
　能勢はそのまま二度、三度と《大おお顎あぎと》を施呪キヤステイング。
　老人を護る《生いける壁かべ》は削けずり取られ、そしてすぐに補強される。
　だが、能勢はさらに施呪キヤステイングを続ける。何度も何度も繰り返かえす。
　クァンが呆あきれ気味に口を開く。
「いつまで無む駄だな事をする気かね？　いい加減──」
　その瞬間、能勢は床を蹴った。
　机の上にあったボールペンを手に取り、《大おお顎あぎと》の開けたわずかな隙すき間まからクァンの喉のどをめがけて突き込む。
　無駄な努力と見えた《大おお顎あぎと》の連打は、すべて布石。
　乾けん坤こん一いつ擲てきの不意打ち。
　だが──
「がっかりじゃよ」
　ボールペンの先は老人のはるか手前で《生いける壁かべ》に阻まれていた。
「《大おお顎あぎと》を撃つたびじりじりと間合いをつめていたことに、このわしが気付かんとでも思ったのかの？　そして、片かた腕うでがきかん状態で普ふ段だんと同等の動きができるとでも？　おぬしが弟子なら、失望のあまり破門にしとるところじゃ、この愚おろか者もの」
　動きの止まった能勢の体に無数の触手が襲いかかる。《大おお顎あぎと》で何本かを打ち払ったものの、大半は狙い過たず能勢に突き刺さった。
　ごぼ、という音とともに、肺の奥から血が溢あふれる。
「にしても、もったいないのう。技量は悪くないのに、なぜそこまで自じ棄き的てきな戦い方を選ぶ？　攻撃を防ぐことに力を割けば、もう少し粘ねばれたであろうものを。まるで死に急いでいるように見えるぞ」
「だって、その方が、面白い、でしょう？」
　能勢は切れ切れに言いながら、笑う。
「僕は、負けたくないんじゃなく、勝ちたい、んです。そうでなければ、いけない、のですよ。──やっと、間ま違ちがえましたね、ご老人」
　クァンが目を見開く。慌あわてて能勢に刺さっている触手を抜き、防ぼう御ぎよの盾を創り出そうとする。
　だが、能勢の施呪キヤステイングの方が早かった。全力の《大おお顎あぎと》。
「僕の、勝ちです」
　防御に回った《生いける壁かべ》を食い破り、その牙きばがクァンに初めて届いた。首筋の肉を大きくえぐり取る。
「ぐう──ガぁ、あアあぁぁ、貴様、きさま……」
　吹ふき出でる血ち飛沫しぶきを押おさえ込むかのようにクァンは傷口に手を当てている。
　無駄だ、と能勢は思った。あの出血では、治ち癒ゆ魔ま法ほうが効果を表すより先に意識が途と切ぎれる。
　予想通り、二、三歩よろけると老人は崩れ落おち、そして動かなくなった。
[image: 画像]
　魔法には必ず限界が存在する。人間の能力では、扱うことができるマナに限りがあるからだ。大量のマナを集積させた《生いける壁かべ》も例外ではない。攻撃に力を割けば、その分防御に回すことのできる力は少なくなる。
　クァンは自分の経験と力量に自信を持っていた。準備万ばん端たんで迎むかえ撃ったため、自分が圧倒的に有利だと確信していた。能勢を評価していたとしても、自分の方が下だという考えはなかっただろう。そこに付け入る隙が生まれた。
　上手が下手の悪手をとがめた。
　力の差を思い知らせるような形で。
　クァンはそう勘かん違ちがいしていたはずだ。
　能勢はずっとクァンの防ぼう御ぎよ力りよくを計算していた。そして、わざと隙を作り攻撃を誘った。止めを刺すことに、力の差を示すことに気を取られてクァンは攻防の配分を誤った。過大な力を攻撃に割いた。結果《生いける壁かべ》の防御力が《大おお顎あぎと》の攻こう撃げき力りよくを下回る瞬間が生まれたのである。
　能勢は小さく笑った。
　針の穴を通すような駆け引きだった。そして自分は勝利した。実に気分がいい。
「おい、能勢、生きてるか？」
　ドアをがちゃがちゃと揺ゆする音が聞こえた。
　戦闘の気配が途と絶だえたことで、十郎が様子を見にやって来たのだろう。
《生いける壁かべ》はまだ蠢いている。だが、命令者が死んだ今は、ただそこにあるだけの存在だ。よくできた《維い持じ》の付加式のおかげですぐに消しよ滅うめつこそしないものの、それでも持つのはせいぜい一時間というところだろう。ただ待っているだけで、問題なく部屋に出入りできるようになるはずだ。
　大丈夫ですよ、と声を掛かけようとしたが声が出なかった。
　あれ、と思った瞬間、がくんと視点が下がる。なぜか床がだんだん接近してきて──頬ほおに当たった。
（血を、流しすぎましたか）
　一時間後──部屋に救援が入れるようになるそのときまで、おそらくもたないだろう。そう冷静に考える。
　まあいい。あの老人は生しよう涯がい最後の相手としては、悪くなかった。
　そのまま意識が闇やみの中に沈しずんで行こうとしたとき──部屋の扉が開くような音がした。


　世界がゆらゆらと揺れている。
　黄泉への旅路とは、こんなに不安定なものなのか──と思ったとき、目が覚めた。
　自分が十郎の背中に担がれていることに気付く。
「……おや？　なぜ、あなたが、ここに？」
「喋んな。体力を消しよ耗うもうする」
「どうやって、部屋に、入ったん、ですか？」
「食わせた」
　十郎はよく分からないことを言った。何を、何に食わせたというのだろう。
　──まあ、どうでもいい。考えるのが億おつ劫くうだ。
「下に救急車呼んで、医療魔法士を待機させてる。頑がん張ばって、も少し生きてろ」
「意外に……仲間想いなんですね」
　自分同様、集団への帰属意識が極めて薄いタイプかと思っていたのだが。
「そんなつもりはねえよ。ちょっとした礼の代わりだ」
「礼？　……僕、何か、しましたっけ？」
　短い沈ちん黙もくの後、小さな声で十郎は言った。
「お前は、一花を悪く言わなかった」


＊　＊　＊


　以降、十郎とは言葉を交わすことが多くなった。
　彼が対魔法士戦せん闘とうのエキスパートであることはすぐに明らかになった。独自の信念と訓練で、壊呪デイスペルという技能を極限まで高めて身につけていたのだ。
　最初のうち、野々崎あたりにやられっぱなしになっていたのは、壊呪デイスペルを封ふう印いんしていたせいであるらしい。実戦での使用経験が不足していたため、相手の観察とイメージトレーニングに専念していたのだそうだ。そして十郎が本領を発揮し出すと、戦闘訓練で彼に勝ちうる者は能勢以外にいなくなっていた。
　しかし、その能力が認められる一方で、十郎は職務に対して無気力になっていった。
　化け物の弟。小手先の技術で上に取り入り特別対策局に入りこんだ無能。──姉への侮辱を除き、その種の陰かげ口ぐちは聞き流していたようだが、やはりこの世界に対しての失望がどんどん大きくなっていったのかもしれない。変わったのは育成校で教えるようになり、あの少女に出会ってからだ。
　十郎は──どうだろう。姉を殺した自分を恨うらんでいるだろうか。
　自分を追ってくるだろうか。
　自分と戦うだろうか。
　そんなことを考えながらぬるくなったコーヒーを口に含んだとき、アデルが再び部屋に姿を見せた。
「バレンタインデーですので、よろしければ、いかがですか？」
　笑顔で小皿に入った数すう粒つぶのチョコレートを能勢の前に置く。
「……どうも」
　幾いく分ぶん戸と惑まどいながら礼を言った。ひどく彼かの女じよには似つかわしくない行こう為いに思えたのだ。
　アデルは常に笑顔を浮うかべているが、その実、人間的な部分をほとんど持ち合わせない存在である。少なくとも能勢はそう理解している。
　余分な感情を削そぎ落として作られた暗殺機械。幼い頃ころから殺すことを教えられ、殺すために育てられた人形。浮かべている笑顔は、いわば擬ぎ態たい。その内部の空くう洞どうを隠し、相手を油断させるための偽物フエイク。
「バレンタインに女性が男性にチョコを贈おくるのは、日本特有の風習であると思っていましたが」
「そのようですね。こちらではチョコレートに限定されません。男女問わず、プレゼントを交こう換かんすることが多いです」
　笑顔のまま、アデルは続ける。
「──私の知っている日本人男性は、ある日本人女性からチョコレートをもらって、非常に嬉うれしそうにしていました。野菜入りチョコケーキとか、サラダのチョコレートドレッシングがけとか、奇きみ妙ような、味覚的にどうかと思うようなものばかりで、しかも『義理』と呼ばれる種類のもののようだったのですが、それでも彼は幸せそうでした」
「はあ」
「能勢様はどうですか？　チョコレートをもらって幸せになりましたか？」
「特に。とは言っても、別に不幸になるわけでもありませんが。基本的にこういうのは、誰からもらうかが重要だと言われていますけどね。──しかし、なぜそんなことを？」
「私には感情というものがありません。理解もできません」
　アデルは少し考えてから続けた。
「ですから──いわゆる感情豊かな人を観ていて、ずっと不思議に思っていたのです。この反応はどういう外的刺し激げきによってもたらされるのだろう。それがわかれば私にもこういう表情を引き出すことが可能なのだろうか、と」
　そういえば、と能勢は思い出す。前に会ったときは、彼女はある男と組んで行動していたはずだ。こちらに来てから一度も姿を見ていないが。
「だから今年のバレンタインデーには実験してみようと思っていました。私がチョコを贈ったことで、彼にどんな反応を起こすことができるのかと。状況の変化により、実験は不可能になってしまいましたが」
「それで私で代用ですか？」
「お気を悪くされたなら、申し訳ありません」
「別にそんなことはないですけどね」
　幾いくらか興味を覚えながら、能勢はアデルを見る。
　自分には感情がないと主張する彼女は気付いているだろうか。『相手がどう反応するか知りたい』という思いは、すなわち〝執着〟と呼ばれる感情に他ならないということに。
　少し、自分と似ているのかな。能勢がそんなことを考えたとき、内線のインターホンが鳴った。
　アデルが受話器を取り、二言三言会話して能勢に向き直った。
「今から社長がお会いするそうです」
六話　私の特別なあなた




　控ひかえ室しつで一人になると、雛ひな咲さき月つき子こはふう、と大きく息を吐はいた。
　折りたたみ式の長机とパイプ椅い子すが並べられているだけの殺風景な部屋だったが、今はその味気なさがありがたい。護衛の人にも席を外してもらい、ようやく気分を落ち着かせることができた。
　ドリームラグーンの敷しき地ち内ないにある、多目的ホール。
　祖父の雛咲伊い蔵ぞうと懇こん意いにしている政治家の講演会が行われ、月子はそこにゲストとして招かれていたのである。ほとんどの時間をニコニコ笑いながら座って過ごすだけでよかったとはいえ、大勢の視線に晒さらされ続けるのは相当な精神的負担だった。
（やっぱり、向いてないんだろうなあ）
　内心で呟く。
　少なくとも目立ちたがりな性格ではない。にもかかわらず人前に出るのは、そうすることを自分に課しているからだ。
　魔ま法ほう士と呼ばれる人間たちを、社会に恐れられ、厭いとわれ、そして利用されるだけの存在から、少しでも変えて行きたい──それが月子の願いだった。
　とある事件により、〝魔法士〟雛咲月子の名前は広く知られるようになってしまった。
　異能の力に対する漠ばく然ぜんとした畏おそれ、そして嫌けん悪おには根強いものがある。だが、幸か不幸か魔法士でありながらメディアに広く取り上げられるようになった自分は、無む貌ぼうの怪かい物ぶつというイメージから自由でいられる。顔を出して物を言うことで、人々に声を届けることができるのだ。
　もちろん相手が期待通りの反応を返してくれるとは限らない。表に出ると言うことは、心ない非難や中傷も直接受け止めなければならないということでもある。
　それでも、月子はやり抜くつもりだった。世の中を変えるまで決して投げ出さないと、約束したのだから。
「……綺き麗れいだなあ」
　窓の外を眺ながめ、呟く。
　日にち没ぼつを迎え、ドリームラグーンの各所に色とりどりの明かりが灯り始めた。特に目立つのは観覧車だ。巨きよ大だいな円形の光が、まるで花火のように明めい滅めつしている。
　この一帯は有名なレジャースポットであるらしい。もっとも、月子は遊びに来ているわけではないので、ただ見ているだけで満足しなければならないのだが。
　講演会の主しゆ賓ひんと祖父は、会合があるとかで一足先に会場を後にしていた。
　別れ際、伊蔵は相変わらずの穏やかな笑顔を浮かべていたが、なぜか妙に機き嫌げんが悪かったようだ。人当たりはよいものの、狷けん介かいで我わが儘ままな部分のあるこの祖父は、思い通りにことが運んでいないときにしばしばこういう状態になる。余計なことは言わない方が得策であることを知っているので、月子は黙だまって見送った。
　月子の方はこの後父親と食事の予定が入っている。極めて厳格で苦手とする相手ではあるが、それでもあの祖父と共にいるよりは何倍もましだった。このところ、少しずつ会話も続くようになってきたことだし。
　もう一度窓の外を見る。楽しそうな表情の人々が行き交っている。男女二人連れが多いようだ。そういえば『デートで行くにも良い場所らしいよ』と菜な々な香かが言っていた。
　そうは言ってもなあ、と月子はため息をつく。今日ここにいるのは仕事のためだし、一いつ緒しよに行きたい人も存在するけれど今は隣にいない。虚むなしい。
　と、そのとき、扉の外で人の気配がした。誰だれかが訪ねてきたようだ。月子は慌てて背筋を伸ばし、よそ行きの顔を作る。
（…………あれ？）
　外の護衛と二言三言会話する声が、室内に漏もれ入ってきた。
　月子はノックの前に腰を浮かせ、扉が開く前に駆け寄よっていた。その声は、よく知っている、そして誰よりも会いたかった人のものだった。
「先生！」
「よお、調子はどうだ？」
　椎しい葉ばじ十ゆう郎ろうが顔を覗のぞかせた。


「迎えの人が来るというのは聞いてたけど……先生だったんだね」
　護衛は十郎が引ひき継つぎ、久しぶりに二人きりになることができた。月子は飛びついて甘えたくなる衝しよ動うどうを努力して抑おさえる。
「この土日をまたいで仕事があって、近くに来てた。送ってやってくれと親父さんに頼まれてたんだよ」
「あ、そういえば昨日の朝……卯う滝たき先生と出かけてたね。あの、今まで卯滝先生と一緒だったの？」
「ん？　ああ。少し手伝ってもらったからな」
　月子は微びみ妙ような気分になった。いい人なのに、彼女に対しては負けたくないという意識が先に来てしまう。
「あ、あの、私も魔法士なんだし、先生のお仕事、色々お手伝いできるよ？」
「お前、まだ訓練生だろうが。手伝わせるわけにいくかよ。だいたい、お前にはお前の仕事があるだろ？」
「…………」
　その通りだった。
　わかってるけど、でも、一緒にいたいの！　という言葉を月子は呑のみ込み、代わりに言った。
「……卯滝先生は、どうしたの？」
「あいつは一足先にバスで帰った。あ、そういえばこれ卯滝からの土産だ」
　大きな紙かみ袋ぶくろを渡わたされた。
「伝言。『がんばってね』だそうだ」
「はあ」
　月子は首を傾げた。
　何をがんばれというのだろう。
「それとこの間はチョコ、ありがとよ。美う味まかったぞ」
「あ、よかった。──えっと、あの、私、あのときは、ごめんなさい」
「……あん？　何かあったっけか」
　十郎が本気で覚えていないようだったので、月子はほっとしたような腹立たしいような気分になった。卯滝先生のチョコケーキとどっちが美お味いしかった？　と訊きこうとしたが、思いとどまる。墓穴を掘ほりそうな気がしたからだ。
　もやもやした気分を吹き払うべく、月子は一つ深呼吸して口を開いた。
「あの、お父様との約束の時間は一九時半だったよね」
「ああ」
　ここから車で少し走ったところにあるレストランに予約を入れてあると聞いている。なら──
「だったら、少し余よ裕ゆうがあるね。──あ、あの、私、このドリームラグーンの中、ちょっと歩いてみたいんだけど……ダメかな」
　当然ながら十郎も付いてきてくれるだろうから、ちょっとしたデート気分が味わえるはずだ。月子は期待を込めて彼を見つめた。
　だが、十郎は眉み間けんに皺しわを寄せた。
「まあ、時間的には大だい丈じよ夫うぶだと思うが──お前、外をうろつく気か？」
「う……」
　月子は沈黙した。
　確かに自分の顔は広く知られすぎている。加えて今の服装は育成校の制服であり、これも目立つことこの上ない。おそらく騒さわぎになるだろうし、そうなれば一いつ般ぱん客きやくや店の人にも迷惑を掛けることになってしまう。
「有名人の宿命だな。今日のところは諦めろ」
「…………」
　しゅんとうなだれる。
　滅多にない機会なのに。今後一緒に訪れることなんてないかもしれないのに。そりゃ、二人でいられるだけでも嬉しいし、わがまま言わずそれで満足しなければいけないのかもしれないけど……
「ま、中ちゆ途うと半はん端ぱに時間が余ってるのは確かなんだがな」
　十郎は自分で椅子を出してきて腰こしを下ろすと、大きく伸びをした。
「せめてテレビでもあれば──あ」
「どうかしたの？」
「あー、忘れるところだった。さっき卯滝の土産の紙かみぶ袋くろ渡わたしただろ。それ、渡したら絶対に、必ずその場で開けさせろ、って何度も念を押されてたんだ」
「これ？」
　月子は紙袋を机の上に置く。
　大きさの割にそれほど重量感はない。中で何かが蠢く気配があったり、怪あやしい鳴き声が聞こえたりもしない。なんの変へん哲てつもない袋ふくろに見えるが──
（卯滝先生、何か企たくらんでるのかなあ……）
　悪意がないのは間違いないだろうが、直情径行、思いつきで思い切ったことをする人なので油断できない。
　幾いく分ぶんおっかなびっくりで上部を留めていたテープを剥はがす。
「じゃあ、開けるね」
　袋の口を広げると──まず、目に付いたのは、地味な色をした布地だった。
「なんだ、そりゃ。コートか？」
「みたいだけど……あ、奥おくにまだ色々あるね」
　コートを脇わきに置き、さらに順に中身を取り出していく。
　無地のシャツにシンプルなジャケット、量りよ販うは店んてんのジーンズ、ノーブランドのスニーカー。
「で、これがメガネと……帽ぼう子し？」
　一ひと揃そろいの衣料が机に積み上げられた。
　月子と十郎は思わず顔を見合わせた。


「もう、いいよ」
　着き替がえを済ませ部屋の外に声を掛けると、おう、と返事があり十郎が入ってきた。
「…………ど、どう、かな」
　月子は幾いく分ぶん緊きん張ちようしながら言った。
　サイズは全てあつらえたようにぴったりだった。とはいえ、普段は制服だし、実家にいるときはもっと女の子っぽいお仕着せがあてがわれる。この種の服は着慣れておらず、人に見られることに微妙な気き恥はずかしさも感じていた。
「変じゃ、ない？」
「いいんじゃねえか？　お前、ちっこいなりにバランス取れた体型だから、何着ても案外似合うのな」
「似合う……あの、か、可愛いかな？」
「ああ、可愛いな。年相応な感じだ」
「……そっか」
　えへへ、と口元が緩む。後半部分がちょっと引っ掛かるが、まあ何にしても、十郎に褒ほめてもらえるのは嬉しい。
　全体的にボーイッシュなコーディネートである。髪かみをキャスケット帽ぼうの中に押し込んで伊だ達てメガネをかければ、我ながら普段とは別人のようだ。
　質で言えば普段着ているものとは比ぶべくもない。ただ、今は人混みに溶とけ込む平へい凡ぼんさが重要なわけで、その点に関して唯ゆい里りのチョイスは的確なものだった。
（がんばってね、かあ……）
　そう、これを月子に送った意図は明白だ。なんだか負けたような、大人の余裕を見せつけられたような、少し複雑な心境ではあったが、月子は唯里に感謝しつつこのプレゼントを利用させてもらうことにした。
　十郎に向き直り、口を開く。
「ね、先生、これなら私、目立たないよね」
「ん？　ああ、そうだな。ありふれてるっちゃありふれてる格好だし」
「よかった。じゃあ大丈夫だよね」
　何がだ？　という顔の十郎に、勇気を出して言う。
「だ、だったら、あの、先生、ドリームラグーンの中、私と、い、一緒に回ってくれないかな？」
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「わあ──」
　月子は目を見張った。
　行き交う人々、多種多様な店、目を惹ひく店頭のディスプレイ──全てが新しん鮮せんだった。ここまで大きなショッピングモールを歩くのは初めての経験だったのだ。
「すごいなあ、お店がいっぱいある……」
　そういう場所なのだから当たり前の話なのだが、それでも思わず口を突ついて出てしまう。
「デパートなんかと変わらん気もするけどな。行ったことないのか？」
「デパートなら何回か。でも全然違ちがうよ」
　まず広さだ。どこまでも真っ直ぐに延びる通路とその両側に隙間なく並んだショップ。こういう光景は街中の店では見られない。
　そして活気。客も店員も元気よく動き回り、くるくると表情を変える。高級なブランドショップを並べ、落ち着いた空間を作り上げるデパートとは対照的だ。
「わ、可愛いぬいぐるみ！」
「あ、おい──」
　楽しくなった月子はぱたぱた通路の向こう側に駆け出した。
　と、歩いていたカップルにぶつかりそうになる。
「ふらふらすんな、ボケェ！」
　金きん髪ぱつで天辺だけが黒いプリンのような髪をした柄がらの悪そうな男に怒ど鳴なられ、月子は体を硬こう直ちよくさせた。
「悪いな」
　十郎は男に言うと、月子の肩かたに手を添そえ優しく自分の方に引き戻もどした。
「──お前、浮かれすぎ」
「ごめんなさい……」
「ま、色んな年ねん齢れいの、色んな奴やつが集まるから賑にぎやかになるんだけどな。昔から変わらねえよ、ここは」
「先生はここに来たことあるの？」
「……ああ、昔にな」
　返事に少し間があったような気がした。
「できたばかりの頃、一回だけ。この週末を除けばな」
　服やアクセサリーにしろ、ケーキやお菓か子しなどの食料品にしろ、実家にあるものの方が遥はるかに高級で高品質だとは思う。それでも月子は店を渡り歩あるき、商品を覗いて回るのが楽しくて仕方なかった。この雑多な空間がすっかり気に入ってしまっていた。
　一方、まったく落ち着く気配のない無む軌き道どうな動きに振ふり回まわされ続けた十郎は、とうとう我が慢まんの限界に達し、月子に自分の手を握らせることにした。
「いいか、雛咲。絶対離すなよ。通行人の迷惑になるからな。見たい店があったらつきあってやるから」
「う、うん」
　月子は顔を赤くしながら肯うなずいた。行動は制限されるが、これはこれで幸せな気分になれるので、不満はない。
「カ、カップルに見えないかな、私たち」
「見た目からして明らかに歳とし違ちがうだろ」
　早く追いつきたい、と月子は思った。並んで釣つり合いが取れるようになるのは何年後くらいなのだろう。
　ショッピングモールを一通り見て回ると、ようやく月子の興奮も鎮まってきた。
「あー、楽しかった！」
「……まったく、女ってのはなんで買い物になると無限の体力を発揮するんだろうな」
　十郎は少し疲つかれた顔でぼやいている。月子の方はまだまだ疲ひ労ろうのかけらも感じていないのだが。
「できれば他のところも見て回りたいんだけど……時間、どうかな？　まだ大だい丈じよ夫うぶ？」
「あと四〇分ってとこだな」
「んー、どうしよう」
　映画を観るには時間が足りない。水族館はもう閉館している。夕食前にお茶というわけにもいかないし──
「観覧車はどうだ？」
　そのとき、十郎がぽつりと言った。
　月子は目を瞬かせた。十郎の方から提案してきたことに、少し驚おどろいたのである。
「嫌いやか？」
「い、いえ、とんでもない。ぜひ」
　願ってもないことだ。
　乗り場は屋外にある。冬の日没後にもかかわらず、結構な人数が行列を作っていた。
「──二〇分待ちだって」
「上から見る夜景が綺麗で人気なんだそうだ。前に来たときはもっと並んでたから、これでも落ち着いた方だろ」
「あの……前にも乗ったことあるの？」
　月子は尋たずねた。
　そして誰かと一緒に夜景を眺めたりしたのだろうか。気になる。
「いや、乗り損ねた。一いち花かと来たときだな」
「あ、そうか。そういえば、ここができたころに来たことあるって言ってたよね。えーと、確かここのオープンは……」
「九年前だな。俺は一二だった」
「じゃあ、今の私と同じだね。なんだか不思議な感じだな。私と同い年の先生って、どんなのだったんだろう」
「……今と大して変わらねえよ」
　気恥ずかしいのか、しかめ面で十郎は言った。何となく可愛い。
　喋しやべっているうちに列が消化され、二人の順番までもうすぐとなった。一周の所要時間が約二〇分だそうだから、この分ならぎりぎり父親との約束の時間にも間に合うだろう。
　と、そのとき、前から怒鳴り声ごえが聞こえてきた。
「っせーんだよ！　ぴーぴーと！」
「ったく、親はなにしてんだよー。こんなガキ放し飼いにしてさー」
　一組の派手な服を着たカップルが顔を歪めていた。視線の先には迷子になったらしい小さな男の子。行列に並ばされてイライラしていたところに、母親を求めてぐずる声を聞かされたのが気に食わなかったようだ。
　大声で罵ののしられた男の子は一瞬きょとんとし、そして火が付いたように盛大に泣き出した。
「うっせーつってんだろうが、このガキ！　ぶっ殺して──」
「あ、あの、そういう言い方、やめませんか？」
　見かねて月子は割って入った。
　男の方のプリン髪には見覚えがあった。先刻、ショッピングモールで自分を怒鳴りつけた人だ。
「小さい子だし、怯おびえてますし……」
　よほど怖こわかったのか、男の子はぎゅっと月子の足にしがみついてきた。
「何だ、お前、ケンカ売ってんのかよ、ああ？」
「そのガキがわりーんだろ」
　カップルの言い草に月子は眉まゆをひそめる。
「ち、小さい子が心細くて泣くのは当たり前だと思います。怒おこるのは、可か哀わい想そうですよ」
「なんだと？」
　いきりたって前に進み出ようとする男の前に、十郎が立ちはだかった。
「その辺にしとけ。回りにも迷めい惑わくだ」
　男は険悪な視線を向け──そしてにやりと笑う。
「何だ、お前とそのガキ、見覚えあると思ったら、さっきぶつかってきて半泣きで謝った奴らじゃねーか。今度は殺されっぞ？　おお？」
　やっちゃえやっちゃえと女がけしかけている。
　十郎はため息をついた。
「んだ、その顔はぁ。ああ？　──何とか言えや、こら！」
　男が拳こぶしを振り上あげる。月子は息を呑んだ。


「……よかったね、お母さん見つかって」
「そうだな」
　二人は一いつ旦たん列を離はなれ、迷子を総合案内所に送り届けることにした。そして、月子に懐なついたらしい男の子が寂さびしがって泣いたこともあり、親が迎えにくるまでそこで一緒に待っていたのである。時間を食ったが、まあ、ちゃんと結末を見届けられたのでよかった。
　ちなみにプリン頭の男は、十郎が一回転させてアスファルトの上に叩きつけ二言三言言い聞かせるとおとなしくなり、彼女を連れて逃にげるように姿を消していた。
「──なあ、雛咲」
　案内所から外へ出ると、ぼそりと十郎が口を開いた。
　不ふ穏おんな響ひびきを感じ取って、月子は体を硬かたくする。
「お前、さっき魔法使おうとしただろ」
「あ──」
　気付かれていた。十郎が殴なぐられそうになったとき、思わず魔法回路を起動しかけたのである。当然ながら一般人に対する魔法の行使は禁止されている。
「あの、先生が危ないと、思ったら、つい──」
「二度とするな」
「ごめんなさい……」
　きつい語勢に、月子はうなだれた。
　ややあって、十郎が再び口を開いた。
「なあ、俺おれがなんでわざわざこんなことを言うか、わかるか？」
「え？」
　予想外の問いだった。一般人に向けてはもちろん、一般人のいるところでみだりに魔法を使ってはいけないということは、魔法士の常識であり、最初に学校で習うことでもある。改めて訊かれるからには、何か意味があるのだろうか。
「え、えっと、規則で決まっているし……あと、先生のことを信用していないことになるから？」
「それもあるな。俺があの程度のチンピラにどうこうされるかよ」
　十郎は鼻を鳴らす。
「だが、それだけじゃない。俺たちは──特にお前は、絶対に普ふ通つうじゃないと思われちゃいけねえんだ」
　その声に怒いかりや叱しつ責せきの響きはなかった。
「魔法士は特とく殊しゆな力を持った人間──たいていの奴はそう理解している。が、頭ではわかっていても、目の前であり得ない現象を起こされると一般人の認識ってのは簡単に書き換えられちまうもんなんだ。こいつは俺たちと違う、別種の、別の世界の生き物なんだ。理解の及およばない存在なんだ、ってな」
「…………」
「一度そうなると、もうこちらの言葉は届かない。理解不能な存在が『私は貴方たちと同じ人間です』と言ったところで何の説得力も持たねえからだ。──『異物』でしかない現状を変えたいなら、それじゃ困るだろ？　もしかすると、さっき魔法を使ってもお前があの雛咲月子だとはばれなかったかもしれねえが──どっちにしても、そういうのはお前がやりたいこととは真逆なはずだ。違うか？」
「……違いません。軽率でした」
　怒鳴られるより、心に応こたえた。
　かつて『世界を変える』などと大口を叩いた自分は、指し摘てきされるまでもなく理解していなければならなかったことだ。情けなくなる。
「あー……」
　十郎は眉を顰しかめつつ、自分の髪をぐしゃりとかき回した。
　わかりづらいが、これは機嫌が悪いのではなく困っているときの彼の癖くせである。おそらく月子の様子を見て言い過ぎたとでも思っているのだろう。そこで毅き然ぜんとしていれば格好いいのに、とぐすっとはなをすすりながら考える。まあ、そういうところも好きなのだけど。
「その、これは俺がお前くらいのときにわからなかったことだ。ただ、お前なら理解できると思った。きついのは教官としての期待の表れだと思ってくれ」
「うん、それは、わかってる。ちゃんと言われた方がすっきりするし」
　言われたことを理解したうえで、引きずらずに立ち直る。意識してのものかどうかは知らないが、十郎は月子がそうできるような接し方をしてくれている。
「私ね、先生に怒られるの、結構好きだよ」
　小さな声で言った。
　耳に届かなかったのか、照てれ臭くさくて聞こえないふりをしているのか、十郎は返事をしなかった。
「お父様との約束の時間、ギリギリだね。観覧車乗ってたら間に合わないかなあ」
「……そうだな」
　十郎は観覧車を振り仰あおいだ。
　何気なく視線を向けた横顔──その表情に月子は目を奪うばわれた。
　一瞬、ほんの一瞬でしかなかったが、胸を切り裂かれたような深い哀あい切せつの色が確かに見えたのだ。
「…………」
「車はホールの駐ちゆう車しや場じように駐とめてあるから──どうした？　雛咲」
　月子は足を止めた。
　少し考えて携けい帯たい電話を取り出し、ボタンを押す。すぐに相手に繋つながった。
「……あ、お父様ですか、月子です。申し訳ありませんが急用で、四〇分ほど遅おくれます。はい……はい。すみません」
　そして十郎に向き直る。
「時間、できたよ。乗ろ？　観覧車」
「お前……」
　十郎は驚いた顔で月子を見ていた。
「いいのか？」
　無理もない。厳格な父に恐きよ怖うふに近い感情を抱いだいていることは、十郎もよく知っている。驚いたということなら、何より自分が一番驚いていた。
「いいの。私も乗りたかったから」
　それは本音だ。そして、乗せてあげたかったというのも本音。
　そう、父親が怖くなかったわけではない。でも、大事な人にとっての大事なものを、見誤ったりはしたくなかった。


　観覧車の中、二人は向かい合って腰を下ろした。
　外から見た印象ほど狭せまくないし、エアコンもついていたりする。思ったより快適だ。
「わあ……」
　ゴンドラは次第に高度を上げ、ネオンサインや街灯が小さな光点になってゆく。
「すごい、綺麗……」
「ある奴が言ってた」
　十郎がぽつりと口を開いた。
「観覧車は『特別』なんだそうだ」
「特別……？」
　ある奴って誰のこと？　とは訊かなかった。
「特別な眺めを、特別な誰かと共有できるところだから、ってな。──お前はそういう感覚、わかるか？」
「うん……わかるよ。とてもよく」
　だから月子にとっても今は特別なのだ。
　いつの間にか十郎は目を閉じていた。
　自分の中にある記き憶おくを、一つ一つ整理して思い出に変えているように見えた。その表情は穏おだやかで清せい澄ちようで、そして少しだけ寂しそうだった。
　月子は敢あえて声は掛けず、窓の外の景色に目を向けた。
　ゆっくりと観覧車は動き続ける。地上の景色が遠ざかり、やがて夜の闇に沈んで光の模様となる。
　ゴンドラは数多くあっても、そこから見える景色は一つ一つ異なる。ここからの眺めは、このゴンドラだけのものだ。確かにそれを共有できるというのは──特別なことなのだろう。
「──ね、そろそろ頂上だよ、先生。外を見てみない？」
　月子は振り向むき──そして、小さくため息をついた。
　十郎は目を閉じたまま、静かな寝ね息いきを立てていた。
「……もう、失礼だなあ。一緒にいるときに」
　苦笑する。
　確か土日をまたいで仕事をしていたとか言っていた。疲れているのだろう。
　それに、本来なら他人の前で気を抜ぬいて居い眠ねむりするような人間ではない。普段は常にピリピリと張りつめている。
　月子には気を許している、ということなのだろうか。
「だったら、許してあげてもいいけど、ね」
　起こさないようにそっと近づき、寝ね顔がおをじっと見つめる。
　座っている十郎と立っている月子の背の高さは、ちょうど同じくらいだ。
　無防備だと意外に可愛らしいなあ、と思う。普段は目付きが悪かったり、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを引き結んでいたりで、そういうイメージとはほど遠いのだけれど。こういう顔を見られるのは、綺麗な夜景以上の『特別』かもしれない。
「ん……」
　十郎の口から喘あえぐような寝息が漏れた。
　喘ぎ声は色っぽいという話をしていたのは、紗さ弓ゆみだっただろうか。思い出されて、妙に意識してしまう。
　あのときはなぜそういう話になったのだろう。確か、男性や恋れん愛あいについて自分はあまりにも疎うといから教えて欲しいと頼たのんで──
　そういえば──仲を進展させるにはキスが良い、そう菜々香から助言を受けたのも同じときだった。
（キス──か）
　二人だけの密室。
　誰も見ていない。
　十郎は眠ねむっている。
　そして──ちょうど同じくらいの高さに、唇がある。
　月子はごくりと唾つばを飲み込んだ。心臓がバクバクいっている。
（今──今、なら──）
　半ば無意識に半歩、また半歩と距きよ離りを詰めていた。
　いつの間にか、想い人の顔が目の前にあった。
　そして、
　そのまま、
　吸い寄せられるように唇を──
　と、そのとき──ポケットの携帯電話がメールの着信音を奏でた。
「────っ！」
　月子は飛び退すさる。同時に、十郎が目を開いた。
「ああ……悪い、寝ねちまってたか。──ん？　どうした？　雛咲」
「な、なな、な、なんでもない！　ほ、ほんとに、なんでもないよ！　私、何もしてないから！」
「何の話だ？」
　十郎は怪け訝げんな顔で首を傾げている。よかった、気付かれてはいない。
　月子は携帯を取り出して見た。メールは唯里からだ。
『どう？　私のプレゼント、役に立ったかな～？』
　ありがとうございます。立ちましたとも。メールには邪じや魔まされましたけど。
　月子はため息をつきながら、携帯をしまった。
　──いや。
　邪魔をされたなどと言う権利はない。
　そもそも、眠っている隙を突いて事に及ぼうだなんて、卑ひき怯ようなのだ。
　自分は、少しおかしくなっていたのだろう。このメールによって中断させられたのは、ある意味天てん罰ばつだったのかもしれない。
「このあたりがいちばん上なんだな。……ああ、確かに良い景色だ」
　十郎が言った。
　月子はまた鼓動が早くなるのを感じた。
（おかしくなっていた、か……）
　ほんとうにそうだろうか？
　近付きたい、触ふれたいという欲求があるのは、おかしくなっているせいか？　だとすれば、もう自分はずっとおかしいままだ。
　眠っている間を狙ねらうのは、確かに卑怯である。
　なら、正々堂々と正面から、起きている間を狙えば卑怯ではない？
　観覧車は確かに特別な空間だった。あるいは、普段と違う格好をしているということも影えい響きようしていたのかもしれない。そもそもこんな私にしたのは先生だ。
　気付いたときには覚かく悟ごが決まっていた。
　月子は十郎の前に立つ。
「椎葉先生」
「ん？　どうした？」
「以前にね、紗弓さんに聞いたの。良くきく恋愛のおまじない」
　月子は大きく息を吸い、その言葉を口にする。
「責任取ってくれるよね、先生」
「あ？」
　目を瞬またたかせる十郎に顔を近づけ、月子はそっと唇を触れさせた。
エピローグ　招かれざる帰き還かん者しや





「いかがですか？　久しぶりの故国は」
　アデルはそう問とい掛けた。
「まあ、懐かしい、というほど離れていたわけではありませんしね」
　能の勢せは周囲を見回し、苦笑混じりでそう答える。
「むしろ、職場放ほう棄きして飛び出したお尋ね者ものですよ、私。こんなに早く帰ってくることになるとは思わなかった」
　国際線の空港。慣れ親しんだ日本語のざわめきは不快ではないものの、やはり居心地の悪さは否めない。
「まあ、貴重な人材といえど、私どもも無条件採用というわけには参りませんので」
　いつもの笑顔を浮かべ、アデルは言う。
「まずは、あなたの生まれ故郷──日本を敵に回す覚悟があるかどうかを見せていただくくことになります」
あとがき




　どうも、すえばしです。スクランブル・ウィザード５をお届けいたします。


　しかし五冊目ですよ。五冊目。
　新学期が始まってから夏休みの宿題に手を付けるような子どもだった私が、きっちり四ヶ月間隔で五冊も本を出せている──まさに奇蹟ですね。
　いや、これはもはやそんな手垢の付いた言葉で表現できるものではないかもしれません。まさに讃えるべき偉業！　まさに血と汗と涙と努力と根性の賜物！
　──イラストレーターさんや編集さんや校閲さんたちの。
　…………
　毎回、締切りブレイカーですみません……


　さて、今回は食物連鎖について語ってみたいと思います。
　皆さんはドーナツを食べて牛乳が欲しくなったり、焼肉を食ってビールが飲みたくなったりした経験をお持ちではないでしょうか？　このように、食べ物を連鎖的に摂取したくなる現象を食物連鎖といいます。
　もちろん嗜好は人それぞれですが、ある食品の組みあわせが連鎖反応を起こし、それぞれをの味をさらに引き立て美味しく食べられるようにするということは、広く知られています。一般的な例を挙げれば、お茶請けとお茶、つまりようかん→緑茶への連鎖、ケーキ→紅茶への連鎖、などでしょうかね。固形物と飲み物の組み合わせなのは、舌に残った過剰な甘味を流し去り、また新鮮な気分でお菓子を味わうことができるからでしょう。
　さて、そこで私は考えてみました。
　甘いものとお茶は確かに優れた組み合わせと言えるでしょう。しかし、飲み物ではなく正反対の味を配置することによって、さらにお互いの美味しさを引き立たせることができるのではないかと。つまり『甘い物→辛い物→甘い物→辛い物』という無限の連鎖を作り出すわけです。
　そんなわけでいろいろ試してみました。


・チョコレート→ポテトチップス
　まずはお菓子の代表的なところで。予想通り甘さが塩辛さで打ち消され、良い感じに。ただ、食べ過ぎると油分過剰で胸焼けがします。


・チョコレート→醤油せんべい
　和洋折衷。ポテチよりはあっさりしてて良い感じ。せんべいの屑が口の中に残りがちなので、別々に味わいたい人は注意。


・砂糖→塩
　シンプルさを追求してみました。でも味気なさ過ぎ。空腹は紛れる気がします。


・ケーキ→塩
　前項の反省を生かして甘い物を豪華に。フォークが進みます。生クリームの甘味に飽きてきたら、塩を一舐め。酒に塩という組み合わせが許されるなら、これもアリと言えるのではないでしょうか。塩は結晶状のものをソルトミルで挽いた、適度に粒の荒いのがお勧め。


・ケーキ→うどん
・ケーキ→パスタ
・ケーキ→ラーメン
　辛い物の方も豪華にしてみました。ケーキと和洋中の麺類の組み合わせ。これはすごい。どちらも進む進む。強くお勧め。
　私は甘党なのでときどきケーキバイキングに足を運ぶのですが、これって胃袋の容量よりも先に甘味が気持ち悪くなって限界が来るんですよね。しかし、分かっているお店はそばやパスタを一緒に置いていてくれてたりします。素晴らしいことです。


　ベストはやはりケーキと麺類でしょう。お互いがお互いを支え合い、高め合い、まさに無限の食物連鎖が構築されます。皆さんも、一度お試し下さい。
　それにしても、食事とデザート（もしくはおやつ）が別だと誰が決めたのでしょうね。私はそのような区分は撤廃し、食事と一緒に甘い物も食べるようにするべきだと強く思うのです。


　──ちなみにこういう話をすると、大抵の人は微妙な顔をします。
　そして私が、
「ハンバーグとペペロンチーノとチョコレートパフェ。ああ、パフェは一緒に持ってきて下さい」
　などと注文すると、さらに微妙な顔になります。
　日本はまだまだ食物連鎖に対する意識が低いようですね。残念なことです。


　あ、『食物連鎖』という語については各自で調べておいてくださいね。
　作家はときどき息をするように嘘をつきますので。


　さて、本巻にも多くの方々のお力添えを頂きました。
　担当の前田様、イラストのかぼちゃ様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。
　ではまた６巻にてお会いいたしましょう。


二〇〇九年十月　　　すえばしけん　　
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
すえばし けん 先生／かぼちゃ 先生
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